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本書は、（社）情報通信技術委員会が著作権を保有しています。 

内容の一部又は全部を（社）情報通信技術委員会の許諾を得ることなく複製、転載、改変、

転用及びネットワーク上での送信、配布を行うことを禁止します。 



－ i － ＪＴ－Ｔ４３３

ＪＴ－Ｔ４３３

ドキュメント転送と操作（ＤＴＡＭ）－サービスとプロトコル－プロトコル仕様

＜参考＞

１．国際勧告等との関係

　本標準は、ドキュメント転送と操作（ＤＴＡＭ）のプロトコル仕様について記述しており、１９９５年

３月に開催された、ＩＴＵ－Ｔ　ＳＧ８会合の決議Ｎｏ．１手続きに基づく、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４３３

に準拠したものである。

２．上記国際勧告等に対する追加項目等

2.1　オプション選択項目

な　し

2.2　ナショナルマター決定項目

な　し

2.3　先行している項目

な　し

2.4　追加した項目

な　し

2.5　削除した項目

な　し

2.6　国際勧告に対する修正項目

　本標準を審議するにあたり基本とした国際勧告において、その内容より判断して明らかに誤りと思われ

る下記の項目に関して、修正を行った。

本標準の箇所 国際勧告の表記 修正後（本標準で）の表記

 付属資料Ｃ

 付表Ｃ－６

 RT-P-Aind  RT-P-ABind

 付属資料Ｃ

 付表Ｃ－７

 RT-P-Aind  RT-P-ABind

2.7　その他

　な　し
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３．改版の履歴 
 

 版 数 制  定  日 改  版  内  容 

 第１版   平成  ３年  ４月２６日     制        定 

 

 

 

第２版 

 

 

  平成  ６年１１月２４日 

 

 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４３３の改

定に伴うＲＴＳＥの利用に関す

る記述の追加による改版 

 

 

 

 

第３版 

 

 

 

  平成  ７年１１月２８日 

 

 

 

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４３３の改

定に伴うカラーモード及びファ

イル転送に関する記述の追加の

ための改版 

 

 

４．工業所有権 

本標準に関わる「工業所有権の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。 

 

５．その他 
 (1) 参照している勧告、標準等 

  ＩＴＵ－Ｔ勧告：Ｔ．６２ bis 、Ｔ．４００、Ｔ．４１１、Ｔ．４１２、Ｔ．４１４、Ｔ．４１５、

Ｔ．４１６、Ｔ．４１７、Ｔ．４１８、Ｔ．４４１、Ｘ．２００、Ｘ．２０８、 

Ｘ．２０９、Ｘ．２１０、Ｘ．２１５、Ｘ．２１６、Ｘ．２１７、Ｘ．２１８、 

Ｘ．２１９、Ｘ．２２５、Ｘ．２２６、Ｘ．２２７、Ｘ．２２８、Ｘ．４００ 

  ＴＴＣ標準  ：ＪＴ－Ｔ４３１、ＪＴ－Ｔ４３２ 
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１. 本標準の規定範囲と適用領域

1.1　一般事項

　本標準は、分散されたテレマティックシステム環境下でアプリケーションをサポートするための１つの

アプリケーションサービス要素であるドキュメント転送及び操作（ＤＴＡＭ）サービス要素によって提供

されるサービスのためのプロトコルを規定する。本標準は特に複数のアプリケーションによって使用され

る一群のアプリケーションサービス要素のためのプロトコルを規定する一連の標準の１つである。

1.2　規定範囲と適用領域

　本標準はドキュメント転送及び操作サービス要素のためのプロトコルと手順を規定する。ＤＴＡＭサー

ビスは、アソシエーション制御サービス要素（ＡＣＳＥ）サービス（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ.2１７参照）、高

信頼性転送サービス要素（ＲＴＳＥ）サービス（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ.2１８参照）及びプレゼンテーション

サービス（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ.2１６参照）またはセッションサービス（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ.2１５参照）と

ともに提供される。マッピングによっては、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ.6２bis も適用してよい。

　ＤＴＡＭ手順は、以下のものより定義されている。

　（１）ＡＣＳＥサービス、ＲＴＳＥサービス及びプレゼンテーションサービスまたはセッションサービ

スの使用によるＤＴＡＭプロトコルマシン同志の相互作用

　（２）ＤＴＡＭプロトコルマシンとそのサービスユーザ間の相互作用

　本標準は、これらの手順を実装しているシステムの適合要求条件を規定する。

　遠隔操作サービス要素（ＲＯＳＥ：ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１９参照）の使用は今後の検討課題である。

２. 参照勧告等

参照勧告、標準はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３１に記載されている。

３. 定義と略語

　用語と略語はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３１で定義される。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３２で提供されるサービ

スプリミティブの名前の定義は本標準で使用される。

４. 規　約

　本標準はＡＰＤＵフィールドを規定する。６章において各ＤＴＡＭ　ＡＰＤＵの表を提示する。各フィ

ールドは次の表記により要約される。

Ｍ　　　　必須である。

Ｕ　　　　オプションである。

ｒｅｑ　　ソースは要求プリミティブに関連する。

ｉｎｄ　　シンクは指示プリミティブに関連する。

ｒｓｐ　　ソースは応答プリミティブに関連する。

ｃｎｆ　　シンクは確認プリミティブに関連する。

ｓｐ　　　ソースまたはシンクまたはＤＴＡＭ－ＰＭである。

　各ＤＴＡＭ　ＡＰＤＵの構造は、８章でＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ.2０８の抽象構文記法を使用して規定される。
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５. プロトコルの概要

5.1　サービス提供

　本標準で規定されているプロトコルはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３２で定義されているＤＴＡＭサービスを

提供する。これらのサービスは表５－１／ＪＴ－Ｔ４３３に記載されている。

5.2　他のＡＳＥ及び下位レイヤサービスとの関係

5.2.1　ＡＣＳＥサービス（ＲＴＳＥを未使用の場合）

　ＤＴＡＭサービスは、Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ、Ａ－ＲＥＬＥＡＳＥ、Ａ－ＡＢＯＲＴ、Ａ－Ｐ－ＡＢ

ＯＲＴサービスへのアクセスを必要とする。アプリケーションコンテキストにＤＴＡＭを含めることは、

他のＡＳＥまたはユーザ要素による上記のＡＣＳＥサービスの使用を除外する。

　ＤＴＡＭの透過モードにおいて、ＤＴＡＭプリミティブは直接セッションサービスプリミティブ上にマ

ッピングされる。従ってＡＣＳＥは用いられない。

表５－１／ＪＴ－Ｔ４３３　ＤＴＡＭサービス要約

　　　　　　　　　　　　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ.4３３）

サービス タイプ

Ｄ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ

Ｄ－ＴＥＲＭＩＮＡＴＥ

Ｄ－Ｐ－ＡＢＯＲＴ

Ｄ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ

Ｄ－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹ

Ｄ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ

Ｄ－ＴＹＰＥＤ－ＤＡＴＡ

Ｄ－ＣＲＥＡＴＥ

Ｄ－ＤＥＬＥＴＥ

Ｄ－ＭＯＤＩＦＹ

Ｄ－ＣＡＬＬ

Ｄ－ＲＥＢＵＩＬＤ（注）

Ｄ－ＴＯＫＥＮ－ＧＩＶＥ

Ｄ－ＣＯＮＴＲＯＬ－ＧＩＶＥ

Ｄ－ＴＯＫＥＮ－ＰＬＥＡＳＥ

Ｄ－Ｐ－ＥＸＣＥＰＴＩＯＮ－ＲＥＰＯＲＴ（注）

Ｄ－Ｕ－ＥＸＣＥＰＴＩＯＮ－ＲＥＰＯＲＴ（注）

確認型

確認型

提供者起動型

非確認型

確認型

提供者確認型

非確認型

非確認型

非確認型

非確認型

非確認型

非確認型

非確認型

非確認型

非確認型

提供者起動型

非確認型

（注）Ｄ－ＲＥＢＵＩＬＤ、Ｄ－Ｐ－ＥＸＣＥＰＴＩＯＮ－ＲＥＰＯＲＴ及びＤ－Ｕ－ＥＸＣＥＰＴＩＯ

Ｎ－ＲＥＰＯＲＴサービスは継続検討とする。

5.2.2　ＲＴＳＥサービス

　ＲＴＳＥはドキュメントバルク転送のためのノーマルモードにおけるドキュメントバルク転送をサポー

トするために用いられる。
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　ＲＴＳＥはアプリケーションプロトコルデータ単位（ＡＰＤＵ）の高信頼性転送を提供する。ＲＴＳＥ

は、それぞれのＡＰＤＵが１度正確に転送されること、または送信側が例外を通知されることを保証する。

ＲＴＳＥは、通信及びエンドシステムの失敗の回復や、回復のために必要な再送の回数の最小化を行う。

5.2.3　ＲＯＳＥサービス

このＡＳＥの使用は継続検討とする。

5.2.4　プレゼンテーションサービス

　ＤＴＡＭサービスはＰ－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹ－ＤＡＴＡ、Ｐ－ＤＡＴＡ､ Ｐ－Ｕ－ＥＸＣＥＰＴＩＯ

Ｎ－ＲＥＰＯＲＴ、Ｐ－Ｐ－ＥＸＣＥＰＴＩＯＮ－ＲＥＰＯＲＴ、Ｐ－ＴＯＫＥＮ－ＰＬＥＡＳＥ、Ｐ－

ＴＯＫＥＮ－ＧＩＶＥサービスへのアクセスを必要とすることがある。また、ＡＣＳＥサービスはＰ－Ｃ

ＯＮＮＥＣＴ、Ｐ－ＲＥＬＥＡＳＥ、Ｐ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ、Ｐ－Ｐ－ＡＢＯＲＴサービスへのアクセスを

必要とする。

5.2.5　Ｘ.2１５セッションサービス

　透過モードにおいて、ＤＴＡＭで定義されるＡＰＤＵはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ.2１５で定義されるセッショ

ンサービスに直接マッピングされる。ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ.6２bis で記述された手順も適用される。

　ＤＴＡＭサービスは、Ｓ－ＣＯＮＮＥＣＴ、Ｓ－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹ－ＤＡＴＡ、Ｓ－ＡＣＴＩＶＩ

ＴＹ－ＳＴＡＲＴ、Ｓ－ＤＡＴＡ、Ｓ－ＭＩＮＯＲ－ＳＹＮＣＨＲＯＮＩＺＥ、Ｓ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－

ＥＮＤ、Ｓ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＩＮＴＥＲＲＵＰＴ、Ｓ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＤＩＳＣＡＲＤ、Ｓ－Ｕ

－ＥＸＣＥＰＴＩＯＮ－ＲＥＰＯＲＴ、Ｓ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＲＥＳＵＭＥ、Ｓ－Ｐ－ＥＸＣＥＰＴＩ

ＯＮ－ＲＥＰＯＲＴ、Ｓ－ＴＯＫＥＮ－ＰＬＥＡＳＥ、Ｓ－ＣＯＮＴＲＯＬ－ＧＩＶＥ、Ｓ－ＲＥＬＥＡ

ＳＥ、Ｓ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ、Ｓ－Ｐ－ＡＢＯＲＴサービスへのアクセスを必要とすることがある。

5.3　テレマティックプロトコルアーキテクチャ（ＴＰＡ）のモデル

　ＤＴＡＭはＯＳＩモデルのアプリケーションレイヤの２つのＤＴＡＭプロトコルマシン（ＤＴＡＭ－Ｐ

Ｍ）間で動作する。プロトコルエレメントはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ.2１５で定義されるセッションサービス、

またはそれぞれＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ.2１８、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ.2１７及びＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ.2１６で定義さ

れるＲＴＳＥ、ＡＣＳＥ及びプレゼンテーションレイヤのサービスを使用して、ＤＴＡＭ－ＰＭ間で交換

される。

　テレマティックプロトコルアーキテクチャ（ＴＰＡ）のモデルを、図５－１／ＪＴ－Ｔ４３３に示す。

このアプリケーションレイヤプロトコル構造はＡＣＳＥ（アソシエーション制御サービス要素）、ＲＴＳ

Ｅ（高信頼性転送サービス要素）、ＤＴＡＭ－ＳＥ（サービス要素）及びＤＴＡＭユーザから構成される。

ＲＴＳＥの使用はノーマルモードのドキュメントバルク転送に限られる。遠隔操作サービス要素（ＲＯＳ

Ｅ）の使用は継続検討とする。
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（注１）セッションサービス（透過モード）使用の場合、特定のＤＴＡＭ　ＡＰＤＵはセッションサービ

スプリミティブに直接マッピングされる。

（注２）ＲＴＳＥの使用はノーマルモードのドキュメントバルク転送に限られる。

　　　　　　　図５－１／ＪＴ－Ｔ４３３　アプリケーションレイヤにおけるテレマティック

　　　　　　　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ.4３３）　　　　　　　　　　プロトコルアーキテクチャ（ＴＰＡ）

ＤＴＡＭユーザ

ＤＴＡＭ－ＳＥ

ＲＴＳＥ（注２）

ＡＣＳＥ

プレゼンテーションサービス
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5.3.1　ＤＴＡＭユーザの機能

　ＤＴＡＭユーザは通信において、実際のテレマティックユーザ（端末ユーザまたはシステムユーザ）の

意図を正確に反映する任務、及び実際のユーザの代わりにアプリケーション（ドキュメントバルク転送、

ドキュメント操作、ドキュメント転送及び操作等）を実行する機能を有する。このメカニズムはＴＴＣ標

準ＪＴ－Ｔ４３２で定義されたＤＴＡＭサービスを通してＤＴＡＭ－ＳＥを使用し提供される。ＤＴＡＭ

サービスはデータハンドリングのためのＤＴＡＭサービス提供者とＤＴＡユーザ間のロジカルインタフェ

ースであり、特定のハードウェア及びソフトウェア技術の影響を受けない。

　アプリケーションサービス要素としてのＤＴＡＭユーザは交換されたドキュメントのコンテントの意味

を解釈することができる。例えば情報検索の間に転送される検索コマンドはＤＴＡＭではなくてＤＴＡＭ

ユーザによって解釈される。

5.3.2　ＤＴＡＭサービス提供者の機能

　ドキュメントのシングルソース管理においてテレマティックアプリケーションをサポートするためにＤ

ＴＡＭサービス提供者は次の通信機能を提供する。

　（１）アソシエーション使用制御（カーネル）

　ＤＴＡＭはＡＣＳＥで与えられるアソシエーションの使用のトリガを提供し、通信の間アソシエ

ーション使用（終了、強制終了等）を直接もしくはＲＴＳＥを用いて制御する。ＤＴＡＭの下位レ

イヤ機能にセッションサービスを適用する場合は、このアソシエーション使用制御はセッションカ

ーネル機能単位上に直接マッピングされる。

　（２）ＤＴＡＭ能力

　ＤＴＡＭ能力は通信特性を規定するための一群のパラメータによって定義される。

ＯＤＡアプリケーション能力

　　 (a)　ドキュメントアプリケーションプロファイル

　　 (b)　オペレーショナルアプリケーションプロファイル

　　 (c)　非基本ドキュメント特性

　　 (d)　非基本構造特性

　　 (e)　付加ドキュメント特性等

ファイル転送能力

　　 (a)　ＢＦＴ能力

　　 (b)　透過データ能力

　　 (c)　ＤＴＭ能力

　　 (d)　ＥＤＩＦＡＣＴ能力

私用能力

　（３）データ伝送機能

　ＤＴＡＭは以下のようにドキュメントバルク転送、ドキュメント操作、タイプトデータ転送のた

めの機能を提供する。

　　 (a)　ドキュメントバルク転送

　ＤＴＡＭはＤ－ＩＮＩＴＩＡＴＥと付加的にＤ－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹによりネゴシエーション

した通信環境下で、一括してドキュメントを転送する機能を有する。

　　 (b)　ドキュメント操作

　ＤＴＡＭは存在しているドキュメントの構造（ページ、ブロック等）を生成、変更、削除するこ

とにより両ユーザから認識されるドキュメントを部分的に修正する機能、またはＯＤＡとオペレー
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ショナル構造の構造を生成することにより新しいドキュメントを作成する機能を提供する。

　　 (c)　タイプトデータ転送

　ＤＴＡＭはデータトークン制御と無関係にタイプトデータ転送の機能をオプションとして提供す

る。

　（４）ドキュメント遠隔アクセス

　継続検討

　（５）ドキュメント遠隔管理

　継続検討

　（６）トークン制御

　ＤＴＡＭはダイアログのためのデータトークンの操作のためにトークン制御の機能をオプション

として提供する。

　（７）例外報告

　ＤＴＡＭはＤＴＡＭ通信の間、エラー制御のために例外報告機能をオプションとして提供する。

６. 手順の要素

　本章は２つのＤＴＡＭプロトコルマシン（ＤＴＡＭ－ＰＭ）間のＤＴＡＭプロトコルの要素を構成する

プロトコルデータ単位の全てのタイプを識別する。プロトコルデータ単位（ＰＤＵ）はそれ自身で意味を

持つＤＴＡＭ－ＰＭ間で交換される情報の最小単位である。

　ＤＴＡＭサービスプリミティブがＤＴＡＭユーザから受信された場合、ＤＴＡＭはＤＴＡＭプロトコル

を通して相手のＤＴＡＭにＤＴＡＭプリミティブデータを転送する。これを受けて、相手のＤＴＡＭがＤ

ＴＡＭサービスプリミティブを生成し、ＤＴＡＭユーザに通知する。ＤＴＡＭプロトコルデータ単位（Ｄ

－ＰＤＵ）を表６－１／ＪＴ－Ｔ４３３に示す。

　ＤＴＡＭサービスプリミティブの個々のパラメータは、原則的に全てのＰＤＵパラメータにマッピング

される。しかしＤＴＡＭ自身により生成されたパラメータのように、サービスプリミティブの中で指定さ

れないパラメータを含むＰＤＵも存在する。例えばＤ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ－ＲＥＱ　ＰＤＵはＤＴＡＭプ

ロトコルバージョンパラメータを含む。これはＤＴＡＭ－ＰＭ間のプロトコルのバージョンをネゴシエー

ションするために使われる。ＤＴＡＭユーザはこのＤＴＡＭネゴシエーションに関与していない。

　ＰＤＵは実装する下位レイヤサービス機能へのマッピングの最小参照情報として記号的に識別される。

これにより本章では、特定のプレゼンテーションプリミティブとして使用されるＰＤＵとプレゼンテーシ

ョンサービスデータ転送機能を使用してＤＴＡＭ　ＰＤＵとして転送されるＰＤＵの区別をしない。ＰＤ

Ｕのマッピングと符号化の詳細は８章に示す。

ＰＤＵは本標準のコンテキスト外で使用されるべきフルネームと簡潔さのために使用される省略ネーム

により示される。フルネームはＰＤＵの目的を記述する１つまたは２つの単語から構成される。Ｄ－が前

に置かれ、ＰＤＵの要求／応答の組の場合は－ＲＥＱまたは－ＲＥＳＰが後置される。省略ネームは各々

３または４文字で要求／応答の組の場合ＱまたはＲが付加される。
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6.1　ＤＴＡＭプロトコルデータ単位の要約リスト

表６－１／ＪＴ－Ｔ４３３　ＤＴＡＭプロトコルデータ単位

　　　　　　　　　　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ.4３３）

機能単位 ＰＤＵ略称 プロトコル要素（ＰＤＵ） 参照

アソシエーション

使用制御

（カーネル）

ＤＩＮＱ

ＤＩＮＲ

ＤＴＥＱ

ＤＴＥＲ

ＤＡＢ

Ｄ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ－ＲＥＱ

Ｄ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ－ＲＥＳＰ

Ｄ－ＴＥＲＭＩＮＡＴＥ－ＲＥＱ

Ｄ－ＴＥＲＭＩＮＡＴＥ－ＲＥＳＰ

Ｄ－ＡＢＯＲＴ

６２

６２

６３

６３

６４

能  力 ＤＣＰＱ

ＤＣＰＲ

Ｄ－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹ－ＲＥＱ

Ｄ－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹ－ＲＥＳＰ

６５

６５

ドキュメントバルク転送   無 無 ６６

ドキュメント

非確認型操作

ＤＣＲ

ＤＤＬ

ＤＭＤ

ＤＣＬ

ＤＲＤ

Ｄ－ＣＲＥＡＴＥ

Ｄ－ＤＥＬＥＴＥ

Ｄ－ＭＯＤＩＦＹ

Ｄ－ＣＡＬＬ

Ｄ－ＲＥＢＵＩＬＤ  継続検討

６７

６７

６７

６７

６７

ドキュメント

確認型操作

継続検討 ６８

タイプトデータ転送 ＤＴＤ Ｄ－ＴＹＰＥＤ－ＤＡＴＡ ６９

遠隔ドキュメント

アクセス

継続検討 ６10

遠隔ドキュメント

管理

継続検討 ６11

トークン制御 ＤＴＰ Ｄ－ＴＯＫＥＮ－ＰＬＥＡＳＥ ６12

例外報告 継続検討 ６13

6.2　ＤＴＡＭアソシエーション設定

6.2.1　目　的

　ＤＴＡＭアソシエーション設定手順は２つのＡＥ間でＤＴＡＭのアソシエーションを設定するために使

用され、Ｄ－ＩＮＩＴＩＡＴＥサービスを提供する。

6.2.2　使用するＡＰＤＵ

　ＤＴＡＭアソシエーション設定手順は、Ｄ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ－ＲＥＱ（ＤＩＮＱ）及びＤ－ＩＮＩＴ

ＩＡＴＥ－ＲＥＳＰ（ＤＩＮＲ）のＡＰＤＵを使用する。

6.2.2.1　ＤＩＮＱ　ＡＰＤＵ

　ノーマルモード及び透過モードにおけるＤＩＮＱ　ＡＰＤＵのフィールドを表６－２／ＪＴ－Ｔ４３３

及び表６－３／ＪＴ－Ｔ４３３に示す。
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表６－２／ＪＴ－Ｔ４３３　ノーマルモードにおけるＤＩＮＱ　ＡＰＤＵ

　　　　　　　　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ.4３３）のフィールド

フィールド名 存　在 ソース シンク

  サービスクラス

  テレマティック要求条件

  アプリケーション能力

  プロトコルバージョン

  ＤＴＡＭ－ＱＯＳ

  アカウント

  ユーザ情報

      （注１）

    Ｍ

    Ｍ

    Ｕ（注２）

      （注１）

      （注１）

    Ｕ

req

req

req

sp

req

req

req

ind

ind

ind

sp

ind

ind

ind

（注１）このパラメータの使用方法は継続検討とする。

（注２）このパラメータはデフォルト指定が可能である。

表６－３／ＪＴ－Ｔ４３３　透過モードにおけるＤＩＮＱ　ＡＰＤＵのフィールド

　　　　　 （ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ.4３３）

フィールド名       存　在 ソース シンク

  アプリケーション能力       Ｍ req ind

6.2.2.2　ＤＩＮＲ　ＡＰＤＵ

　ノマルモード及び透過モードにおけるＤＩＮＲ　ＡＰＤＵのフィールドを表６－４／ＪＴ－Ｔ４３３及

び表６－５／ＪＴ－Ｔ４３３に示す。

表６－４／ＪＴ－Ｔ４３３　ノーマルモードにおけるＤＩＮＲＡＰＤＵのフィールド

　　　　 （ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ.4３３）

フィールド名 存　在 ソース シンク

  テレマティック要求条件

  アプリケーション能力

  プロトコルバージョン

  ＤＴＡＭ－ＱＯＳ

  結果

  ユーザ情報

   Ｕ

   Ｕ

   Ｕ（注２）

     （注１）

   Ｍ

   Ｕ

rsp

rsp

    sp

rsp

rsp

rsp

cnf

cnf

   sp

cnf

cnf

cnf

（注１）このパラメータの使用方法は継続検討とする。

（注２）このパラメータはデフォルト指定が可能である。
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表６－５／ＪＴ－Ｔ４３３　透過モードにおけるＤＩＮＱ　ＡＰＤＵのフィールド

　　　　　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ.4３３）

フィールド名       存　在 ソース シンク

  アプリケーション能力       Ｍ req ind

6.2.3　ＤＴＡＭアソシエーション設定手順

6.2.3.1　ＡＣＳＥサービス上にマッピングされるＤＴＡＭアソシエーション設定手順

（ノーマルモード）

　この手順は、以下のイベントにより起動される。

　（１）要求側ユーザからのＤ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ要求プリミティブ

　（２）Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ指示プリミティブ上のユーザデータとしてのＤＩＮＱ　ＡＰＤＵ

　（３）応答側ユーザからのＤ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ応答プリミティブ

　（４）Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ確認プリミティブ（ＤＩＮＲ　ＡＰＤＵを含むかもしれない）

6.2.3.1.1　Ｄ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ要求プリミティブ

　（１）要求側ＤＴＡＭ－ＰＭは、Ｄ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ要求プリミティブのパラメータ値とＤＴＡＭ－

ＰＭ内に蓄積されたデータ（プロトコルバージョンフィールド等）からＤＩＮＱ　ＡＰＤＵを形成

する。要求側ＤＴＡＭ－ＰＭは、Ｄ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ要求プリミティブからの情報も使用してＡ

－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ要求プリミティブを発行する。Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ要求プリミティブの

ユーザデータパラメータはＤＩＮＱ　ＡＰＤＵを含む。

　（２）要求側ＤＴＡＭ－ＰＭは、ＡＣＳＥサービス提供者からのプリミティブを待つ。要求側ユーザか

らはＤ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ要求プリミティブを除くいかなるプリミティブも受け付けない。

6.2.3.1.2　ＤＩＮＱ　ＡＰＤＵ

　（１）応答側ＤＴＡＭ－ＰＭは、Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ指示プリミティブ上のユーザデータとして、

ＤＩＮＱ　ＡＰＤＵを相手側から受信する。Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ指示プリミティブのパラメー

タまたはＤＩＮＱ　ＡＰＤＵのフィールドがこのＤＴＡＭ－ＰＭに受け付けられないものであれば、

応答側ＤＴＡＭ－ＰＭは適当な拒否の結果フィールドを持つＤＩＮＲ　ＡＰＤＵを形成し、Ａ－Ａ

ＳＳＯＣＩＡＴＥ応答プリミティブ上のユーザデータとしてＤＩＮＲ　ＡＰＤＵを送出する。Ａ－

ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ応答プリミティブ上の結果パラメータは“拒否（常時）”を指定する。ＤＴＡ

Ｍ－ＰＭは応答側ユーザにＤ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ指示プリミティブを発行せず、アソシエーション

は設定されない。

　（２）Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ指示プリミティブと、そのＤＩＮＱ　ＡＰＤＵが応答側ＤＴＡＭ－ＰＭ

に受け付けられるならば、応答側ＤＴＡＭ－ＰＭはＤ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ指示プリミティブを応答

側ユーザに発行する。Ｄ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ指示プリミティブのパラメータはＤＩＮＱ　ＡＰＤＵ

とＡ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ指示プリミティブから導き出される。ＤＴＡＭ－ＰＭは応答側ユーザか

らのＤ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ応答プリミティブを待ち、応答側ユーザからはＤ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ要求

プリミティブを除く他のいかなるプリミティブも受け付けない。
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6.2.3.1.3　Ｄ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ応答プリミティブ

（１）ＤＴＡＭ－ＰＭがＤ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ応答プリミティブを受信したとき、その結果パラメータは

応答側ユーザがＤＴＡＭアソシエーションを受け付けたか拒否したかを指示している。ＤＴＡＭ－Ｐ

ＭはＤ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ応答プリミティブのパラメータを使ってＤＩＮＲ　ＡＰＤＵを形成する。

ＤＩＮＲ　ＡＰＤＵはＡ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ応答プリミティブ上のユーザデータパラメータとして

送出される。

（２）応答側ユーザがＤＴＡＭアソシエーション要求を受け付けた場合、関連するＡ－ＡＳＳＯＣＩＡＴ

Ｅ応答プリミティブ上の結果パラメータは“受理”を指定し、送出されるＤＩＮＲ　ＡＰＤＵの結果

フィールドも“受理”を指定する。ＤＴＡＭアソシエーションは設定される。

（３）応答側ユーザがＤＴＡＭアソシエーション要求を拒否した場合、関連するＡ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ

応答プリミティブ上の結果パラメータは“結果：拒否（常時または一時的）”を指定し、送出される

ＤＩＮＲ　ＡＰＤＵの結果フィールドは適当な拒否を示す値を含む。ＤＴＡＭアソシエーションは設

定されない。

6.2.3.1.4　Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ確認プリミティブ

（１）要求側ＤＴＡＭ－ＰＭはＡ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ確認プリミティブを受信する。以下の状態がある。

　　（ａ）ＤＴＡＭアソシエーションが受け付けられた。

　　（ｂ）応答側ＤＴＡＭ－ＰＭまたは応答側ユーザがＤＴＡＭアソシエーションを拒否した。

　　（ｃ）アソシエーションサービス提供者が関連するアソシエーションを拒否した。

（２）ＤＴＡＭアソシエーションが受け付けられた場合、Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ確認プリミティブの結

果パラメータは“受理”を指定する。ユーザデータパラメータはＤＩＮＲ　ＡＰＤＵを含み、ＤＩＮ

Ｒ　ＡＰＤＵの結果フィールドも“受理”を指定する。要求側ＤＴＡＭ－ＰＭは、Ａ－ＡＳＳＯＣＩ

ＡＴＥ確認プリミティブとＤＩＮＲＡＰＤＵからのパラメータに基づき、要求側ユーザにＤ－ＩＮＩ

ＴＩＡＴＥ確認プリミティブを発行する。Ｄ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ確認プリミティブの結果パラメータ

は“受理”を指定し、ＤＴＡＭアソシエーションは設定される。

（３）ＤＴＡＭアソシエーションが応答側ＤＴＡＭ－ＰＭまたは応答側ユーザのどちらかに拒否された場

合、Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ確認プリミティブの結果パラメータは“結果：拒否（常時または一時

的）”及び“結果ソース：ＡＣＳＥサービスユーザ”を指定する。ユーザデータパラメータはＤＩＮ

Ｒ　ＡＰＤＵを含み、ＤＩＮＲ　ＡＰＤＵの結果フィールドは拒否の理由を示す。要求側ＤＴＡＭ－

ＰＭは、Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ確認プリミティブとＤＩＮＲ　ＡＰＤＵからのパラメータに基づき、

要求側ユーザにＤ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ確認プリミティブを発行する。Ｄ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ確認プリ

ミティブの結果パラメータは適当な拒否の値を含む。ＤＴＡＭアソシエーションは設定されない。

（４）アソシエーションがアソシエーションサービス提供者によって拒否された場合、Ａ－ＡＳＳＯＣＩ

ＡＴＥ確認プリミティブの結果パラメータは“結果：拒否（常時または一時的）”及び“結果ソー

ス：ＡＣＳＥサービス提供者”を指定する。この状態では、ユーザデータパラメータはいかなるＡＰ

ＤＵも含まない。要求側ＤＴＡＭ－ＰＭは適当な結果パラメータを持つＤ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ確認プ

リミティブを発行する。ＤＴＡＭアソシエーションは設定されない。

6.2.3.2　ＲＴＳＥサービス上にマッピングされるＤＴＡＭアソシエーション設定手順

（ノーマルモード）

　この手順は、以下のイベントで起動される。

（１）要求側ユーザからのＤ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ要求プリミティブ

（２）ＲＴ－ＯＰＥＮ指示プリミティブ上のユーザデータとしてのＤＩＮＱ　ＡＰＤＵ
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（３）応答側ユーザからのＤ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ応答プリミティブ

（４）ＲＴ－ＯＰＥＮ確認プリミティブ（ＤＩＮＲ　ＡＰＤＵは含まれないかもしれない）

6.2.3.2.1　Ｄ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ要求プリミティブ

（１）要求側ＤＴＡＭ－ＰＭは、Ｄ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ要求プリミティブのパラメータ値とＤＴＡＭ－Ｐ

Ｍ内に蓄積されたデータ（プロトコルバージョンフィールド等）からＤＩＮＱ　ＡＰＤＵを形成する。

また、Ｄ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ要求プリミティブからの情報を使用してＲＴ－ＯＰＥＮ要求プリミティ

ブを発行する。ＲＴ－ＯＰＥＮ要求プリミティブのユーザデータパラメータはＤＩＮＱ　ＡＰＤＵを

含む。

（２）要求側ＤＴＡＭ－ＰＭはＲＴＳＥサービス提供者からのプリミティブを待ち、要求側ユーザからは

Ｄ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ要求プリミティブを除くいかなるプリミティブも受け付けない。

6.2.3.2.2　ＤＩＮＱ　ＡＰＤＵ

（１）応答側ＤＴＡＭ－ＰＭは、ＲＴ－ＯＰＥＮ指示プリミティブ上のユーザデータとしてＤＩＮＱ　Ａ

ＰＤＵを相手側から受信する。ＲＴ－ＯＰＥＮ指示プリミティブのパラメータまたはＤＩＮＱ　ＡＰ

ＤＵフィールドのパラメータがこのＤＴＡＭ－ＰＭに受け付けられないものであれば、適当な拒否の

結果フィールドを持つＤＩＮＲ　ＡＰＤＵを形成し、ＲＴ－ＯＰＥＮ応答プリミティブ上のユーザデ

ータであるＤＩＮＲＡＰＤＵを送出する。ＲＴ－ＯＰＥＮ応答プリミティブ上の結果パラメータは

“拒否（常時）”を指定する。ＤＴＡＭ－ＰＭはＤ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ指示プリミティブを応答側ユ

ーザに発行しない。アソシエーションは設定されない。

（２）ＲＴ－ＯＰＥＮ指示プリミティブとそのＤＩＮＱ　ＡＰＤＵが応答側ＤＴＡＭ－ＰＭに受け付けら

れる場合、応答側ＤＴＡＭ－ＰＭはＤ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ指示プリミティブを応答側ユーザに発行す

る。Ｄ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ指示プリミティブのパラメータはＤＩＮＱ　ＡＰＤＵとＲＴ－ＯＰＥＮ指

示プリミティブから導き出される。ＤＴＡＭ－ＰＭは応答側ユーザからのＤ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ応答

プリミティブを待ち、応答側ユーザからはＤ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ要求プリミティブを除く他のいかなる

プリミティブも受け付けない。

6.2.3.2.3　Ｄ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ応答プリミティブ

（１）ＤＴＡＭ－ＰＭがＤ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ応答プリミティブを受信したとき、結果パラメータは応答

側ユーザがＤＴＡＭアソシエーションを受け付けたか拒否したかを指定している。ＤＴＡＭ－ＰＭは

Ｄ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ応答プリミティブのパラメータを使ってＤＩＮＲ　ＡＰＤＵを形成する。ＤＩ

ＮＲ　ＡＰＤＵはＲＴ－ＯＰＥＮ応答プリミティブ上のユーザデータパラメータとして送出される。

（２）応答側ユーザがＤＴＡＭアソシエーション要求を受け付けた場合、関連するＲＴ－ＯＰＥＮ応答プ

リミティブ上の結果パラメータは“受理”を指定し、送出されるＤＩＮＲ　ＡＰＤＵの結果フィール

ドも“受理”を指定する。ＤＴＡＭアソシエーションは設定される。

（３）応答側ユーザがＤＴＡＭアソシエーション要求を拒否した場合、関連するＲＴ－ＯＰＥＮ応答プリ

ミティブ上の結果パラメータは“結果：拒否（常時または一時的）”を指定し、送出されるＤＩＮＲ

ＡＰＤＵの結果フィールドは適当な拒否を示す値を含む。ＤＴＡＭアソシエーションは設定されない。

6.2.3.2.4　ＲＴ－ＯＰＥＮ確認プリミティブ

（１）要求側ＤＴＡＭ－ＰＭはＲＴ－ＯＰＥＮ確認プリミティブを受信する。以下の状態がある。

　　（ａ）ＤＴＡＭアソシエーションが受け付けられた。

　　（ｂ）応答側ＤＴＡＭ－ＰＭまたは応答側ユーザがＤＴＡＭアソシエーションを拒否した。
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　　（ｃ）応答側ＲＴＳＥ－ＰＭがＤＴＡＭアソシエーションを拒否した。

（２）ＤＴＡＭアソシエーションが受け付けられた場合、ＲＴ－ＯＰＥＮ確認プリミティブの結果パラメ

ータは“受理”を指定する。ユーザデータパラメータはＤＩＮＲ　ＡＰＤＵを含み、ＤＩＮＲ　ＡＰ

ＤＵの結果フィールドも“受理”を指定する。要求側ＤＴＡＭ－ＰＭは、ＲＴ－ＯＰＥＮ確認プリミ

ティブとＤＩＮＲ　ＡＰＤＵからのパラメータに基づき、要求側ユーザにＤ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ確認

プリミティブを発行する。Ｄ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ確認プリミティブの結果パラメータは“受理”を指

定し、ＤＴＡＭアソシエーションは設定される。

（３）ＤＴＡＭアソシエーションが応答側ＤＴＡＭ－ＰＭまたは応答側ユーザのどちらかに拒否された場

合、ＲＴ－ＯＰＥＮ確認プリミティブの結果パラメータは“結果：拒否（常時または一時的）”及び

“結果ソース：ＡＣＳＥサービスユーザ”を指定する。ユーザデータパラメータはＤＩＮＲ　ＡＰＤ

Ｕを含み、ＤＩＮＲ　ＡＰＤＵの結果フィールドは拒否の理由を示す。要求側ＤＴＡＭ－ＰＭは、Ｒ

Ｔ－ＯＰＥＮ確認プリミティブとＤＩＮＲ　ＡＰＤＵからのパラメータに基づき、要求側ユーザにＤ

－ＩＮＩＴＩＡＴＥ確認プリミティブを発行する。Ｄ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ確認プリミティブの結果パ

ラメータは適当な拒否の値を含む。ＤＴＡＭアソシエーションは設定されない。

（４）アソシエーションがアソシエーションサービス提供者によって拒否された場合、ＲＴ－ＯＰＥＮ確

認プリミティブの結果パラメータは“結果：拒否（常時または一時的）”及び“結果ソース：ＡＣＳ

Ｅサービス提供者”を指定する。この状態では、ユーザデータフィールドは要求側ＤＴＡＭ－ＰＭに

よって使用されない。要求側ＤＴＡＭ－ＰＭは適当な結果パラメータを持つＤ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ確

認プリミティブを発行する。ＤＴＡＭアソシエーションは設定されない。

（５）アソシエーションが応答側ＲＴＳＥ－ＰＭより拒否された場合、ＲＴ－ＯＰＥＮ確認プリミティブ

の結果パラメータは“結果：拒否（常時または一時的）”及び“結果ソース：ＡＣＳＥサービスユー

ザ”を指定する。この状態では、ユーザデータパラメータはＡＰＤＵを含まない。要求側ＤＴＡＭ－

ＰＭは適当な結果パラメータを持つＤ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ確認プリミティブを発行する。ＤＴＡＭア

ソシエーションは設定されない。

6.2.3.3　セッションサービス上にマッピングされるＤＴＡＭアソシエーション設定手順

（透過モード）

　この手順は、以下のイベントで起動される。

（１）要求側ユーザからのＤ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ要求プリミティブ

（２）Ｓ－ＣＯＮＮＥＣＴ指示プリミティブ上のユーザデータとしてのＤＩＮＱ　ＡＰＤＵ

（３）応答側ユーザからのＤ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ応答プリミティブ

（４）Ｓ－ＣＯＮＮＥＣＴ確認プリミティブ（ＤＩＮＲ　ＡＰＤＵは含まれないかもしれない）

6.2.3.3.1　Ｄ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ要求プリミティブ

（１）要求側ＤＴＡＭ－ＰＭは、Ｄ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ要求プリミティブのパラメータ値とＤＴＡＭ－Ｐ

Ｍ内に蓄積されたデータ（ウィンドウサイズ等）からＤＩＮＱ　ＡＰＤＵを形成する。また、Ｄ－Ｉ

ＮＩＴＩＡＴＥ要求プリミティブからの情報を使用してＳ－ＣＯＮＮＥＣＴ要求プリミティブを発行

する。Ｓ－ＣＯＮＮＥＣＴ要求プリミティブのユーザデータパラメータはＤＩＮＱ　ＡＰＤＵを含む。

（２）要求側ＤＴＡＭ－ＰＭはセッションサービス提供者からのプリミティブを待ち、要求側ユーザから

はＤ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ要求プリミティブを除く他のいかなるプリミティブも受け付けない。

6.2.3.3.2　ＤＩＮＱ　ＡＰＤＵ

（１）応答側ＤＴＡＭ－ＰＭは、Ｓ－ＣＯＮＮＥＣＴ指示プリミティブ上のユーザデータとしてＤＩＮＱ
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ＡＰＤＵを相手側から受信する。もしＳ－ＣＯＮＮＥＣＴ指示プリミティブのパラメータまたはＤＩ

ＮＱ　ＡＰＤＵ内のフィールドがこのＤＴＡＭ－ＰＭに受け付けられないものであれば（すなわちＳ

－ＣＯＮＮＥＣＴ指示におけるセッションユーザデータがない場合）、応答側ＤＴＡＭ－ＰＭは“セ

ッション開始ユーザ拒否”を指定した結果パラメータを持つＳ－ＣＯＮＮＥＣＴ応答プリミティブを

発行する。ＤＴＡＭ－ＰＭはＤ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ指示プリミティブを応答側ユーザに発行しない。

アソシエーションは設定されない。

（２）Ｓ－ＣＯＮＮＥＣＴ指示プリミティブとそのＤＩＮＱ　ＡＰＤＵが応答側ＤＴＡＭ－ＰＭに受け付

けられる場合、応答側ＤＴＡＭ－ＰＭはＤ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ指示プリミティブを応答側ユーザに発

行する。Ｄ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ指示プリミティブのパラメータはＤＩＮＱ　ＡＰＤＵから導き出され

る。ＤＴＡＭ－ＰＭは応答側ユーザからのＤ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ応答プリミティブを待ち、応答側ユ

ーザからはＤ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ要求プリミティブを除く他のいかなるプリミティブも受け付けない。

6.2.3.3.3　Ｄ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ応答プリミティブ

（１）ＤＴＡＭ－ＰＭがＤ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ応答プリミティブを受信したとき、結果パラメータは応答

側ユーザがＤＴＡＭアソシエーションを受け付けたか拒否したかを指定している。ＤＴＡＭアソシエ

ーションが受け付けられた場合、ＤＴＡＭ－ＰＭはＤ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ応答プリミティブのパラメ

ータを使ってＤＩＮＲ　ＡＰＤＵを形成する。ＤＩＮＲ　ＡＰＤＵはＳ－ＣＯＮＮＥＣＴ応答プリミ

ティブ上のユーザデータパラメータとして送出される。

（２）応答側ユーザがＤＴＡＭアソシエーション要求を受け付けた場合、関連するＳ－ＣＯＮＮＥＣＴ応

答プリミティブ上の結果パラメータは“受理”を指定する。ＤＴＡＭアソシエーションは設定される。

（３）応答側ユーザがＤＴＡＭアソシエーション要求を拒否した場合、関連するＳ－ＣＯＮＮＥＣＴ応答

プリミティブ上の結果パラメータは“セッション開始ユーザ拒否”を指定し、ＤＴＡＭ－ＰＭはＤＩ

ＮＲ　ＡＰＤＵを送出しない。

6.2.3.3.4　Ｓ－ＣＯＮＮＥＣＴ確認プリミティブ

（１）要求側ＤＴＡＭ－ＰＭはＳ－ＣＯＮＮＥＣＴ確認プリミティブを受信する。以下の状態がある。

　（ａ）ＤＴＡＭアソシエーションが受け付けられた。

　（ｂ）応答側ＤＴＡＭ－ＰＭまたは応答側ユーザがＤＴＡＭアソシエーションを拒否した。

　（ｃ）セッションサービス提供者が関連するアソシエーションを拒否した。

（２）ＤＴＡＭアソシエーションが受け付けられた場合、Ｓ－ＣＯＮＮＥＣＴ確認プリミティブの結果パ

ラメータは“受理”を指定する。ユーザデータパラメータはＤＩＮＲＡＰＤＵを含む。要求側ＤＴＡ

Ｍ－ＰＭはＳ－ＣＯＮＮＥＣＴ確認プリミティブとＤＩＮＲ　ＡＰＤＵからのパラメータに基づき、

要求側ユーザにＤ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ確認プリミティブを発行する。Ｄ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ確認プリ

ミティブの結果パラメータは“受理”を指定する。ＤＴＡＭアソシエーションは設定される。

（３）ＤＴＡＭアソシエーションが応答側ＤＴＡＭ－ＰＭまたは応答側ユーザのどちらかに拒否された場

合、　Ｓ－ＣＯＮＮＥＣＴ確認プリミティブの結果パラメータは“ユーザ拒否”を指定する。この確

認プリミティブの中にはユーザデータ（ＤＩＮＲ　ＡＰＤＵ）は存在しない。要求側ＤＴＡＭ－ＰＭ

は、Ｓ－ＣＯＮＮＥＣＴ確認プリミティブからのパラメータに基づき、要求側ユーザにＤ－ＩＮＩＴ

ＩＡＴＥ確認プリミティブを発行する。Ｄ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ確認プリミティブの結果パラメータは

“ユーザ拒否”の値を含む。ＤＴＡＭアソシエーションは設定されない。

（４）アソシエーションがセッションサービス提供者によって拒否された場合、Ｓ－ＣＯＮＮＥＣＴ確認

プリミティブの結果パラメータは“提供者拒否”を指定する。この状態ではユーザデータフィールド

は要求側ＤＴＡＭ－ＰＭによって使用されない。要求側ＤＴＡＭ－ＰＭは適当な結果パラメータを持
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つＤ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ確認プリミティブを発行する。ＤＴＡＭアソシエーションは設定されない。

6.2.4　ＤＩＮＱ／ＤＩＮＲ　ＡＰＤＵフィールドの使用

　ＤＩＮＱ　ＡＰＤＵ及びＤＩＮＲ　ＡＰＤＵフィールドは以下のように使用される。

6.2.4.1　サービスクラス

　このパラメータの使用方法は継続検討とする。

6.2.4.2　テレマティック要求条件

　これはＤ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ要求／応答プリミティブからのテレマティック要求条件パラメータ値であ

る。これはＤ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ指示／確認プリミティブのテレマティック要求条件パラメータ値として

個々に現れる。要求側ユーザによって提示されたテレマティック要求条件が応答側ユーザに受け付けられ

ない場合は、ＤＴＡＭアソシエーションは設定に失敗する。

6.2.4.3　アプリケーション能力

　これはＤ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ要求／応答プリミティブからのアプリケーション能力パラメータ値である。

これはＤ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ指示／確認プリミティブのアプリケーション能力パラメータ値としてそれぞ

れに現れる。このパラメータはサブパラメータのセットからなる。それぞれのセットは、ＯＤＡドキュメ

ントまたはファイルのどちらかを扱う能力が指定される。

6.2.4.3.1　ＯＤＡアプリケーション能力

6.2.4.3.1.1　ドキュメントアプリケーションプロファイル

　このパラメータ値はオクテットストリングまたはＡＳＮ．１オブジェクト識別子のいずれかである。オ

クテットストリングはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．７３（ドキュメントアプリケーションプロファイルＴ．７３）

に従ったドキュメントアプリケーションプロファイルを指示する。ＡＳＮ．１オブジェクト識別子はＩＳ

Ｏ８８２４に規定された規則に従い、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４１１（ドキュメントアプリケーションプロフ

ァイル）に規定される規則に従って定義されるアプリケーションプロファイルを指示する。

6.2.4.3.1.2　ドキュメントアーキテクチャクラス

　このパラメータ値は“フォーマット化（ｆｏｒｍａｔｔｅｄ）”である。このパラメータは透過モード

で使用される。

6.2.4.3.1.3　非基本ドキュメント特性

　このパラメータ値はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４１４で規定される非基本ドキュメント特性の任意の組み合わ

せである。

6.2.4.3.1.4　非基本構造特性

　このパラメータ値はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４１４で規定される非基本構造特性の任意の組み合わせである。

6.2.4.3.1.5　オペレーショナルアプリケーションプロファイル

　オペレーショナルアプリケーションプロファイルの詳細仕様は継続検討とする。
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6.2.4.3.1.6　付加ドキュメント特性

　本パラメータ値は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４１４で規定される付加ドキュメント特性の任意の組み合わせ

である。

6.2.4.3.2 ファイル転送能力

本パラメータは、受信能力として送信側で利用可能なファイル転送能力を指定する。このパラメータは

透過モードとノーマルモードの双方にある。

－ＢＦＴ（バイナリーファイル転送）能力

　本値は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４３４の仕様で符号化されたファイルを受信する能力を指示する。

－透過データ能力

　本値は、送信側が完全に透過的に転送されたデータを受け入れる（受信側として動作している時）準備

ができていることを指示する。

－ＤＴＭ（ドキュメント転送モード）能力

　本値は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．５６３で規定されたＤＴＭ符号化規則で符号化されたＢＦＴファイル（Ｉ

ＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４３４で規定された）を受信する能力を指示する。

－ＥＤＩＦＡＣＴ（電子データ交換）能力

　本値は、ＩＳＯ／ＩＥＣ９７３５で規定されたＥＤＩＦＡＣＴフォーマットに符号化されたファイルを

受信する能力を指示する。

6.2.4.3.3 私用能力

　本パラメータは、私用値のための能力を指示する。ＤＴＡＭ－ＰＭは、本パラメータの内容を無視する。

本パラメータは、透過モードでのみ存在する。

6.2.4.4　プロトコルバージョン

　本パラメータに割当られた値はＤＴＡＭ－ＰＭによって決定される。本パラメータ値は１にセットされ

た各々のビットがＤＴＡＭ－ＰＭのサポートするＤＴＡＭプロトコルバージョンを指示する可変長ビット

列である。（ビット０はバージョン１を表現し、ビット１はバージョン２を表現する等）。アソシエーシ

ョンで使用されるバージョンは、双方のＤＴＡＭ－ＰＭが提供している最上位の番号である。双方のＤＴ

ＡＭ－ＰＭ間で共通なプロトコルバージョン番号が存在しない場合は、アソシエーションの設定ができな

い。本パラメータが欠落している時は、デフォルト値“バージョン１”が用いられる。

6.2.4.5　ＤＴＡＭ　ＱＯＳ

　ＤＴＡＭ　ＱＯＳは継続検討とする。

6.2.4.6　アカウント

　アカウントパラメータは、設定すべきＤＴＡＭアソシエーションにおいて発生した費用を課金すべきア

カウントを識別する。

（注）本パラメータの使用方法は継続検討とする。
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6.2.4.7　結　果

　ＤＩＮＱ　ＡＰＤＵが応答側ＤＴＡＭ－ＰＭに拒否された場合（すなわちＤ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ指示プ

リミティブが応答側ユーザに向けて発行されない場合）、本フィールドは応答側ＤＴＡＭ－ＰＭにより提

供される。その他の場合は、本フィールドはＤ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ応答プリミティブからの結果パラメー

タである。どちらの状態においても、本フィールドはＤ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ　ＲＥＳＰ　（ＤＩＮＲ）

ＡＰＤＵ上の結果パラメータとして現れる。本フィールドは、以下のシンボリック値の１つを持つ。

（１）受理

（２）応答側ユーザによる拒否（理由は特定せず）

（３）応答側ユーザによる拒否（プロトコルバージョンがサポートされていない）

（４）応答側ユーザによる拒否（ＤＴＡＭ　ＱＯＳがサポートされていない）

（５）応答側ユーザによる拒否（アプリケーションコンテキストネームがサポートされていない）

（６）応答側ＤＴＡＭ－ＰＭによる拒否

6.2.4.8　ユーザ情報

　これはＤ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ要求及び応答プリミティブからのユーザ情報パラメータである。これはも

し発行されるならば、Ｄ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ指示及び確認プリミティブのユーザ情報パラメータとして、

それぞれに現れる。

6.2.5　衝突と相互作用

　継続検討とする。

6.3　ＤＴＡＭアソシエーションの正常終了

6.3.1　目　的

　本手順は伝送時の情報の欠落なしに、ＡＥによりＤＴＡＭアソシエーションを正常終了するため使用さ

れる。これはＤ－ＴＥＲＭＩＮＡＴＥサービスを提供する。

6.3.2　使用するＡＰＤＵ

　正常終了手順は、Ｄ－ＴＥＲＭＩＮＡＴＥ－ＲＥＱ（ＤＴＥＱ）ＡＰＤＵとＤ－ＴＥＲＭＩＮＡＴＥ－

ＲＥＳＰ（ＤＴＥＲ）ＡＰＤＵを使用する。

6.3.2.1　ＤＴＥＱ　ＡＰＤＵ

　ＤＴＥＱ　ＡＰＤＵのフィールドを表６－６／ＪＴ－Ｔ４３３に示す。

表６－６／ＪＴ－Ｔ４３３　ＤＴＥＱ　ＡＰＤＵフィールド

　　　　　　　　　　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ.4３３）

フィールド名 存　在 ソース シンク

ユーザ情報（注） Ｕ ｒｅｑ ｉｎｄ

　（注）本パラメータは透過モードには適用しない。
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6.3.2.2　ＤＴＥＲ　ＡＰＤＵ

　ＤＴＥＲ　ＡＰＤＵのフィールドを表６－７／ＪＴ－Ｔ４３３に示す。

表６－７／ＪＴ－Ｔ４３３　ＤＴＥＲ　ＡＰＤＵフィールド

　　　　　　　　　　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ.4３３）

フィールド名 存　在 ソース シンク

課    金  （注）

ユーザ情報（注）

Ｕ

Ｕ

ｒｓｐ

ｒｓｐ

ｃｎｆ

ｃｎｆ

　（注）本パラメータは透過モードには適用しない。

6.3.3　正常終了手順

6.3.3.1　正常終了手順のＡＣＳＥサービスへのマッピング（ノーマルモード）

　本手順は以下のイベントにより起動される。

（１）リクエスタからのＤ－ＴＥＲＭＩＮＡＴＥ要求プリミティブ

（２）Ａ－ＲＥＬＥＡＳＥ指示プリミティブのユーザデータとしてＤＴＥＱ　ＡＰＤＵ

（３）レスポンダからのＤ－ＴＥＲＭＩＮＡＴＥ応答プリミティブ

（４）Ａ－ＲＥＬＥＡＳＥ確認プリミティブのユーザデータとしてのＤＴＥＲ　ＡＰＤＵ

6.3.3.1.1　Ｄ－ＴＥＲＭＩＮＡＴＥ要求プリミティブ

（１）Ｄ－ＴＥＲＭＩＮＡＴＥ要求プリミティブを受信した時、ＤＴＡＭ－ＰＭは、Ｄ－ＴＥＲＭＩＮＡ

ＴＥ要求プリミティブのパラメータを使用し、Ａ－ＲＥＬＥＡＳＥ要求プリミティブのユーザデータ

としてＤＴＥＱ　ＡＰＤＵを送信する。

　　（注）リクエスタがＤ－ＴＥＲＭＩＮＡＴＥ要求プリミティブを発行するためにはアソシエーション

（プレゼンテーションとセッション）の要求条件を満たすことが必要である。

（２）要求側のＤＴＡＭ－ＰＭはアソシエーションサービス提供者からのプリミティブを待つ。この間、

リクエスタからはＤ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ要求プリミティブ以外のプリミティブは受け付けない。

6.3.3.1.2　ＤＴＥＱ　ＡＰＤＵ

　応答側ＤＴＡＭ－ＰＭがＡ－ＲＥＬＥＡＳＥ指示プリミティブのユーザデータとしてのＤＴＥＱ　ＡＰ

ＤＵを受信した時、Ｄ－ＴＥＲＭＩＮＡＴＥ指示プリミティブをレスポンダに発行する。

6.3.3.1.3　Ｄ－ＴＥＲＭＩＮＡＴＥ応答プリミティブ

　応答側ＤＴＡＭ－ＰＭは、Ｄ－ＴＥＲＭＩＮＡＴＥ応答プリミティブのパラメータからＤＴＥＲ　ＡＰ

ＤＵを得る。ＤＴＥＲ　ＡＰＤＵはＡ－ＲＥＬＥＡＳＥ応答プリミティブのユーザデータとして送信され

る。Ａ－ＲＥＬＥＡＳＥ応答プリミティブの結果パラメータは“肯定”の値を持つ。

（注）レスポンダはネゴシエーション解放セッション機能単位が選択された場合のみ、ＤＴＡＭアソシエ

ーションの終了要求を拒否できる。この機能単位の使用は継続検討とする。
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6.3.3.1.4　ＤＴＥＲ　ＡＰＤＵ

　要求側ＤＴＡＭ－ＰＭは、相手からＤＴＥＲ　ＡＰＤＵを含むＡ－ＲＥＬＥＡＳＥ確認プリミティブを

受信する。Ａ－ＲＥＬＥＡＳＥ確認プリミティブの結果パラメータは、レスポンダがＤＴＡＭアソシエー

ションが終了されることに同意することを示す。要求ＤＴＡＭ－ＰＭはＤＴＥＲ　ＡＰＤＵからＤ－ＴＥ

ＲＭＩＮＡＴＥ確認プリミティブを形成する。

6.3.3.2　正常終了のＲＴＳＥサービスへのマッピング（ノーマルモード）

　本手順は以下のイベントにより起動される。

（１）リクエスタからのＤ－ＴＥＲＭＩＮＡＴＥ要求プリミティブ

（２）ＲＴ－ＣＬＯＳＥ指示プリミティブ中のユーザデータとしてのＤＴＥＱ　ＡＰＤＵ

（３）レスポンダからのＤ－ＴＥＲＭＩＮＡＴＥ応答プリミティブ

（４）ＲＴ－ＣＬＯＳＥ確認プリミティブ中のユーザデータとしてのＤＴＥＲ　ＡＰＤＵ

6.3.3.2.1　Ｄ－ＴＥＲＭＩＮＡＴＥ要求プリミティブ

（１）Ｄ－ＴＥＲＭＩＮＡＴＥ要求プリミティブを受信した時、ＤＴＡＭ－ＰＭはＤ－ＴＥＲＭＩＮＡＴ

Ｅ要求プリミティブのパラメータを使用するＲＴ－ＣＬＯＳＥ要求プリミティブのユーザデータとしての

ＤＴＥＱ　ＡＰＤＵを送信する。

（注）ＲＴＳＥの要求条件を満たす為に、リクエスタが、イニシエータとなることが必要とされる。

（２）要求側ＤＴＡＭ－ＰＭはＲＴＳＥサービス提供者からのプリミティブを待つ。この間、リクエスタ

からはＤ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ要求プリミティブ以外のプリミティブは受け付けない。

6.3.3.2.2　ＤＴＥＱ　ＡＰＤＵ

　応答側ＤＴＡＭ－ＰＭがＲＴ－ＣＬＯＳＥ指示プリミティブのユーザデータとしてのＤＴＥＱ　ＡＰＤ

Ｕを受信した時、Ｄ－ＴＥＲＭＩＮＡＴＥ指示プリミティブをレスポンダに発行する。

6.3.3.2.3　Ｄ－ＴＥＲＭＩＮＡＴＥ応答プリミティブ

　応答側ＤＴＡＭ－ＰＭは、（Ｄ－ＴＥＲＭＩＮＡＴＥ）応答プリミティブのパラメータからＤＴＥＲ

ＡＰＤＵを形成する。ＤＴＥＲ　ＡＰＤＵはＲＴ―ＣＬＯＳＥ応答プリミティブのユーザデータとして送

信される。

6.3.3.2.4　ＤＴＥＲ　ＡＰＤＵ

　要求側ＤＴＡＭ－ＰＭは、相手からＤＴＥＲ　ＡＰＤＵを含むＲＴ－ＣＬＯＳＥ確認プリミティブを受

信する。ＲＴ－ＣＬＯＳＥ確認の結果パラメータは、応答側がＤＴＡＭアソシエーションの終了に同意し

たことを示す。要求側ＤＴＡＭ－ＰＭはＤＴＥＲ　ＡＰＤＵからＤ－ＴＥＲＭＩＮＡＴＥ確認プリミティ

ブを形成する。

6.3.3.3　正常終了のセッションサービスへのマッピング（透過モード）

　本手順は以下のイベントにより起動される。

（１）リクエスタからのＤ―ＴＥＲＭＩＮＡＴＥ要求プリミティブ

（２）ＤＴＥＱ　ＡＰＤＵのないＳ―ＲＥＬＥＡＳＥ指示プリミティブ

（３）レスポンダからのＤ―ＴＥＲＭＩＮＡＴＥ応答プリミティブ

（４）ＤＴＥＲ　ＡＰＤＵのないＳ―ＲＥＬＥＡＳＥ確認プリミティブ
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6.3.3.3.1　Ｄ―ＴＥＲＭＩＮＡＴＥ要求プリミティブ

（１）Ｄ―ＴＥＲＭＩＮＡＴＥ要求プリミティブを受信した時、ＤＴＡＭ―ＰＭはＳＳユーザデータなし

のＳ―ＲＥＬＥＡＳＥ要求プリミティブを発行する。

　　（注）リクエスタがＤ―ＴＥＲＭＩＮＡＴＥ要求プリミティブを発行するためにはアソシエーション

（プレゼンテーションとセッション）の要求条件を満たすことが必要である。

（２）要求側ＤＴＡＭ―ＰＭはセッションサービス提供者からのプリミティブを待つ。この間リクエスタ

からはＤ―Ｕ―ＡＢＯＲＴ要求プリミティブ以外のプリミティブは受付ない。

6.3.3.3.2　暗黙のＤＴＥＱ　ＡＰＤＵ

　応答側ＤＴＡＭ―ＰＭがＳ―ＲＥＬＥＡＳＥ指示プリミティブを受信した時、パラメータなしのＤ―Ｔ

ＥＲＭＩＮＡＴＥ指示プリミティブをレスポンダに発行する。

6.3.3.3.3　Ｄ―ＴＥＲＭＩＮＡＴＥ応答プリミティブ

　応答側ＤＴＡＭ―ＰＭは、Ｄ―ＴＥＲＭＩＮＡＴＥ応答プリミティブのパラメータからＳ―ＲＥＬＥＡ

ＳＥ応答を形成する。Ｓ―ＲＥＬＥＡＳＥ応答の結果パラメータは、“肯定”の値を持つ。

6.3.3.3.4　暗黙のＤＴＥＲ　ＡＰＤＵ

　要求側ＤＴＡＭ―ＰＭは、相手からＤＴＥＲ　ＡＰＤＵを含まないＳ―ＲＥＬＥＡＳＥ確認プリミティ

ブを受信する。Ｓ―ＲＥＬＥＡＳＥ確認の結果パラメータは、常に“肯定”を示す。要求側ＤＴＡＭ―Ｐ

ＭはＳ―ＲＥＬＥＡＳＥ確認プリミティブからＤ―ＴＥＲＭＩＮＡＴＥ確認プリミティブを形成し、リク

エスタにパラメータなしで発行する。

6.3.4　ＤＴＥＱ　ＡＰＤＵのフィールドの使用

　使用されるＤＴＥＱ　ＡＰＤＵフィールドを以下に示す。

6.3.4.1　ユーザ情報

　これは、Ｄ－ＴＥＲＭＩＮＡＴＥ要求プリミティブのユーザ情報パラメータである。これは、Ｄ－ＴＥ

ＲＭＩＮＡＴＥ指示プリミティブのユーザ情報パラメータとして現れる。

6.3.5　ＤＴＥＲ　ＡＰＤＵのフィールドの使用

　使用されるＤＴＥＲ　ＡＰＤＵフィールドを以下に示す。

6.3.5.1　課　金

　課金パラメータは、解放されたＤＴＡＭアソシエーション継続中のアカウントに対するコストの情報を

運ぶ。本パラメータの値は継続検討とする。課金パラメータは、ＤＴＡＭアソシエーションの開始時にア

カウントパラメータが存在した場合のみ、ＤＴＡＭアソシエーションの終了時に存在する。課金が０の場

合には課金を返すことは必須ではない。

6.3.5.2　ユーザ情報

　これは、Ｄ－ＴＥＲＭＩＮＡＴＥ応答プリミティブのユーザ情報パラメータである。これは、Ｄ－ＴＥ

ＲＭＩＮＡＴＥ確認プリミティブのユ－ザ情報パラメ－タとして現れる。
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6.3.6　衝突と相互作用

6.3.6.1　Ｄ－ＴＥＲＭＩＮＡＴＥサービス

　Ｄ―ＴＥＲＭＩＮＡＴＥサービスの衝突は、そのアソシエーションによりセッショントークンが選択さ

れている場合（例えばＲＴＳＥが使われている）は発生しない。利用可能なセッショントークンのすべて

を保持するＡＥのみがＤ―ＴＥＲＭＩＮＡＴＥ要求プリミティブを発行することができる。利用可能なト

ークンがない場合ＤＴＡＭアソシエーションを終了させるための両方のＡＥからの要求によって起きる重

複はセッションサービス規則により制御される。Ａ－ＲＥＬＥＡＳＥサービスまたはＳ－ＲＥＬＥＡＳＥ

セッションサービスの衝突に関してアソシエーション起動側が有効となる。ＤＴＡＭアソシエーションは、

終了される。

6.3.6.2　Ｄ－Ｕ－ＡＢＯＲＴサービス、ＤＡＢ　ＡＰＤＵまたはＡ（またはＲＴまたはＳ）－Ｐ－ＡＢＯ

ＲＴサービス

　ＤＴＡＭ－ＰＭがＤ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ要求プリミティブ、ＤＡＢ　ＡＰＤＵ（Ａ（またはＲＴまたは

Ｓ）－Ｕ－ＡＢＯＲＴ指示プリミティブのユーザデータとしての）またはＡ（またはＲＴまたはＳ）－Ｐ

－ＡＢＯＲＴ指示プリミティブを受信した場合は、ＤＴＡＭアソシエーションの正常終了手順を中止し、

異常終了手順に入る。

6.4　ＤＴＡＭアソシエーションの異常終了

6.4.1　目　的

6.4.1.1　異常終了の提供

　異常終了は両方のＤＴＡＭユーザのリクエスタ、両方のＤＴＡＭ－ＰＭ、ＲＴＳＥサービス提供者ＡＣ

ＳＥサ－ビス提供者またはセッションサービス提供者により、ＤＴＡＭアソシエーションを強制終了する

ためいつでも使用することができる。これは、Ｄ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ、Ｄ－Ｐ－ＡＢＯＲＴ、ＲＴ－Ｕ－Ａ

ＢＯＲＴ、ＲＴ－Ｐ－ＡＢＯＲＴ、Ａ－ＡＢＯＲＴ、Ａ－Ｐ－ＡＢＯＲＴ、Ｓ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ及びＳ－

Ｐ－ＡＢＯＲＴサービスを提供する。

6.4.1.2　異常終了の手順

　異常終了は次の３つの手順を提供する。

（１）ユーザ強制終了手順

本手順は、以下に示す順に従った受信されたイベント及びＤＴＡＭ－ＰＭの動作で規定される。

　（ａ）Ｄ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ要求プリミティブの受信

　（ｂ）Ａ－ＡＢＯＲＴ要求プリミティブ、またはＲＴ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ要求プリミティブのユーザデー

タとしてのＤ－ＡＢＯＲＴ（ＤＡＢ）ＡＰＤＵの送信（ノーマルモード）、

またはユーザデータを含まないＳ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ要求プリミティブの発行（透過モード）

　（ｃ）ＤＴＡＭアソシエーションの終了

（２）アソシエーション提供者強制終了手順

　本手順は、以下に示す順に従った受信されたイベント及びＤＴＡＭ－ＰＭの動作で規定される。

　（ａ）Ａ－Ｐ－ＡＢＯＲＴ指示プリミティブ、またはＲＴ－Ｐ－ＡＢＯＲＴ指示プリミティブの受信

（ノーマルモード）、

またはＳ－Ｐ－ＡＢＯＲＴ指示プリミティブの受信（透過モード）

　（ｂ）Ｄ－Ｐ－ＡＢＯＲＴ指示プリミティブの発行

　（ｃ）ＤＴＡＭアソシエーションの終了
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（３）ＤＴＡＭ提供者強制終了手順

　本手順は、以下に示す順に従った検出されたイベント及びＤＴＡＭ－ＰＭの動作で規定される。

　（ａ）ＤＴＡＭ－ＰＭにおける重大なエラ－状態の検出

　（ｂ）Ａ－ＡＢＯＲＴ、またはＲＴ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ要求プリミティブのユーザデ－タとしてのＤ－Ａ

ＢＯＲＴ（ＤＡＢ）ＡＰＤＵの送信とＤ－Ｐ－ＡＢＯＲＴ指示プリミティブの発行（ノーマルモ

ード）、

またはＳ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ要求プリミティブとＤ－Ｐ－ＡＢＯＲＴ指示プリミティブの発行（透

過モード）

6.4.2　使用するＡＰＤＵ

　異常終了はＤ－ＡＢＯＲＴ（ＤＡＢ）ＡＰＤＵを使用する。

6.4.2.1　ＤＡＢ　ＡＰＤＵ

　ＤＡＢ　ＡＰＤＵのフィールドを表６－８／ＪＴ－Ｔ４３３に示す。

表６－８／ＪＴ－Ｔ４３３　ＤＡＢ　ＡＰＤＵフィールド

　　　　　　　　　　　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ.4３３）

フィールド名 存在 ソース シンク

強制終了ソース（注） Ｍ ｓｐ ｓｐ

強制終了理由（注） Ｕ ｓｐ ｓｐ

リフレクトパラメータ

（注）

Ｕ ｓｐ ｓｐ

ユーザ情報（注） Ｕ ｒｅｑ ｉｎｄ

　　　　　　（注）本パラメータは透過モードには適用しない。

6.4.3　異常終了手順

6.4.3.1　異常終了手順のＡＣＳＥサービスへのマッピング（ノーマルモード）

6.4.3.1.1　Ｄ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ要求プリミティブ

　Ｄ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ要求プリミティブを受信した時、ＤＴＡＭ－ＰＭはＡ－ＡＢＯＲＴ要求プリミティ

ブのユーザデータとしてＤ－ＡＢＯＲＴ（ＤＡＢ）ＡＰＤＵを送信する。ＤＡＢ　ＡＰＤＵの“強制終了

ソース”フィールドは“リクエスタ”と指定される。もしユーザ情報パラメータがＤ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ要

求プリミティブに含まれていたら、それはＤＡＢ　ＡＰＤＵにも含まれる。ＤＴＡＭアソシエーションは

終了される。

6.4.3.1.2　ＤＡＢ　ＡＰＤＵ

　ＤＴＡＭ－ＰＭがＡ－ＡＢＯＲＴ指示プリミティブを受信した時、ユーザ情報パラメータはＤＡＢ　Ａ

ＰＤＵを含む。ＤＴＡＭ－ＰＭはＤＡＢ　ＡＰＤＵの強制終了ソースフィールドが“リクエスタ”であっ

た場合Ｄ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ指示プリミティブを発行する。もしユーザ情報フィールドがＤＡＢ　ＡＰＤＵ

にあったなら、それはＤ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ指示プリミティブに含まれる。ＤＴＡＭアソシエーションは終

了される。
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6.4.3.1.3　Ａ－Ｐ－ＡＢＯＲＴ指示プリミティブ

（１）ＤＴＡＭ－ＰＭがＡ－Ｐ－ＡＢＯＲＴ指示プリミティブを受信した時、ＤＴＡＭ－ＰＭはＤ－Ｐ－

ＡＢＯＲＴ指示プリミティブをＤＴＡＭユーザに発行する。ＤＴＡＭアソシエーションは終了される。

（２）アソシエーション提供者強制終了はＡ－Ｐ－ＡＢＯＲＴ指示プリミティブによって両方のＤＴＡＭ

－ＰＭに指示され、いつでも発生する。このようなイベントのあと、高信頼転送モード２が選択され

ていた時、アソシエーションを設定したＤＴＡＭ－ＰＭは、アソシエーション回復手順を開始する。

（注）アソシエーション回復手順は継続検討とする。

（３）もしアソシエーション提供者強制終了手順が転送手順の間に実行されたら、要求側ＤＴＡＭ－ＰＭ

はアソシエーション回復手順完了後に転送再開手順を開始する。もしアソシエーション回復手順が完

了しなかった場合、要求側ＤＴＡＭ－ＰＭは、転送エラー手順と提供者強制終了手順を実行する。

6.4.3.1.4　ＤＴＡＭ－ＰＭによるエラー検出

（１）ＤＴＡＭ－ＰＭが重大なエラー状態を検出した時、ＤＴＡＭ提供者強制終了手順を実行する。

（２）ＤＴＡＭ提供者強制終了手順はＡ－ＡＢＯＲＴ要求プリミティブのユーザデータとしてのＤＡＢ

ＡＰＤＵ送信及びＤ－Ｐ－ＡＢＯＲＴ指示プリミティブの発行により実行される。ＤＡＢ　ＡＰＤＵ

の“強制終了ソース”フィールドは“ＤＴＡＭサービス提供者”と指示され、相手のＤＴＡＭ－ＰＭ

に重大なエラー状況を通知するためにＤＡＢ　ＡＰＤＵの付加パラメータが指示される。

（３）アソシエーション回復手順（6.6.8 節参照）は継続検討とする。

6.4.3.2　異常終了手順のＲＴＳＥサービスへのマッピング（ノーマルモード）

6.4.3.2.1　Ｄ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ要求プリミティブ

　Ｄ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ要求プリミティブを受信した時、ＤＴＡＭ－ＰＭはユ－ザデ－タとしてのＤＡＢ

ＡＰＤＵを含まないＲＴ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ要求プリミティブを発行する。ＤＴＡＭアソシエーションは終

了される。

6.4.3.2.2　暗黙のＤＡＢ　ＡＰＤＵ

　ＤＴＡＭ－ＰＭがＲＴ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ指示プリミティブを受信した時、ＤＴＡＭ－ＰＭはＤ－Ｕ－Ａ

ＢＯＲＴ指示プリミティブを発行する。ＤＴＡＭアソシエーションは終了される。

6.4.3.2.3　ＲＴ－Ｐ－ＡＢＯＲＴ指示プリミティブ

（１）ＤＴＡＭ－ＰＭがＲＴ－Ｐ－ＡＢＯＲＴ指示プリミティブを受信した時、ＤＴＡＭ－ＰＭはＤＴＡ

ＭユーザにＤ－Ｐ－ＡＢＯＲＴ指示プリミティブを発行する。ＤＴＡＭアソシエーションは終了され

る。

（２）高信頼転送提供者強制終了はＲＴ－Ｐ－ＡＢＯＲＴ指示プリミティブによって両方のＤＴＡＭ－Ｐ

Ｍに指示され、いつでも発生する。

6.4.3.2.4　ＤＴＡＭ－ＰＭによるエラー検出

（１）ＤＴＡＭ－ＰＭが重大なエラー状態を検出した時、ＤＴＡＭ提供者強制終了手順を実行する。

（２）ＤＴＡＭ提供者強制終了手順は、ユーザデータとしてのＤＡＢ　ＡＰＤＵなしのＲＴ－Ｕ－ＡＢＯ

ＲＴ要求プリミティブの発行により実行される。ＤＴＡＭ－ＰＭは併せてサービスユーザに対しても

Ｄ－Ｐ－ＡＢＯＲＴ指示プリミティブを発行する。ＤＴＡＭアソシエーションは終了される。
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6.4.3.3　異常終了手順のセッションサービスへのマッピング（透過モード）

6.4.3.3.1　Ｄ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ要求プリミティブ

　Ｄ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ要求プリミティブを受信した時、ＤＴＡＭ－ＰＭはユーザデータとしてのＤＡＢ

ＡＰＤＵなしのＳ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ要求プリミティブを発行する。Ｓ－Ｕ－ＡＢＯＲＴサービスの使用は

“ローカル端末エラー”として解釈される。ＤＴＡＭアソシエーションは終了される。

6.4.3.3.2　暗黙のＤＡＢ　ＡＰＤＵ

　ＤＴＡＭ－ＰＭがＳ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ指示プリミティブを受信した時、ＤＴＡＭ－ＰＭはＤ－Ｕ－ＡＢ

ＯＲＴ指示プリミティブを発行する。ＤＴＡＭアソシエ－ションは終了される。

6.4.3.3.3　Ｓ－Ｐ－ＡＢＯＲＴ指示プリミティブ

　ＤＴＡＭ－ＰＭがＳ－Ｐ－ＡＢＯＲＴ指示プリミティブを受信した時、ＤＴＡＭ－ＰＭはＤＴＡＭユー

ザにＤ－Ｐ－ＡＢＯＲＴ指示プリミティブを発行する。ＤＴＡＭアソシエーションは終了される。

6.4.3.3.4　プロトコルエラー

　ＤＴＡＭ－ＰＭが予期しないＡＰＤＵなどの無効状態を検出した時、ユーザデータとしてのＤＡＢ　Ａ

ＰＤＵなしのＳ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ要求プリミティブを発行する。ＤＴＡＭ―ＰＭは併せてサービスユーザ

に対してもＤ―Ｐ―ＡＢＯＲＴ指示プリミティブも発行する。ＤＴＡＭアソシエーションは終了される。

6.4.4　ＡＢＯＲＴ　ＡＰＤＵフィールドの使用

　使用されるＡＢＯＲＴ　ＡＰＤＵフィールドを以下に示す。

6.4.4.1　強制終了ソース

　これは要求側ＤＴＡＭ－ＰＭにより供給される。本フィールドは以下のシンボル値の１つをとることが

できる。

（１）ＤＴＡＭサービス提供者

（２）リクエスタ

6.4.4.2　強制終了理由

　本フィールドは以下の値の１つを含む。

（１）ローカルシステム問題

（２）無効パラメータ

　　無効パラメータがリフレクトパラメータフィールドで指定されている。

（３）未確認アクティビティ

（４）一時的問題

ローカルルールで決められた時間の間はアソシエーション回復を行なうべきではない。

（５）プロトコルエラー

ＤＴＡＭ－ＰＭのプロトコルエラー

（６）恒久的エラー

　　この値はノーマルモードのＤＴＡＭ提供者強制終了手順だけで使用される。

（７）伝送終了

　　応答側ＤＴＡＭ－ＰＭはすでに完了した伝送を破棄することはできない。
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6.4.4.3　リフレクトパラメータ

　リフレクトパラメータフィールドは、強制終了ＤＴＡＭ－ＰＭによりアソシエーション強制終了以前に

使用されたサービスから受信したプリミティブにおいて無効パラメータとみなされたパラメータを識別す

るビット列である。ビット列中のビット順序はＩＴＵ―Ｔ勧告Ｘ.2１７とＸ.2１６のサービスパラメータ

の表のパラメータ順序と同じである。（すなわちビット１は第１パラメータを表す）

6.4.4.4　ユーザ情報

　これは、Ｄ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ要求プリミティブからの情報パラメータである。これは、Ｄ－Ｕ－ＡＢＯ

ＲＴ指示プリミティブのユーザ情報パラメータとして現れる。

6.4.5　衝突と相互作用

　異常終了手順はＤＴＡＭアソシエーションが設定されている間や設定中や正常終了のいつでも使用でき

る。本手順は現在動作中の他の全ての手順を中断させる。Ａ－Ｐ－ＡＢＯＲＴまたはＲＴ―Ｐ―ＡＢＯＲ

Ｔ指示プリミティブは、Ｄ－Ｕ－ＡＢＯＲＴサービスのユーザ情報を欠落させてもＤ－Ｕ－ＡＢＯＲＴの

交換を中断することができる。ＤＡＢＡＰＤＵの衝突はＡ－Ｐ－ＡＢＯＲＴまたはＲＴ―Ｕ―ＡＢＯＲＴ

サービスにより管理される。

6.5　能　力

6.5.1　目　的

　Ｄ－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹサービスを提供することを目的とする。

6.5.2　使用するＡＰＤＵ

　ＤＴＡＭ能力手順はＤ－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹ－ＲＥＱ(DCPQ)とＤ－ＣＡＰＡＢＩＩＴ

Ｙ－ＲＥＳＰ(DCPR)のＡＰＤＵを使用する。

6.5.2.1　ＤＣＰＱ　ＡＰＤＵ

　ノーマルモードと透過モード各々のＤＣＰＱ　ＡＰＤＵのフィールドを表６－９／ＪＴ－Ｔ４３３と表

６－１０／ＪＴ－Ｔ４３３に示す。
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表６－９／ＪＴ－Ｔ４３３　　ノーマルモードのＤＣＰＱ　ＡＰＤＵフィールド

　　　　　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ．４３３）

フィールド名 存在 ソース シンク

アプリケーション能力

  ＯＤＡアプリケーション能力

    ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ

    非基本構造特性

    非基本ドキュメント特性

    ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾅﾙｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ

  ファイル転送能力

    ＢＦＴ能力

    透過データ能力

ユーザ情報

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

ｒｅｑ

ｒｅｑ

ｒｅｑ

ｒｅｑ

ｒｅｑ

ｒｅｑ

ｒｅｑ

ｉｎｄ

ｉｎｄ

ｉｎｄ

ｉｎｄ

ｉｎｄ

ｉｎｄ

ｉｎｄ

表６－１０／ＪＴ－Ｔ４３３　　透過モードのＤＣＰＱ　ＡＰＤＵフィールド

　　　　　　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ．４３３）

フィールド名 存　在 ソース シンク

アプリケーション能力

  ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ

  非基本構造特性

  非基本ドキュメント特性

  ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾅﾙｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

ｒｅｑ

ｒｅｑ

ｒｅｑ

ｒｅｑ

ｉｎｄ

ｉｎｄ

ｉｎｄ

ｉｎｄ

6.5.2.2　ＤＣＰＲ　ＡＰＤＵ

　ノーマルモードと透過モード各々のＤＣＰＲ　ＡＰＤＵのフィールドを表６－１１／ＪＴ－Ｔ４３３と

表６－１２／ＪＴ－Ｔ４３３に示す。
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表６－１１／ＪＴ－Ｔ４３３　　ノーマルモードのＤＣＰＲ　ＡＰＤＵフィールド

　　　　　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ．４３３）

フィールド名 存　在 ソース シンク

アプリケーション能力

  ＯＤＡアプリケーション能力

    ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ

    非基本構造特性

    非基本ドキュメント特性

    ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾅﾙｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ

  ファイル転送能力

    ＢＦＴ能力

    透過データ能力

能力結果

ユーザ情報

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｍ

Ｕ

ｒｓｐ

ｒｓｐ

ｒｓｐ

ｒｓｐ

ｒｓｐ

ｒｓｐ

ｒｓｐ

ｒｓｐ

ｃｎｆ

ｃｎｆ

ｃｎｆ

ｃｎｆ

ｃｎｆ

ｃｎｆ

ｃｎｆ

ｃｎｆ

表６－１２／ＪＴ－Ｔ４３３　　透過モードのＤＣＰＲ　ＡＰＤＵフィールド

　　　　　　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ．４３３）

フィールド名 存　在 ソース シンク

アプリケーション能力

  ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ

  非基本構造特性

  非基本ドキュメント特性

  ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾅﾙｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

ｒｓｐ

ｒｓｐ

ｒｓｐ

ｒｓｐ

ｃｎｆ

ｃｎｆ

ｃｎｆ

ｃｎｆ

6.5.3 ＤＴＡＭ能力手順

6.5.3.1　ＤＴＡＭ能力手順のプレゼンテーションサービスへのマッピング（ノーマルモード）

　本手順は次のイベントによって起動する。

（１）リクエスタからのＤ－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹ要求プリミティブ

（２）Ｐ－ＣＡＰＡＢ－ＤＡＴＡ指示プリミティブにおけるユーザデータとしてのＤＣＰＱＡＰＤＵ

（３）レスポンダからのＤ－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹ応答プリミティブ

（４）Ｐ－ＣＡＰＡＢ－ＤＡＴＡ確認プリミティブ（ＤＣＰＲ　ＡＰＤＵを含むかもしれない。）

6.5.3.1.1　Ｄ－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹ要求プリミティブ

（１）要求側ＤＴＡＭ－ＰＭはＤ－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹ要求プリミティブのパラメータの値からＤＣＰ

Ｑ　ＡＰＤＵを形成する。これによりＰ－ＣＡＰＡＢ－ＤＡＴＡ要求プリミティブを発行する。Ｐ－

ＣＡＰＡＢ－ＤＡＴＡ要求プリミティブのユーザデータパラメータはＤＣＰＱ　ＡＰＤＵを含む。

（２）要求側ＤＴＡＭ－ＰＭはプレゼンテーションサービス提供者からのプリミティブを待つが、要求側

からはＤ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ要求プリミティブ以外のどのようなプリミティブも受付けない。
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6.5.3.1.2　ＤＣＰＱ　ＡＰＤＵ

（１）応答側ＤＴＡＭ－ＰＭはＰ－ＣＡＰＡＢ－ＤＡＴＡ指示プリミティブにおけるユーザデータとして、

相手からのＤＣＰＱＡＰＤＵを受信する。

（２）ＤＣＰＱ　ＡＰＤＵは常に応答側ＤＴＡＭ－ＰＭで受信可能であるために、応答側ＤＴＡＭ－ＰＭ

は応答側へＤ－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹ指示プリミティブを発行する。Ｄ－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹ指示

プリミティブパラメータはＤＣＰＱ　ＡＰＤＵにより生成される。ＤＴＡＭ－ＰＭは応答側からのＤ

－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹ応答プリミティブを待つが、これ以外のＤ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ要求プリミティ

ブを除くいかなるプリミティブも受付けない。

6.5.3.1.3　Ｄ－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹ　応答プリミティブ

（１）ＤＴＡＭ－ＰＭがＤ－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹ応答プリミティブを受信したとき、結果パラメータは

応答側が要求されたＤＴＡＭ能力を受付けたか拒否したかを指定する。ＤＴＡＭ－ＰＭは、Ｄ－ＣＡ

ＰＡＢＩＬＩＴＹ応答プリミティブパラメータを使用してＤＣＰＲ　ＡＰＤＵを形成する。ＤＣＰＲ

ＡＰＤＵはＰ－ＣＡＰＡＢ－ＤＡＴＡ応答プリミティブのユーザデータパラメータとして送られる。

（２）応答側がＤＴＡＭ能力要求を受付けた場合は、送出するＤＣＰＲ　ＡＰＤＵの能力結果フィールド

はまた、適切な受諾値を指定する。これにより、ＤＴＡＭ能力はインボークされる。

（３）応答側がＤＴＡＭ能力要求を拒否した場合は、送出するＤＣＰＲ　ＡＰＤＵの能力結果フィールド

は適切な拒否値を含む。

　ＤＴＡＭ能力は設定されない。

6.5.3.1.4　Ｐ－ＣＡＰＡＢ－ＤＡＴＡ確認プリミティブ

（１）要求側ＤＴＡＭ－ＰＭはＰ－ＣＡＰＡＢ－ＤＡＴＡ確認プリミティブを受信する。

次の状況が可能である。

(a)ＤＴＡＭ能力が受付けられた、または

(b)要求側が要求したＤＴＡＭ能力を応答側が拒否した。

（２）ＤＴＡＭ能力が受付けられた場合は、ＤＣＰＲ　ＡＰＤＵの能力結果フィールドは適切な受諾値を

指定する。要求側ＤＴＡＭ－ＰＭはＤＣＰＲ　ＡＰＤＵからのパラメータに基いてＤ－ＣＡＰＡＢＩ

ＬＩＴＹ確認プリミティブを要求側へ発行する。

　Ｄ－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹ確認プリミティブの能力結果パラメータは適切な受諾値を指定する。こ

れにより、ＤＴＡＭ能力はインボークされる。要求側ＤＴＡＭユーザは、ドキュメントの能力を応答

側の能力以下とする責任がある。

（３）ＤＴＡＭ能力が応答側によって拒否された場合は、Ｐ－ＣＡＰＡＢ－ＤＡＴＡ確認プリミティブに

おけるＤＣＰＲ　ＡＰＤＵの能力結果フィールドが拒否の理由を示す。要求側ＤＴＡＭ－ＰＭはＤＣ

ＰＲ　ＡＰＤＵからのパラメータに基いてＤ－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹ確認プリミティブを要求側へ発

行する。Ｄ－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹ確認プリミティブの能力結果パラメータは適切な拒否値を含む。

　ＤＴＡＭ能力は設定されない。

6.5.3.2　ＤＴＡＭ能力手順のセッションサービスへのマッピング（透過モード）

　本手順は次のイベントによって起動される。

（１）要求側からのＤ－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹ要求プリミティブ

（２）Ｓ－ＣＡＰＡＢ－ＤＡＴＡ指示プリミティブにおけるユーザデータとしてのＤＣＰＱ　ＡＰＤＵ

（３）応答側からのＤ－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹ応答プリミティブ

（４）Ｓ－ＣＡＰＡＢ－ＤＡＴＡ確認プリミティブ(DCPR APDU を含むかもしれない）
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6.5.3.2.1　Ｄ－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹ要求プリミティブ

（１）要求側ＤＴＡＭ－ＰＭは、Ｄ－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹ要求プリミティブのパラメータ値からＤＣＰ

Ｑ　ＡＰＤＵを形成し、Ｓ－ＣＡＰＡＢ－ＤＡＴＡ要求プリミティブを発行する。

　Ｓ－ＣＡＰＡＢ－ＤＡＴＡ要求プリミティブのユーザデータパラメータはＤＣＰＱＡＰＤＵを含む。

（２）要求側ＤＴＡＭ－ＰＭはセッションサービス提供者からのプリミティブを待つが、要求側からはＤ

－Ｕ－ＡＢＯＲＴ要求プリミティブ以外のどのようなプリミティブも受付けない。

6.5.3.2.2　ＤＣＰＱ　ＡＰＤＵ

（１）応答側ＤＴＡＭ－ＰＭはＳ－ＣＡＰＡＢ－ＤＡＴＡ指示プリミティブにおけるユーザデータとして

その相手からのＤＣＰＱ　ＡＰＤＵを受信する。

（２）Ｓ－ＣＡＰＡＢ－ＤＡＴＡ指示プリミティブとそのＤＣＰＱ　ＡＰＤＵは常に応答側ＤＴＡＭ－Ｐ

Ｍで受信可能であるため、ＤＴＡＭ－ＰＭはＤ－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹ指示プリミティブを応答側へ

発行する。Ｄ－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹ指示プリミティブパラメータはＤＣＰＱ　ＡＰＤＵにより生成

される。ＤＴＡＭ－ＰＭは応答側からのＤ－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹ応答プリミティブを待つが、応答

側からはＤ－ＡＢＯＲＴ要求プリミティブ以外のいかなるプリミティブも受付けない。

6.5.3.2.3　Ｄ－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹ応答プリミティブ

（１）ＤＴＡＭ－ＰＭがＤ－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹ応答プリミティブを受信したとき、その応答プリミテ

ィブに指定されたパラメータは応答側で利用可能なアプリケーション能力を含む。明確に能力ネゴシ

エーションの結果を発行する方法はない。ＤＴＡＭ－ＰＭは、Ｄ－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹ応答プリミ

ティブパラメータを使ってＤＣＰＲＡＤＰＵを形成し、Ｓ－ＣＡＰＡＢ　ＤＡＴＡ応答プリミティブ

におけるユーザデータパラメータとしてＤＣＰＲ　ＡＤＰＵが送出される。

（２）この方法で、ＤＴＡＭ能力は応答側で利用可能なアプリケーション能力パラメータを交換すること

によりネゴシエーションされる。

6.5.3.2.4　Ｓ－ＣＡＰＡＢ－ＤＡＴＡ確認プリミティブ

（１）要求側ＤＴＡＭ－ＰＭはＳ－ＣＡＰＡＢ－ＤＡＴＡ確認プリミティブを受信する。ＤＴＡＭ能力は

常にそのアプリケーション能力パラメータを交換することにより、ネゴシエーションされる。

（２）ＤＴＡＭ能力が受入れられた場合は、要求側ＤＴＡＭ－ＰＭは、ＤＣＰＲ　ＡＰＤＵからのパラメ

ータに基いてＤ－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹ確認プリミティブを要求側へ発行する。

　ドキュメントの伝送に使われるＤＴＡＭ能力の最終決定は要求側ＤＴＡＭ－ＰＭよりなされる。

6.5.4　ＤＣＰＱ／ＤＣＰＲ　ＡＤＰＵフィールドの使用

　ＤＣＰＱ　ＡＤＰＵ及びＤＣＰＲ　ＡＤＰＵフィールドは次のように使われる。

6.5.4.1　アプリケーション能力

　これはＤ－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹ要求／応答プリミティブからのアプリケーション能力パラメータ値で

ある。これは各々Ｄ－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹ指示／確認プリミティブのアプリケーション能力パラメータ

値として現れる。本パラメータはＯＤＡアプリケーション能力または、ファイル転送能力のサブパラメー

タより構成される。

6.5.4.1.1　ＯＤＡアプリケーション能力

　ＯＤＡアプリケーション能力は、ＯＤＡドキュメントを扱うために必要な能力を規定するサブパラメー
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タより構成される。

（１）ドキュメントアプリケーションプロファイル

　本パラメータの値はオクテットストリング又はＡＳＮ.1 オブジェクト識別子である。オクテットス

トリングは、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ.7３勧告（ドキュメントアプリケーションプロファイル　T.73)に従っ

てドキュメントアプリケーションプロファイルを指示する。ＡＳＮ.1 オブジェクト識別子は、ＩＴＵ

－Ｔ勧告Ｘ.2０８／ＩＳＯ８８２４で規定された規則に従いＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ.4１（ドュメントアプ

リケーションプロファイル）で規定された規則に従って定義されたアプリケーションプロファイルを

示さなければならない。

（２）ドキュメントアーキクテクチャクラス

　本パラメータの値は“フォーマット化”である。

（３）非基本ドキュメント特性

　本パラメータの値はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ.4１４で定義されている非基本ドキュメント特性の任意の組

合せである。

（４）非基本構造特性

　本パラメータの値はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ.4１４で定義されている非基本構造特性の任意の組合せであ

る。

（５）オペレーショナルアプリケーションプロファイル

　オペレーショナルアプリケーションプロファイルの詳細仕様は継続検討とする。

（６）付加ドキュメント特性

　本パラメータ値は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．４１４で定義される付加ドキュメント特性の任意の組み合

せである。

6.5.4.1.2　ファイル転送能力

　本パラメータは、本パラメータの送信側が受信能力として適用できるファイル転送能力を規定する。本

パラメータは、透過モードとノーマルモードで存在可能である。

6.5.4.1.3　私用能力

　6.2.4.3.3 節を見よ。

6.5.4.2　能力結果

　ＤＣＰＱ　ＡＰＤＵが応答側により拒否された場合は、本フィールドは応答側により提供され、Ｄ－Ｃ

ＡＰＡＢＩＬＩＴＹ応答プリミティブからの能力結果パラメータとなる。この状態では、これは、Ｄ－Ｃ

ＡＰＡＢＩＬＩＴＹ確認プリミティブにおける能力結果パラメータとして現れる。

　本フィールドは次の１つをとることができる。

（１）全ての要求した能力がＤＴＡＭ応答側で利用可能であることの確認（受諾）

（２）要求した能力のうちＤＴＡＭ応答側で利用可能なリスト（受諾）

（３）非基本受信能力の完全なリスト（受諾）

（４）拡張能力がＤＴＡＭ応答側で利用可能でないかまたは、要求側より要求された能力のどれも利用可

能でないことの表示（拒絶）

6.5.4.3 ユーザ情報

　これはＤ－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹ要求と応答プリミティブからのユーザ情報パラメータである。これは

もし発行されるとすれば、Ｄ－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹ指示及び確認プリミティブのユーザ情報パラメータ
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として現れる。

6.6　ドキュメントバルク転送

6.6.1　目　的

6.6.1.1　データトークン

　ドキュメントバルク転送は、ＯＤＡ並びにその他のタイプのデータを含むドキュメントをリモートＤＴ

ＡＭユーザに伝達するために使用される。ドキュメントバルク転送を要求するリクエスタは、データトー

クンを持っていなければならない。それはＤ－ＴＲＡＮＳＦＥＲサービスによって提供される。

6.6.1.2　モード

　ドキュメントバルク転送は、モードに依存する二つの異なった手順から構成される。

(1) 透過モード

　(a) 完全なドキュメントの送信のための転送手順。

　(b) 再開の目的のための部分ドキュメントの再送信に対する転送－再開手順。

本手順はＤＴＡＭユーザによって制御される。

　(c) エラーの場合にドキュメントの送信を中断する転送－中断手順。

　(d) エラーの場合にドキュメントの送信を中断し、かつ、すでに送信されたドキュメントの一部が削

　　除されるべきであることを示す転送－廃棄手順。

　透過モードにおいて、転送－中断および転送－廃棄手順は転送の失敗を示すため、ＤＴＡＭユーザにＤ

－ＴＲＡＮＳＦＥＲ指示／確認を生じる。そこでユーザは新しい転送（完全または部分ドキュメント）を

開始する責任をもつ。

　付属資料Ａの付図Ａ－１／ＪＴ－Ｔ４３３および付図Ａ－２／ＪＴ－Ｔ４３３は透過モードのプロトコ

ルシーケンスを示す。

(2) ノーマルモード

本手順ではドキュメントバルク転送を行うためにＲＴＳＥサービスが使用される。付属資料Ａの付図Ａ

－３／ＪＴ－Ｔ４３３および付図Ａ－４／ＪＴ－Ｔ４３３はノーマルモードの基本プロトコルシーケンス

を示す。

6.6.2　ＡＰＤＵの使用

6.6.2.1　ＡＰＤＵ

　本手順ではＡＰＤＵは使用されない。ドキュメント情報はＤ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ要求サービスプリミテ

ィブに相当する。Ｄ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ　ＲＥＱ　ＡＰＤＵのようなものは存在しない。

6.6.2.2　ノーマルモード

　ノーマルモードではＲＴＳＥが使用される。

6.6.2.3 透過モード

　透過モードでは基本的にドキュメントバルク転送は、ＤＴＡＭによって以下に示すように制御される。

(1) アクティビティ

　Ｄ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ要求で伝達される各ドキュメント情報は、アクティビティを構成する。各アプリ

ケーションアソシエーションに対して、最大一つのアクティビティまたは再開を待っている一つの中断ア

クティビティがいつでも存在する。



－ 31 － ＪＴ－Ｔ４３３

(2) セグメント

　ドキュメント情報は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３２の 9.6.1.1 項に定義されているように、一つまたはそれ

以上の交換データ要素から成り、一つまたはそれ以上のセグメントに分割され、再び組立てられる。各セ

グメントは、一つまたはそれ以上の交換データ要素のグループから成り、セッションデータ転送サービス

によって転送される。

(3) チェックポイント

　ドキュメント情報は、もしチェックポイントがドキュメント情報の中で使用されないならば、セッショ

ンデータ転送サービスの単一のユーザデータとして転送される。チェックポイントが使用される場合は、

ドキュメント情報は一連のセッションデータ転送サービスプリミティブとして転送される。ドキュメント

セグメント化メカニズムの一例は、図６－１／ＪＴ－Ｔ４３３に与えられる。
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　　ドキュメント情報

　　　　　　　　　　　　D-TRANSFER 要求

　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　ﾁｪｯｸﾎﾟｲﾝﾄ    　    ﾁｪｯｸﾎﾟｲﾝﾄ

　　　　　　　　 S-DATA　　　　　　 　　S-DATA　　　　　　　　　 S-DATA

　　　　　　　　　要求　　　　　　　　　　　要求　　　　　　　　　　　 要求

図６－１／ＪＴ－Ｔ４３３  透過モードのバルク転送でのドキュメント

　　　　　　　 （ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ.4３３）　セグメント化メカニズムの一例

ＩＤＥ (1) ＩＤＥ (5)ＩＤＥ (4)ＩＤＥ (3)ＩＤＥ (2)

セグメント１

DTAM ユーザ

ＩＤＥ：交換データ要素

ＩＤＥ (1) ＩＤＥ (5)ＩＤＥ (4)ＩＤＥ (3)ＩＤＥ (2)

ＩＤＥ (1) ＩＤＥ (5)ＩＤＥ (4)ＩＤＥ (3)ＩＤＥ (2)

ＩＤＥ (1) ＩＤＥ (5)ＩＤＥ (4)ＩＤＥ (3)ＩＤＥ (2)

セグメント２ セグメント３

ＤＴＡＭ－ＰＨ
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6.6.3　転送手順

　本手順は、完全なドキュメントを転送するために使用される。

6.6.3.1　転送手順のＲＴＳＥサービスへのマッピング（ノーマルモード）

　本手順は、以下のイベントによって起動される。

(1) リクエスタ（ドキュメントの送信者）からのＤ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ要求プリミティブ

(2) ＲＴ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ指示プリミティブ

(3) ＲＴ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ確認プリミティブ

　注：　一つのアソシエーションの中で、複数ドキュメントを送信する場合に、上の手順は繰り返して適

用される。

6.6.3.1.1　Ｄ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ要求プリミティブ

　要求側ＤＴＡＭ－ＰＭがデータトークンを所有し、かつリクエスタからＤ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ要求を受

信した場合には、ＲＴ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ要求プリミティブが発行され、Ｄ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ要求プリ

ミティブ内のドキュメント情報は、ＲＴ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ要求プリミティブ内のユーザーデータにマッ

ピングされる。

6.6.3.1.2 ＲＴ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ指示プリミティブ

(1) ＲＴ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ指示プリミティブは、応答側ＤＴＡＭ－ＰＭに対して完全なドキュメント

　が転送されたことを通知する。

(2) 応答側ＤＴＡＭ－ＰＭが、ドキュメント情報をすべて確認した時、Ｄ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ指示プリ

　ミティブがレスポンダに発行される。

6.6.3.1.3 ＲＴ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ確認プリミティブ

　要求側ＤＴＡＭ－ＰＭがＲＴ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ確認プリミティブを受け取ったら、Ｄ－ＴＲＡＮＳＦ

ＥＲ確認プリミティブが、ＲＴ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ確認プリミティブの結果パラメータ値と共にリクエス

タに対して発行される（肯定確認：ＡＰＤＵは転送された、否定確認：ＡＰＤＵは転送されなかった）。

6.6.3.2　転送手順のセッションサービスへのマッピング（透過モード）

　次に示す手順が（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ５０３に従った）Ｇ４ファクシミリドキュメントの転送およびフ

ァイルの転送に適用される。この交換データ要素は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ５０３ドキュメント構造との関

係にもとづいて解釈されるものである。ファイル転送の場合、ファイルのセグメント化はセグメントの長

さにより実行され、その転送手順は、交換データ要素のため以下に規定されるように、ファイルのセグメ

ントに対しては適宜に用いられなければならない。

　本手順は、以下のイベントによって起動される。

(1) リクエスタ（ドキュメントの送信者）からのＤ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ要求プリミティブ

(2) Ｓ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＳＴＡＲＴ指示プリミティブと、それに続く最後ではないＳ－ＤＡＴＡ指

　示プリミティブのユーザデータとしての一つまたはそれ以上の交換データ要素と、それに続くＳ－Ｍ

　ＩＮＯＲ－ＳＹＮＣＨＲＯＮＩＺＥ指示プリミティブ

(3) Ｓ－ＭＩＮＯＲ－ＳＹＮＣＨＲＯＮＩＺＥ確認プリミティブ

(4) Ｓ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＥＮＤ指示プリミティブ
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(5) Ｓ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＥＮＤ確認プリミティブ

　注：　一つのアソシエーションの中で、複数ドキュメントを送信する場合に、上の手順は繰り返して適

用される。

6.6.3.2.1　Ｄ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ要求プリミティブ

(1) リクエスタＤＴＡＭ－ＰＭがデータトークンを所有し、かつリクエスタからＤ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ要

求を受信するならば、抽象形式をもつＤ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ要求プリミティブのドキュメント情報は、

交換データ要素のグループ（セグメント）によってセグメント化される。セグメント化する単位（例え

ば、ページ、ブロック）はＤＴＡＭ－ＰＭの特性に依存する。次に、セグメント化された抽象形式が、

Ｓ－ＤＡＴＡのユーザデータに変換される。

(2) Ｄ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ要求に含まれるパラメータ“ドキュメント情報タイプ”は、“始まりからのド

キュメント”を示さなければならない。要求側ＤＴＡＭ－ＰＭはＳ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＳＴＡＲＴ要

求プリミティブを発行し、Ｓ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＳＴＡＲＴ要求プリミティブ発行後にはＳ－ＡＣＴ

ＩＶＩＴＹ－ＳＴＡＲＴサービスは確認型サービスではないので、直ちにＳ－ＤＡＴＡ要求プリミティ

ブの交換データ要素の最初のセグメントの送信を始めるかもしれない。すべてのデータ転送は、一つの

アクティビティの中で発生されなければならない。

(3) 転送された交換データ要素のセグメントが、これらのセグメントの並びの最後でないならば、要求側

ＤＴＡＭ－ＰＭはＳ－ＭＩＮＯＲ－ＳＹＮＣＨＲＯＮＩＺＥ要求プリミティブを発行することによって、

チェックポイントを挿入する。要求側ＤＴＡＭ－ＰＭは、“期待された明白な確認”タイプの小同期の

みを使用する。要求側ＤＴＡＭ－ＰＭは、示されたウインドゥサイズに達しなければ、Ｓ－ＤＡＴＡ要

求プリミティブとＳ－ＭＩＮＯＲ－ＳＹＮＣＨＲＯＮＩＺＥ要求プリミティブを発行してもよい。

(4) Ｓ－ＭＩＮＯＲ－ＳＹＮＣＨＲＯＮＩＺＥポイントは、交換データ要素の各セグメントの終りに位置

する。付加的な小同期点は、受信側の蓄積容量と、送信されるべきデータの累計に従って、要求するこ

とができる。この付加的な小同期点は、任意の交換データ要素の終りに位置し、要素の途中には位置し

ない。

(5) 交換データ要素のセグメントが一つのみ、または交換データ要素のセグメントの並びの最後であるな

らば、要求側ＤＴＡＭ－ＰＭは、Ｓ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＥＮＤ要求プリミティブを発行する。すべて

のデータ転送は、一つのアクティビティの中で発生されなければならない。

6.6.3.2.2　Ｓ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＳＴＡＲＴ指示プリミティブ、Ｓ－ＤＡＴＡ　ＰＤＵ、及び

　　　　　Ｓ－ＭＩＮＯＲ－ＳＹＮＣＨＲＯＮＩＺＥ指示プリミティブ

　応答側ＤＴＡＭ－ＰＭは、ドキュメント情報の転送を指示するＳ－ＭＩＮＯＲ－ＳＹＮＣＨＲＯＮＩＺ

Ｅ指示プリミティブを受信する。応答側ＤＴＡＭ－ＰＭは、まずＳ－ＭＩＮＯＲ－ＳＹＮＣＨＲＯＮＩＺ

Ｅ指示プリミティブを受信する。そして応答側ＤＴＡＭ－ＰＭは、交換データ要素のセグメントを確認し

たら、Ｓ－ＭＩＮＯＲ－ＳＹＮＣＨＲＯＮＩＺＥ応答プリミティブを発行する。

6.6.3.2.3　Ｓ－ＭＩＮＯＲ－ＳＹＮＣＨＲＯＮＩＺＥ確認プリミティブ

(1) 要求側ＤＴＡＭ－ＰＭは、Ｓ－ＭＩＮＯＲ－ＳＹＮＣＨＲＯＮＩＺＥ確認プリミティブを受信したと

き、応答側ＤＴＡＭ－ＰＭが、その点までの交換データ要素のセグメントを受取ったとする。

(2) 要求側ＤＴＡＭ－ＰＭは、示されたウインドゥサイズに達していなければ、さらにＳ－ＤＡＴＡ要求

プリミティブ、およびＳ－ＭＩＮＯＲ－ＳＹＮＣＨＲＯＮＩＺＥ要求プリミティブを発行してもよい。
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ウインドゥはＳ－ＭＩＮＯＲ－ＳＹＮＣＨＲＯＮＩＺＥ確認プリミティブが、要求側ＤＴＡＭ－ＰＭで

受信された時、次に進められる。

(3) ドキュメント情報をすべて、送信し終ったとき、要求側ＤＴＡＭ－ＰＭは、Ｓ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－

ＥＮＤ要求プリミティブを発行する。

6.6.3.2.4　Ｓ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＥＮＤ指示プリミティブ

(1) Ｓ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＥＮＤ指示プリミティブは、ドキュメント情報をすべて送信したことを、応

答側ＤＴＡＭ－ＰＭに対して指示する。

(2) 応答側ＤＴＡＭ－ＰＭが、ドキュメント情報をすべて確認したとき、レスポンダに対して、Ｄ－ＴＲ

ＡＮＳＦＥＲ指示プリミティブを発行し、そしてＳ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＥＮＤ応答プリミティブを発

行する。

6.6.3.2.5　Ｓ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＥＮＤ確認プリミティブ

(1) アクティビティ終了は、暗黙の大同期点であり、一旦Ｓ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＥＮＤ確認プリミティ

ブの手段により確認されたら、それはドキュメント情報が、応答側ＤＴＡＭ－ＰＭによって確認された

ことを要求側ＤＴＡＭ－ＰＭに示している。要求側ＤＴＡＭ－ＰＭはその後、転送されたドキュメント

情報を削除してもよい。

(2) 要求側ＤＴＡＭ－ＰＭが、Ｓ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＥＮＤ確認プリミティブを受信したとき、リクエ

スタに対して、“ドキュメント情報転送済”の結果パラメータ値をもつＤ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ確認プリ

ミティブを発行する。

6.6.4　転送－再開手順

6.6.4.1

　本手順は、直前の送信で転送されていないドキュメントの部分の転送を再開する際に使用する。

　　　　　注：転送－再開手順は、透過モードでのバルク転送でのみ使用される。

6.6.4.2 ＡＰＤＵの使用

　ＡＰＤＵは本手順では使用されない。

6.6.4.3　転送－再開手順のセッションサービスへのマッピング（透過モード）

　本手順は、以下のイベントにより起動される。

（１）要求側（ドキュメントの送信者）からのＤ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ要求プリミティブ

（２）Ｓ－ＡＣＴＩＶＡＴＥ－ＲＥＳＵＭＥ指示プリミティブとそれに続く最後ではないＳ－ＤＡＴＡ指

示プリミティブのユーザデータとしての一つ、又は、複数の交換データ要素とそれに続くＳ－ＭＩＮ

ＯＲ－ＳＹＮＣＨＲＯＮＩＺＥ指示プリミティブ

（３）Ｓ－ＭＩＮＯＲ－ＳＹＮＣＨＲＯＮＩＺＥ確認プリミティブ

（４）Ｓ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＥＮＤ指示プリミティブ

（５）Ｓ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＥＮＤ確認プリミティブ

6.6.4.3.1　Ｄ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ要求プリミティブ

（１）要求側ＤＴＡＭ－ＰＭが、データトークンを所有し、要求側ユーザからＤ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ要求
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を受信した場合には、Ｄ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ要求プリミティブ中の抽象形式を持つドキュメント情報

は、交換データ要素のグループ（セグメント）にセグメント化される。セグメント化される単位（例

えばページ、ブロック）は、ＤＴＡＭ－ＰＭの特性に依存する。セグメント化された抽象形式は、Ｓ

－ＤＡＴＡのユーザデータに変換される。

（２）Ｄ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ要求に含まれるパラメータ“ドキュメント情報タイプ”は、“同期点からの

ドキュメントの転送”であることを表示しなくてはならない。また要求側ＤＴＡＭ－ＰＭは、Ｓ－Ａ

ＣＴＩＶＩＴＹ－ＲＥＳＵＭＥ要求プリミティブを発行し、更に最後の確認チェックポイント以降の

交換データ要素のセグメントのためにＳ－ＤＡＴＡ要求プリミティブを発行し、転送手順を継続する。

チェックポイント情報は、Ｄ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ要求プリミティブ中のパラメータ“同期点”から得

られる。

（３）その他の詳細手順は、6.6.3.2.1(3)、6.6.3.2.1(4)、 6.6.3.2.1(5)に従う。

6.6.4.3.2　Ｓ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＲＥＳＵＭＥ指示プリミティブ、Ｓ－ＤＡＴＡＰＤＵ

　　　　　及びＳ－ＭＩＮＯＲ－ＳＹＮＣＨＲＯＮＩＺＥ指示プリミティブ

　応答側ＤＴＡＭ－ＰＭは、ドキュメント情報の転送開始を指示するＳ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＲＥＳＵＭ

Ｅ指示プリミティブを受信する。応答側ＤＴＡＭ－ＰＭは、Ｓ－ＭＩＮＯＲ－ＳＹＮＣＨＲＯＮＩＺＥ指

示プリミティブを受信する。応答側ＤＴＡＭ－ＰＭが、交換データ要素のセグメントの受信を確認したら、

Ｓ－ＭＩＮＯＲ－ＳＹＮＣＨＲＯＮＩＺＥ応答プリミティブを発行する。

6.6.4.3.3　Ｓ－ＭＩＮＯＲ－ＳＹＮＣＨＲＯＮＩＺＥ確認プリミティブ

　詳細手順は、6.6.3.2.3(1) 、 6.6.3.2.3(2)、 6.6.3.2.3(3)に従う。

6.6.4.3.4　Ｓ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＥＮＤ指示プリミティブ

　詳細手順は、6.6.3.2.4(1)、 6.6.3.2.4(2)に従う。

6.6.4.3.5　Ｓ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＥＮＤ確認プリミティブ

　詳細手順は、6.6.3.2.5(1)、6.6.3.2.5(2)に従う。

6.6.5　転送－中断

6.6.5.1　目　的

　転送－中断手順は、データ転送中に少なくとも一つのチェックポイントが確認できている場合に、他の

エラーハンドリング手順により処理されるものに比べてそれほど重大でない転送手順中のエラー状態の処

理を行うために、要求側ＤＴＡＭ－ＰＭによって使用される。

6.6.5.2　ＡＰＤＵの使用

　ＡＰＤＵは本手順では使用されない。

6.6.5.3　転送－中断手順のセッションサービスへのマッピング（透過モード）

　本手順は、以下のイベントにより起動される。

（１）要求側ＤＴＡＭ－ＰＭの障害

（２）Ｓ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＩＮＴＥＲＲＵＰＴ指示プリミティブ
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（３）Ｓ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＩＮＴＥＲＲＵＰＴ確認プリミティブ

6.6.5.3.1　要求側ＤＴＡＭ－ＰＭの障害

　要求側ＤＴＡＭ－ＰＭが、重大ではない障害を検出して、また、データ転送中に少なくても一つのチェ

ックポイントが確認できている場合に、要求側ＤＴＡＭ－ＰＭは、以下に示す理由パラメータの値の一つ

を含むＳ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＩＮＴＥＲＲＵＰＴ要求プリミティブを発行する。

（１）“不特定エラー”：障害が例外通知手順で指示された場合

（２）“ローカルＳＳ－Ｕｓｅｒエラー”：障害がローカル要求側ＤＴＡＭ－ＰＭの障害の場合

6.6.5.3.2　Ｓ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＩＮＴＥＲＲＵＰＴ指示プリミティブ

　応答側ＤＴＡＭ－ＰＭが、Ｓ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＩＮＴＥＲＲＵＰＴ指示プリミティブを受信した場

合、応答側ＤＴＡＭ－ＰＭは、Ｓ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＩＮＴＥＲＲＵＰＴ応答プリミティブに続いてＤ

－ＴＲＡＮＳＦＥＲ指示を発行する。

6.6.5.3.3　Ｓ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＩＮＴＥＲＲＵＰＴ確認プリミティブ

　要求側ＤＴＡＭ－ＰＭが、Ｓ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＩＮＴＥＲＲＵＰＴ確認プリミティブを受信した場

合、要求側ＤＴＡＭ－ＰＭは、Ｄ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ確認を要求側ＤＴＡＭユーザに対して発行する。

6.6.6　転送－廃棄

6.6.6.1　目　的

　転送－廃棄手順は、転送中断手順により処理を行うものに比べてより重大なエラー状態、または、デー

タ転送中に一つのチェックポイントも確認できていない場合のそれほど重大ではないエラー状態から退避

するために要求側ＤＴＡＭ－ＰＭによって使用される。

　　　　　注：転送－廃棄手順は、透過モードでのバルク転送でのみ使用される。

6.6.6.2　ＡＰＤＵの使用

　ＡＰＤＵは本手順では使用されない。

6.6.6.3　転送－廃棄手順のセッションサービスへのマッピング（透過モード）

　本手順は、以下のイベントにより起動される。

（１）要求側ＤＴＡＭ－ＰＭの障害

（２）Ｓ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＤＩＳＣＡＲＤ指示プリミティブ

（３）Ｓ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＤＩＳＣＡＲＤ確認プリミティブ

6.6.6.3.1　要求側ＤＴＡＭ－ＰＭの障害

　要求側ＤＴＡＭ－ＰＭが、より重大な障害を検出するか、又は、データ転送中に一つのチェックポイン

トも確認できていない場合で、それほど重大ではない障害を検出した場合に、要求側ＤＴＡＭ－ＰＭは、

以下に示す理由パラメータの値の一つを含むＳ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＤＩＳＣＡＲＤ要求プリミティブを

発行する。

（１）“不特定エラー”：障害がエラー通知手順で示された場合

（２）“ローカルＳＳ－Ｕｓｅｒエラー”又は“回復不能手順エラー”：障害がローカル要求側ＤＴＡＭ

－ＰＭの障害の場合
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6.6.6.3.2　Ｓ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＤＩＳＣＡＲＤ指示プリミティブ

（１）応答側ＤＴＡＭ－ＰＭが、Ｓ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＤＩＳＣＡＲＤ指示プリミティブを受信した場

合に、透過モードにおいてＳ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＤＩＳＣＡＲＤ応答プリミティブに続いてＤ－Ｔ

ＲＡＮＳＦＥＲ指示を発行する。

（２）応答側ＤＴＡＭ－ＰＭは、それまでに受信していたＤＴＡＭユーザ情報（ドキュメント情報のセグ

メント）に関連する全ての情報、及び内容を廃棄する。

（３）応答側ＤＴＡＭ－ＰＭが、既にＤ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ指示プリミティブを発行していた場合には、

応答側ＤＴＡＭ－ＰＭは、Ｓ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ要求を発行することによりセッション強制終了手順を

実行する。

6.6.6.3.3　Ｓ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＤＩＳＣＡＲＤ確認プリミティブ

　要求側ＤＴＡＭ－ＰＭが、Ｓ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＤＩＳＣＡＲＤ確認プリミティブを受信した場合に、

透過モードにおいてＤ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ確認を要求側ＤＴＡＭユーザに対して発行する。

6.7 ドキュメント非確認型操作

　リクエスタは相互の通信エンテｨテｨにより共通に処理されるＯＤＡとオペレーショナル構造の構成要素

を操作するためにドキュメント非確認型操作を使用する。ドキュメント非確認型操作はドキュメント生成

操作、ドキュメント削除操作、ドキュメント修正操作、ドキュメントコール操作およびドキュメント再構

築操作から成る。

6.7.1　ドキュメント生成操作

6.7.1.1　目　的

　ドキュメント操作のリクエスタは、生成操作の確認なしにＯＤＡとオペレーショナル構造の構成要素を

ドキュメントへ加えるためにドキュメント生成操作手順を使用する。

6.7.1.2　使用するＡＰＤＵ

　ドキュメント生成操作手順はＤ－ＣＲＥＡＴＥ（ＤＣＲ）ＡＰＤＵを使用する。

6.7.1.2.1　ＤＣＲ　ＡＰＤＵ

ＤＣＲ　ＡＰＤＵのフｨールドを表６－１３／ＪＴ－Ｔ４３３に示す。

表６－１３／ＪＴ－Ｔ４３３　ＤＣＲ　ＡＰＤＵフｨールド

　　　　　　　　　　　（ＣＣＩＴＴ　Ｔ.4３３）

フｨールド名 存　在 ソース シンク

    生成情報 Ｍ req ind

6.7.1.3　ドキュメント生成操作手順

6.7.1.3.1　ドキュメント生成操作手順のプレゼンテーションサービスへのマッピング（ノーマルモード）

　本手順は、以下のイベントにより起動される。

　　(1) リクエスタによるＤ－ＣＲＥＡＴＥ要求プリミテｨブ

　　(2) Ｐ－ＤＡＴＡ指示プリミテｨブのユーザデータとしてのＤＣＲ　ＡＰＤＵ
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6.7.1.3.1.1　Ｄ－ＣＲＥＡＴＥ要求プリミティブ

もし要求側ＤＴＡＭ－ＰＭがＤ－ＣＲＥＡＴＥ要求プリミテｨブを受け取った場合、Ｄ－ＣＲＥＡＴＥ

要求プリミティブのパラメータ値からＤＣＲ　ＡＰＤＵが作成され、Ｐ－ＤＡＴＡ要求プリミティブのユ

ーザデータとして転送される。これはアクティビティの外で行われる。

6.7.1.3.1.2　ＤＣＲ　ＡＰＤＵ

　もし応答側ＤＴＡＭ－ＰＭがＰ－ＤＡＴＡ指示プリミティブのユーザデータとしてＤＣＲ　ＡＰＤＵを

受け取った場合、応答側ＤＴＡＭ－ＰＭはＤ－ＣＲＥＡＴＥ指示プリミティブを応答側ユーザへ発行する。

Ｄ－ＣＲＥＡＴＥ指示プリミティブのパラメータはＤＣＲ　ＡＰＤＵから導かれる。

6.7.1.4　ＤＣＲ　ＡＰＤＵフィールドの使用

　ＤＣＲ　ＡＰＤＵフィールドの使用は以下の規定による。

6.7.1.4.1　生成情報

　これはＤ－ＣＲＥＡＴＥ要求プリミティブからの生成情報パラメータ値であり、Ｄ－ＣＲＥＡＴＥ指示

プリミティブの生成情報パラメータとして現われる。

6.7.2　ドキュメント削除操作

6.7.2.1　目　的

　ドキュメント操作のリクエスタは、削除操作の確認なしに、既存のドキュメントのＯＤＡとオペレーシ

ョナル構造の構成要素を削除するためにドキュメント削除操作手順を使用する。

6.7.2.2　ＡＰＤＵの使用

　ドキュメント削除操作手順はＤ－ＤＥＬＥＴＥ（ＤＤＬ）ＡＰＤＵを使用する。

6.7.2.2.1　ＤＤＬ　ＡＰＤＵ

　ＤＤＬ　ＡＰＤＵのフｨールドを表６－１４／ＪＴ－Ｔ４３３に示す。

表６－１４／ＪＴ－Ｔ４３３　ＤＤＬ　ＡＰＤＵフｨールド

　　　　　　　　　　　（ＣＣＩＴＴ　Ｔ.4３３）

フｨールド名 存　在 ソース シンク

削除情報 Ｍ req ind
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6.7.2.3　ドキュメント削除操作手順

6.7.2.3.1　ドキュメント削除操作手順のプレゼンテーションサービスへのマッピング（ノーマルモード）

　本手順は、以下のイベントにより起動される。

　　(1) リクエスタによるＤ－ＤＥＬＥＴＥ要求プリミテｨブ

　　(2) Ｐ－ＤＡＴＡ指示プリミティブのユーザデータとしてのＤＤＬ　ＡＰＤＵ

6.7.2.3.1.1　Ｄ－ＤＥＬＥＴＥ要求プリミテｨブ

　もし要求側ＤＴＡＭ－ＰＭがＤ－ＤＥＬＥＴＥ要求プリミティブを受け取った場合、Ｄ－ＤＥＬＥＴＥ

要求プリミティブのパラメータ値からＤＤＬ　ＡＰＤＵが作成されＰ－ＤＡＴＡ要求プリミティブのユー

ザデータとして転送される。これはアクティビティの外で行われる。

6.7.2.3.1.2　ＤＤＬ　ＡＰＤＵ

　もし応答側ＤＴＡＭ－ＰＭがＰ－ＤＡＴＡ指示プリミティブのユーザデータとしてＤＤＬ　ＡＰＤＵを

受け取った場合、応答側ＤＴＡＭ－ＰＭはＤ－ＤＥＬＥＴＥ指示プリミティブを応答側ユーザへ発行する。

Ｄ－ＤＥＬＥＴＥ指示プリミティブのパラメータはＤＤＬ　ＡＰＤＵから導かれる。

6.7.2.4　ＤＤＬ　ＡＰＤＵフｨールドの使用

　ＤＤＬ　ＡＰＤＵフィールドの使用は以下の規定による。

6.7.2.4.1　削除情報

　これはＤ－ＤＥＬＥＴＥ要求プリミティブからの削除情報パラメータ値であり、Ｄ－ＤＥＬＥＴＥ指示

プリミティブの削除情報パラメータとして現われる。

6.7.3　ドキュメント修正操作

6.7.3.1　目　的

　ドキュメント操作のリクエスタは、修正操作の確認なしに既存のドキュメントのＯＤＡとオペレーショ

ナル構造の構成要素の属性を修正するためにドキュメント修正操作手順を使用する。

6.7.3.2　ＡＰＤＵの使用

　ドキュメント修正操作手順はＤ－ＭＯＤＩＦＹ（ＤＭＤ）ＡＰＤＵを使用する。

6.7.3.2.1　ＤＭＤ　ＡＰＤＵ

　ＤＭＤ　ＡＰＤＵのフィールドを表６－１５／ＪＴ－Ｔ４３３に示す。

表６－１５／ＪＴ－Ｔ４３３　ＤＭＤ　ＡＰＤＵフィールド

　　　　　　　　　　　（ＣＣＩＴＴ　Ｔ.4３３）

フｨールド名 存　在 ソース シンク

    修正情報 Ｍ req ind
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6.7.3.3　ドキュメント修正操作手順

6.7.3.3.1　ドキュメント修正操作手順のプレゼンテーションサービスへのマッピング（ノーマルモード）

　本手順は、以下のイベントにより起動される。

　　(1) リクエスタによるＤ－ＭＯＤＩＦＹ要求プリミテｨブ

　　(2) Ｐ－ＤＡＴＡ指示プリミテｨブのユーザデータとしてのＤＭＤ　ＡＰＤＵ

6.7.3.3.1.1　Ｄ－ＭＯＤＩＦＹ要求プリミテｨブ

　もし要求側ＤＴＡＭ－ＰＭがＤ－ＭＯＤＩＦＹ要求プリミティブを受け取った場合、Ｄ－ＭＯＤＩＦＹ

要求プリミティブのパラメータ値からＤＭＤ　ＡＰＤＵが作成されＰ－ＤＡＴＡ要求プリミティブのユー

ザデータとして転送される。これはアクティビティの外で行われる。

6.7.3.3.1.2　ＤＭＤ　ＡＰＤＵ

　もし応答側ＤＴＡＭ－ＰＭがＰ－ＤＡＴＡ指示プリミティブのユーザデータとしてＤＭＤＡＰＤＵを受

け取った場合、応答側ＤＴＡＭ－ＰＭはＤ－ＭＯＤＩＦＹ指示プリミティブを応答側ユーザへ発行する。

Ｄ－ＭＯＤＩＦＹ指示プリミティブのパラメータはＤＭＤ　ＡＰＤＵから導かれる。

6.7.3.4　ＤＭＤ　ＡＰＤＵフｨールドの使用

　ＤＭＤ　ＡＰＤＵフｨールドの使用は以下の規定による。

6.7.3.4.1　修正情報

　これはＤ－ＭＯＤＩＦＹ要求プリミティブからの修正情報パラメータ値であり、Ｄ－ＭＯＤＩＦＹ指示

プリミティブの修正情報パラメータとして現われる。

6.7.4　ドキュメントコール操作

6.7.4.1　目　的

　ドキュメント操作のリクエスタは、ＤＴＡＭプロトコルデータユニットのシーケンス（シーケンス内に

はＤ－ＣＲＥＡＴＥ、Ｄ－ＤＥＬＥＴＥ、Ｄ－ＭＯＤＩＦＹのみが現れる。）を含むオペレーショナル構

造のオブジェクトを呼び出したり読み出すために、ドキュメントコール操作を使用する。これらのプロト

コルデータユニットは既存のドキュメントに対して適用可能である。

6.7.4.2　ＡＰＤＵの使用

　ドキュメントコール操作手順はＤ－ＣＡＬＬ（ＤＣＬ）ＡＰＤＵを使用する。

6.7.4.2.1　ＤＣＬ　ＡＰＤＵ

　ＤＣＬ　ＡＰＤＵのフｨールドを表６－１６／ＪＴ－Ｔ４３３に示す。
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表６－１６／ＪＴ－Ｔ４３３　ＤＣＬ　ＡＰＤＵフｨールド

　　　　　　　　　　　（ＣＣＩＴＴ　Ｔ.4３３）

フィールド名 存　在 ソース シンク

コール情報 Ｍ req ind

6.7.4.3　ドキュメントコール操作手順

6.7.4.3.1　ドキュメントコール操作手順のプレゼンテーションサービスへのマッピング(ノーマルモード)

　本手順は、以下のイベントにより起動される。

　　(1) リクエスタによるＤ－ＣＡＬＬ要求プリミティブ

　　(2) Ｐ－ＤＡＴＡ指示プリミティブのユーザデータとしてのＤＣＬ　ＡＰＤＵ

6.7.4.3.1.1　Ｄ－ＣＡＬＬ要求プリミティブ

もし要求側ＤＴＡＭ－ＰＭがＤ－ＣＡＬＬ要求プリミティブを受け取った場合、Ｄ－ＣＡＬＬ要求プリ

ミティブのパラメータ値からＤＣＬ　ＡＰＤＵが作成されＰ－ＤＡＴＡ要求プリミティブのユーザデータ

として転送される。これはアクティビティの外で行われる。

6.7.4.3.1.2　ＤＣＬ　ＡＰＤＵ

　もし応答側ＤＴＡＭ－ＰＭがＰ－ＤＡＴＡ指示プリミティブのユーザデータとしてＤＣＬ　ＡＰＤＵを

受け取った場合、応答側ＤＴＡＭ－ＰＭはＤ－ＣＡＬＬ指示プリミティブを応答側ユーザへ発行する。Ｄ

－ＣＡＬＬ指示プリミティブのパラメータはＤＣＬ　ＡＰＤＵから導かれる。

6.7.4.4　ＤＣＬ　ＡＰＤＵフィールドの使用

　ＤＣＬ　ＡＰＤＵフィールドの使用は以下の規定による。

6.7.4.4.1　コール情報

　これはＤ－ＣＡＬＬ要求プリミティブからのコール情報パラメータ値である。Ｄ－ＣＡＬＬ指示プリミ

ティブのコール情報パラメータとして現われる。

6.7.5　ドキュメント再構築操作

　継続検討とする。
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6.8　ドキュメント確認型操作

　継続検討とする。

6.9　タイプトデータ転送

6.9.1　目　的

　タイプトデータ伝送は、データトークンに独立に使用され、必要なとき両側のＤＴＡＭユーザーから発

行できる。

6.9.2　使用するＡＰＤＵ

　タイプトデータ転送手順は、Ｄ－ＴＹＰＥＤ－ＤＡＴＡ（ＤＴＤ）ＡＰＤＵを使用する。

6.9.2.1　ＤＴＤ　ＡＰＤＵ

　ＤＴＤ　ＡＰＤＵのフィールドは表６－１７／ＪＴ－Ｔ４３３に示す。

表６－１７／ＪＴ－Ｔ４３３　ＤＴＤ　ＡＰＤＵフィールド

　　　　　　　　　　　（ＣＣＩＴＴ　Ｔ.4３３）

フィールド名 存　在 ソース シンク

  タイプトデータ情報 Ｍ ｒｅｑ ｉｎｄ

6.9.3　タイプトデータ転送手順

6.9.3.1　タイプトデータ転送手順のプレゼンテーションサービスへのマッピング

　本手順は以下のイベントで起動される。

（１）リクエスタからのＤ－ＴＹＰＥＤ－ＤＡＴＡ要求プリミティブ

（２）Ｐ－ＴＹＰＥＤ－ＤＡＴＡ指示プリミティブのユーザデータとしてのＤＴＤ　ＡＰＤＵ

6.9.3.1.1　Ｄ－ＴＹＰＥＤ－ＤＡＴＡ要求プリミティブ

（１）もし要求側ＤＴＡＭ－ＰＭがＤ－ＴＹＰＥＤ－ＤＡＴＡ要求プリミティブを受信した場合は、Ｄ－

ＴＹＰＥＤ－ＤＡＴＡ要求プリミティブのパラメータ値からＤＴＤ　ＡＰＤＵが形成され、Ｐ－ＴＹ

ＰＥＤ－ＤＡＴＡ要求プリミティブのユーザデータとして転送される。

6.9.3.1.2　ＤＴＤ　ＡＰＤＵ

（１）もし応答側ＤＴＡＭ－ＰＭがＰ－ＴＹＰＥＤ－ＤＡＴＡ指示プリミティブのユーザデータとしてＤ

ＴＤ　ＡＰＤＵを受信したときは応答側ＤＴＡＭ－ＰＭはＤ－ＴＹＰＥＤ－ＤＡＴＡ指示プリミティ

ブを応答側ユーザへ発行する。Ｄ－ＴＹＰＥＤ－ＤＡＴＡ指示プリミティブパラメータはＤＴＤ　Ａ

ＰＤＵから生成される。

6.9.4　ＤＴＤ　ＡＰＤＵフィールドの使用

　ＤＴＤ　ＡＰＤＵフィールドの使用は以下の規定による。

6.9.4.1　タイプトデータ情報

これはＤ－ＴＹＰＥＤ－ＤＡＴＡ要求プリミティブからのタイプトデータストリング情報パラメータ値
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である。これはＤ－ＴＹＰＥＤ－ＤＡＴＡ指示プリミティブのタイプトデータストリング情報パラメータ

値として現れる。

6.10　遠隔ドキュメントアクセス

　継続検討とする。

6.11　遠隔ドキュメント管理

　継続検討とする。

6.12　トークン制御

6.12.1　トークン要求制御

6.12.1.1　目　的

　リクエスタ（ドキュメントの受信者）は、レスポンダ（ドキュメントの送信者）からトークンを要求す

るためにトークン要求制御を使用する。

6.12.1.2　ＡＰＤＵの使用

　トークン要求制御はＲＴＳＥを利用しないノーマルモードにおいてＤ－ＴＯＫＥＮ－ＰＬＥＡＳＥ（Ｄ

ＴＰ）ＡＰＤＵを使用する。

　ノーマルモードと透過モードのバルク転送の場合においては、ＡＰＤＵは適用されない。

6.12.1.2.1　ＤＴＰ　ＡＰＤＵ

ＤＴＰ　ＡＰＤＵのフィールドを表６－１４／ＪＴ－Ｔ４３３に示す。

表６－１４／ＪＴ－Ｔ４３３　ＤＴＰ　ＡＰＤＵフィールド

　　　　　　　　　　　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ.4３３）

フィールド名 存　在 ソース シンク

トークン優先順位 Ｕ req ind

6.12.1.3　トークン要求手順

6.12.1.3.1　トークン要求手順のプレゼンテーションサービスへのマッピング（ノーマルモード）

　本手順は、以下のイベントにより起動される。

(1) リクエスタからのＤ－ＴＯＫＥＮ－ＰＬＥＡＳＥ要求プリミティブ

(2) Ｐ－ＴＯＫＥＮ－ＰＬＥＡＳＥ指示プリミテｨブのユーザデータとしてのＤＴＰＡＰＤＵ

6.12.1.3.1.1　Ｄ－ＴＯＫＥＮ－ＰＬＥＡＳＥ要求プリミティブ

　もし要求側ＤＴＡＭ－ＰＭがデータトークンを持たず、リクエスタからのＤ－ＴＯＫＥＮ－ＰＬＥＡＳ

Ｅ要求を受け取った場合、Ｄ－ＴＯＫＥＮ－ＰＬＥＡＳＥ要求プリミティブのパラメータ値からＤＴＰ

ＡＰＤＵが作成され、Ｐ－ＴＯＫＥＮ－ＰＬＥＡＳＥ要求プリミティブのユーザデータとして転送される。

これはアクティビティの中でも外でも行われる。
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6.12.1.3.1.2　ＤＴＰ　ＡＰＤＵ

　もし応答側ＤＴＡＭ－ＰＭがＰ－ＴＯＫＥＮ－ＰＬＥＡＳＥ指示プリミティブのユーザデータとしてＤ

ＴＰ　ＡＰＤＵを受け取った場合は、応答側ＤＴＡＭ－ＰＭはＤ－ＴＯＫＥＮ－ＰＬＥＡＳＥ指示プリミ

ティブを応答側ユーザへ発行する。Ｄ－ＴＯＫＥＮ－ＰＬＥＡＳＥ指示プリミティブのパラメータはＤＴ

Ｐ　ＡＰＤＵから導かれる。

6.12.1.3.2　トークン要求手順のＲＴＳＥサービスへのマッピング（ノーマルモード）

　本手順は、以下のイベントにより起動される。

(1) リクエスタからのＤ－ＴＯＫＥＮ－ＰＬＥＡＳＥ要求プリミティブ

(2) ＲＴ－ＴＵＲＮ－ＰＬＥＡＳＥ指示プリミティブ

6.12.1.3.2.1　Ｄ－ＴＯＫＥＮ－ＰＬＥＡＳＥ要求プリミティブ

　もし要求側ＤＴＡＭ－ＰＭがトークンを持たずリクエスタからのＤ－ＴＯＫＥＮ－ＰＬＥＡＳＥ要求を

受け取った場合、ＤＴＡＭ－ＰＭはＤ－ＴＯＫＥＮ－ＰＬＥＡＳＥ要求プリミティブからのプライオリテ

ィパラメータをもつＲＴ－ＴＵＲＮ－ＰＬＥＡＳＥ要求プリミティブを発行する。これはドキュメント転

送アクティビティの中でも外でも行われる。

6.12.1.3.2.2　ＤＴＰ　ＡＰＤＵ

　もし応答側ＤＴＡＭ－ＰＭがＲＴ－ＴＵＲＮ－ＰＬＥＡＳＥ指示プリミティブを受け取った場合、応答

側ＤＴＡＭ－ＰＭは応答側ユーザへＤ－ＴＯＫＥＮ－ＰＬＥＡＳＥ指示プリミティブを発行する。Ｄ－Ｔ

ＯＫＥＮ－ＰＬＥＡＳＥ指示プリミティブパラメータは、ＲＴ－ＴＵＲＮ－ＰＬＥＡＳＥ指示プリミティ

ブから導かれる。

6.12.1.3.3　トークン要求手順のセッションサービスへのマッピング（透過モード）

　本手順は、以下のイベントにより起動される。

(1) リクエストからのＤ－ＴＯＫＥＮ－ＰＬＥＡＳＥ要求プリミティブ

(2) Ｓ－ＴＯＫＥＮ－ＰＬＥＡＳＥ指示プリミティブ

6.12.1.3.3.1　Ｄ－ＴＯＫＥＮ－ＰＬＥＡＳＥ要素プリミティブ

　もし要求側ＤＴＡＭ－ＰＭがデータトークンを持たずリクエストからのＤ－ＴＯＫＥＮ－ＰＬＥＡＳＥ

要求を受け取った場合、ＤＴＡＭ－ＰＭはＳ－ＴＯＫＥＮ－ＰＬＥＡＳＥ要求プリミティブを発行する。

これはアクティビティの中でも外でも行われる。

6.12.1.3.3.2　暗黙のＤＴＰ　ＡＰＤＵ

　もし応答側ＤＴＡＭ－ＰＭがユーザデータ内にアＰＤＵを持たないＳ－ＴＯＫＥＮ－ＰＬＥＡＳＥ指示

プリミティブを受け取った場合、応答側ＤＴＡＭ－ＰＭは応答側ユーザへＤ－ＴＯＫＥＮ－ＰＬＥＡＳＥ

指示プリミティブを発行する。

6.12.1.4　ＤＴＰ　ＡＰＤＵフィールドの使用

　ＤＴＰ　ＡＰＤＵフィールドの使用は以下の規定による。

6.12.1.4.1　優先順位

　本パラメータはＤ－ＴＯＫＥＮ－ＰＬＥＡＳＥサービスのリクエスタが遂行したいと望む動作の優先順
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位でデータトークンによって管理される。Ｄ－ＴＯＫＥＮ－ＰＬＥＡＳＥサービスのリクエスタは本パラ

メータを指定しなければならない。

　これは、Ｄ－ＴＯＫＥＮ－ＰＬＥＡＳＥ要求プリミティブの優先順位パラメータ値であり、Ｄ－ＴＯＫ

ＥＮ－ＰＬＥＡＳＥ指示プリミティブの優先順位パラメータを示す。本フィルードの値は、ＤＴＡＭ－Ｐ

Ｍに対して透過である。

6.12.2　トークン譲渡制御

6.12.2.1　目　的

（１）リクエスタ（ドキュメントの送信者）はレスポンダ（ドキュメントの受信者）へトークンを譲渡す

るのにトークン譲渡手順を使用する。

（２）リクエスタは受信者になり、レスポンダは送信者になる。

6.12.2.2　使用するＡＰＤＵ

　本手順ではＡＰＤＵは使用しない。

6.12.2.3　トークン譲渡手順

6.12.2.3.1　トークン譲渡手順のプレゼンテーションサービスへのマッピング（ノーマルモード）

　本手順は、以下のイベントにより起動される。

(1) Ｄ－ＴＯＫＥＮ－ＧＩＶＥ要求プリミティブ

(2) Ｐ－ＴＯＫＥＮ－ＧＩＶＥ要求プリミティブ

6.12.2.3.1.1　Ｄ－ＴＯＫＥＮ－ＧＩＶＥ要求プリミティブ

　もし要求側ＤＴＡＭ－ＰＭがトークンを持ち、リクエスタからＤ－ＴＯＫＥＮ－ＧＩＶＥ要求ブリミテ

ィブを受け取った場合、Ｐ－ＴＯＫＥＮ－ＧＩＶＥ要求プリミティブを発行し応答側ＤＴＡＭ－ＰＭにな

る。

　これはアクティビティの外でのみ行われる。

6.12.2.3.1.2　Ｐ－ＴＯＫＥＮ－ＧＩＶＥ指示プリミティブ

　もし応答側ＤＴＡＭ－ＰＭがＰ－ＴＯＫＥＮ－ＧＩＶＥ指示プリミティブを受け取った場合、応答側Ｄ

ＴＡＭ－ＰＭはＤ－ＴＯＫＥＮ－ＧＩＶＥ指示プリミティブを応答側ユーザへ発行する。応答側ＤＴＡＭ

－ＰＭは要求側ＤＴＡＭ－ＰＭになる。

6.12.3　制御譲渡

6.12.3.1　目　的

（１）　リクエスタが全てのトークンをレスポンダへ譲渡するために制御譲渡手順を使用する。

（２）　リクエスタは受信者になりレスポンダは送信者になる。

6.12.3.2　ＡＰＤＵの使用

　本手順ではＡＰＤＵは用いられない。

6.12.3.3　制御譲渡手順

6.12.3.3.1　制御譲渡手順のＲＴＳＥサービスへのマッピング（ノーマルモード）

　本手順は、以下のイベントにより起動される。
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(1) Ｄ－ＣＯＮＴＲＯＬ－ＧＩＶＥ要求プリミティブ

(2) ＲＴ－ＴＵＲＮ－ＧＩＶＥ指示プリミティブ

6.12.3.3.1.1　Ｄ－ＣＯＮＴＲＯＬ－ＧＩＶＥ要求プリミティブ

もし要求側ＤＴＡＭ－ＰＭがトークンを持ち、リクエスタからＤ－ＣＯＮＴＲＯＬ－ＧＩＶＥ要求プリミ

ティブを受け取った場合、ＲＴ－ＴＵＲＮ－ＧＩＶＥ要求プリミティブを発行し応答側ＤＴＡＭ－ＰＭに

なる。これはアクティビティの外でのみ行われる。

6.12.3.3.1.2　ＲＴ－ＴＵＲＮ－ＧＩＶＥ指示プリミティブ

　もし応答側ＤＴＡＭ－ＰＭがＲＴ－ＴＵＲＮ－ＧＩＶＥ指示プリミティブを受け取った場合、応答側Ｄ

ＴＡＭ－ＰＭはＤ－ＣＯＮＴＲＯＬ－ＧＩＶＥ指示プリミティブを応答側ユーザへ発行する。応答側ＤＴ

ＡＭ－ＰＭは要求側ＤＴＡＭ－ＰＭになる。

6.12.3.3.2　制御譲渡手順のセッションサービスへのマッピング（透過モード）

　本手順は、以下のイベントにより起動される。

(1) リクエスタからのＤ－ＣＯＮＴＲＯＬ－ＧＩＶＥ要求プリミティブ

(2) Ｓ－ＣＯＮＴＲＯＬ－ＧＩＶＥ指示プリミティブ

6.12.3.3.2.1　Ｄ－ＣＯＮＴＲＯＬ－ＧＩＶＥ要求プリミティブ

　もし要求側ＤＴＡＭ－ＰＭがトークンを持ち、リクエスタからＤ－ＣＯＮＴＲＯＬ－ＧＩＶＥ要求プリ

ミティブを受け取った場合、Ｓ－ＣＯＮＴＲＯＬ－ＧＩＶＥ要求プリミティブを発行し応答側ＤＴＡＭ－

ＰＭになる。これはアクティビティの外でのみ行われる。

6.12.3.3.2.2　Ｓ－ＣＯＮＴＲＯＬ－ＧＩＶＥ指示プリミティブ

　もし応答側ＤＴＡＭ－ＰＭがＳ－ＣＯＮＴＲＯＬ－ＧＩＶＥ指示プリミティブを受け取った場合、応答

側ＤＴＡＭ－ＰＭはＤ－ＣＯＮＴＲＯＬ－ＧＩＶＥ指示プリミティブを応答側ユーザへ発行する。応答側

ＤＴＡＭ－ＰＭは要求側ＤＴＡＭ－ＰＭになる。

6.13　例外報告

6.13.1　ユーザ例外報告

6.13.1.1　目　的

　ユーザ例外報告手順は、応答側ＤＴＡＭ－ＰＭがドキュメントバルク転送中にエラー状況を要求側ＤＴ

ＡＭ－ＰＭに報告するために用いられる。（透過モード）

6.13.1.2　ＡＰＤＵの使用

　本手順ではＡＰＤＵは用いられない。

6.13.1.3　ユーザ例外報告手順

6.13.1.3.1　ユーザ例外報告手順のセッションサービスへのマッピング（透過モード）

　本手順は以下のイベントにより起動される。

（１）　応答側ＤＴＡＭ－ＰＭの障害

（２）　Ｓ－Ｕ－ＥＸＣＥＰＴＩＯＮ－ＲＥＰＯＲＴ指示プリミティブ
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6.13.1.3.1.1　受信側ＤＴＡＭ－ＰＭの障害

（１）　応答側ＤＴＡＭ－ＰＭは、障害を検出するとＳ－Ｕ－ＥＸＣＥＰＴＩＯＮ－ＲＥＰＯＲＴ要求プ

リミティブを発行する。Ｓ－Ｕ－ＥＸＣＥＰＴＩＯＮ－ＲＥＰＯＲＴ要求プリミティブの理由パラメ

ータ値は、検出したエラーの重大性によって下記の値をとる。

　　（ａ）　重大な障害状況では、値“受信能力危機”（アソシエーションを継続することが不可能）が

用いられる。

　　（ｂ）　例外的な環境では、応答側ＤＴＡＭ－ＰＭは、いくつかの小同期点を確認済にもかかわらず、

一部受信済のドキュメント情報を削除しなければならないかもしれない。

この場合には、値“回復不能手順エラー”が用いられる。

　　（ｃ）　応答側ＤＴＡＭ－ＰＭが、転送手順を完了したくない場合、値“不特定エラー”が用いられ

る。

　　（ｄ）　応答側ＤＴＡＭ－ＰＭではすでに完了している転送手順を要求側ＤＴＡＭ－ＰＭが再開した

場合、値“順序エラー”が用いられる。

　　（ｅ）　他のすべてのそれほど重大でないエラー状況では、値“ローカルＳＳユーザエラー”が用い

られる。

6.13.1.3.1.2　Ｓ－Ｕ－ＥＸＣＥＰＴＩＯＮ－ＲＥＰＯＲＴ指示プリミティブ

　要求側ＤＴＡＭ－ＰＭは、Ｓ－Ｕ－ＥＸＣＥＰＴＩＯＮ－ＲＥＰＯＲＴ指示プリミティブを受けとると、

Ｓ－Ｕ－ＥＸＣＥＰＴＩＯＮ－ＲＥＰＯＲＴ指示プリミティブの理由パラメータ値に従って、下記の手順

の１つを実行する。

（透過モードでは、ＲＴＳＥ以外の高信頼転送モードだけが利用される。）

　　（ａ）値“受信能力機器”をもつとき、ＤＴＡＭ提供者強制終了手順を実行する。

　　（ｂ）値“回復不能手順エラー”をもつとき、転送廃棄手順に続いてＤ－ＴＲＡＮＳＦＥＲサービス

を実行する。

　　（ｃ）値“不特定エラー”をもつとき、転送廃棄手順に続いてＤ－ＴＲＡＮＳＦＥＲサービスを実行

する。

　　（ｄ）値“順序エラー”をもつとき、転送廃棄手順を実行し、要求側ＤＴＡＭ－ＰＭは“ドキュメン

ト情報転送完了”の結果パラメータ値をもつＤ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ確認プリミティブをリクエ

スタに発行し、転送手順を完了する。

　　（ｅ）値“ローカルＳＳユーザエラー”をもち、転送手順において少なくとも１個の確認済みチェッ

クポイントをもつとき、転送中断手順に続いてＤ－ＴＲＡＮＳＦＥＲサービス（指示および確

認）を実行する。もし転送手順中にチェックポイントが確認されない場合には、転送廃棄手順

に続いて、Ｄ－ＴＲＡＮＳＦＥＲサービス（確認）を実行する。

6.13.2　提供者例外報告

6.13.2.1　目　的

応答側のセッションサービス提供者（透過モード）がアクティビティ中に、他のサービスにカバーされ

ない異常状態を検出した場合、Ｓ－Ｐ－ＥＸＣＥＰＴＩＯＮ－ＲＥＰＯＲＴ指示プリミティブをそれぞれ

両方のＤＴＡＭ－ＰＭにむけて発行する。

6.13.2.2　ＡＰＤＵの使用

　本手順では、ＡＰＤＵは用いられない。
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6.13.2.3　提供者例外報告手順

6.13.2.3.1　提供者例外報告手順のセッションサービスへのマッピング（透過モード）

　本手順は以下のイベントにより起動される。

（１）　Ｓ－Ｐ－ＥＸＣＥＰＴＩＯＮ－ＲＥＰＯＲＴ指示プリミティブ

6.13.2.3.1.1　Ｓ－Ｐ－ＥＸＣＥＰＴＩＯＮ－ＲＥＰＯＲＴ指示プリミティブ

（１）応答側ＤＴＡＭ－ＰＭは、Ｓ－Ｐ－ＥＸＣＥＰＴＩＯＮ－ＲＥＰＯＲＴ指示プリミティブを無視す

る。

（２）要求側ＤＴＡＭ－ＰＭが、Ｓ－Ｐ－ＥＸＣＥＰＴＩＯＮ－ＲＥＰＯＲＴ指示プリミティブを受信す

ると、次の手順の１つを実行する。

（ａ）転送手順において少なくとも１個のチェックポイントが確認済みのときは、

転送中断手順に続いてＤ－ＴＲＡＮＳＦＥＲサービス（確認）

（ｂ）転送手順において１個もチェックポイントが確認されていないときは、

転送廃棄手順に続いてＤ－ＴＲＡＮＳＦＥＲサービス（確認）

（ｃ）ＤＴＡＭ提供者強制終了手順。

6.14　拡張規則

　前述した手順に加えて、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３３のこの部分で定義されたＡＰＤＵの処理時、下記が

適用される。

（１）ＤＴＡＭアソシエーションの確立フェーズのＰＤＵ（ＤＩＮＱ、ＤＩＮＲおよびＤＡＢ）において、

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３３のこの部分で定義されていないフィールドは無視する。

（２）ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｔ４３３のこの部分で最大長をもつと定義されているフィールドに対して、最大

長を超えるいかなる値の部分も無視する。

7.　下位サービスへのマッピング

7.1　プレゼンテーションとＡＣＳＥサービスへのマッピング

　本章では、ＤＴＡＭ－ＰＭが次の手段によってどのようにＡＰＤＵｓを転送するかを定義する。

(1)ＡＣＳＥサービス　　　あるいは、

(2)プレゼンテーションサービス

　ここでは、ＲＴＳＥは使用されない。

　表７－１／ＪＴ－Ｔ４３３にＡＣＳＥまたは、プレゼンテーションサービスへのマッピングの概要を示

す。
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表７－１／ＪＴ－Ｔ４３３

ＲＴＳＥを用いないＡＣＳＥとﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽのﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ概要　(ITU-T T.433)

機能単位 サービス

プリミティブ

プロトコル

エレメント(PDU)

ＡＣＳＥｻｰﾋﾞｽ/ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ

へのＤＴＡＭＰＤＵﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ

ｱｿｼｪｰｼｮﾝ

使用制御

D-INITIATE    要求／指示

              応答／確認

D-TERMINATE   要求／指示

              応答／確認

D-U-ABORT     要求／指示

D-P-ABORT     指示

D-INITIATE-REQ   PDU

D-INITIATE-RESP  PDU

D-TERMINATE-REQ  PDU

D-TERMINATE-RESP PDU

D-ABORT          PDU

なし

 A-ASSOCIATE    要求／指示

 A-ASSOCIATE    応答／確認

 A-RELEASE      要求／指示

 A-RELEASE      応答／確認

 A-ABORT        要求／指示

 A-P-ABORT      指示

能  力 D-CAPABILITY  要求／指示

              応答／確認

D-CAPABILITY-REQ  PDU

D-CAPABILITY-RESP PDU

 P-CAPAB-DATA   要求／指示

 P-CAPAB-DATA   応答／確認

ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ

非確認型

D-CREATE      要求／指示

D-DELETE      要求／指示

D-MODIFY      要求／指示

D-CALL        要求／指示

D-REBUILD(注) 要求／指示

D-CREATE  PDU

D-DELETE  PDU

D-MODIFY  PDU

D-CALL    PDU

D-REBUILD PDU (注)

 P-DATA          要求／指示

 P-DATA          要求／指示

 P-DATA          要求／指示

 P-DATA          要求／指示

 P-DATA          要求／指示

ﾄｰｸﾝ制御 D-TOKEN-GIVE  要求／指示

D-TOKEN-PLS   要求／指示

D-CONTROL-GIVE要求／指示

なし

D-TOKEN-PLS PDU

なし

 P-TOKEN-GIVE    要求／指示

 P-TOKEN-PLS     要求／指示

 P-CONTROL-GIVE  要求／指示

ﾀｲﾌﾟﾄﾃﾞｰﾀ

転送

D-TYPE-DATA    要求／指示 D-TYPED-DATA PDU  P-TYPED-DATA    要求／指示

　　　　 (注)本ＤＴＡＭサービス或はＰＤＵは継続検討とする。
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7.1.1　ＡＣＳＥサービスへのマッピング

7.1.1.1　アソシエーション設定の手順

　アソシエーション設定の手順は、その基礎となるＡＣＳＥのアソシエーション設定と同時に行なわれる。

7.1.1.1.1　直接マッピングされるパラメータ

　Ｄ－ＩＮＩＴＩＡＴＥサービスプリミティブの次のパラメータは、これに対応するＡ－ＡＳＳＯＣＩＡ

ＴＥサービスプリミティブのパラメータに直接マッピングされる。

　　(1) アプリケーションコンテキスト名

　　(2) 発呼ＡＰタイトル

　　(3) 発呼ＡＰインボケーション識別子

　　(4) 発呼ＡＥクオリファイア

　　(5) 発呼ＡＥインボケーション識別子

　　(6) 被呼ＡＰタイトル

　　(7) 被呼ＡＰインボケーション識別子

　　(8) 被呼ＡＥクオリファイア

　　(9) 被呼ＡＥインボケーション識別子

　　(10)応答ＡＰタイトル

　　(11)応答ＡＥインボケーションクオリファイア

　　(12)応答ＡＥクオリファイア

　　(13)応答ＡＥインボケーション識別子

　　(14)発呼プレゼンテーションアドレス

　　(15)被呼プレゼンテーションアドレス

　　(16)応答プレゼンテーションアドレス

　　(17)プレゼンテーション・コンテキスト定義リスト

　　(18)プレゼンテーション・コンテキスト定義結果リスト

　　(19)プレゼンテーション要求

　　(20)トークンの初期割り付け

　　(21)サービス品質

　　(22)デフォルト・プレゼンテーション・コンテキスト名（注）

　　(23)デフォルト・プレゼンテーション・コンテキスト結果（注）

　　注）　本パラメータの使用は継続検討とする。

7.1.1.1.2　パラメータの使用

　Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥサービスプリミティブの次のパラメータは使用しない。

　　(1) 初期同期点の通し番号

　　(2) 診断

7.1.1.1.3　Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ要求と指示プリミティブのその他のパラメータの使用

7.1.1.1.3.1　モード

　本パラメータはＡ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ要求プリミティブの中でアソシエーションの要求元から与える

もので、“ノーマルモード”値を取る。



ＪＴ－Ｔ４３３ － 52 －

7.1.1.1.3.2　ユーザ情報

　Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ要求及び指示プリミティブの双方に対して、ユーザ情報パラメータはＤ－ＩＮ

ＩＴＩＡＴＥ－ＲＥＱ　ＡＰＤＵを運ぶために使用する。

7.1.1.1.3.3　セッション要求

　本パラメータは、表７－２／ＪＴ－Ｔ４３３に示すＤ－ＩＮＩＴＩＡＴＥサービスプリミティブの“テ

レマティック要求パラメータ”によって、アソシエーション要求ＤＴＡＭ－ＰＭが次の機能単位を選択す

るために本パラメータを設定する。

表７－２／ＪＴ－Ｔ４３３

セッション要求へ／からのマッピング

テレマティック要求 機能単位

カーネル カーネル機能単位

トークン制御 半二重機能単位

タイプトデータ転送 タイプトデータ機能単位

能力管理 能力データ交換機能単位

注　多重機能単位とネゴシェーションされた解放機能単位の使用については継続検討とする。

7.1.1.1.3.4　セッション接続識別子

　アソシエーション要求ＤＴＡＭ－ＰＭが、セッション接続を一意に識別するために使用されるセッショ

ン接続識別子を与える。本識別子は以下のコンポーネントで形成する。

　　(1) ＳＳ－ユーザ参照

　　(2) 共通参照

　　(3) 付加的な参照情報（オプション）

　ＳＳ－ユーザ参照はアソシエーション要求ＤＴＡＭ－ＰＭにより発呼ＳＳ－ユーザ参照として伝達され

る。共通参照と付加的な参照情報とは、

Ｐ－ＣＯＮＮＥＣＴプリミティブの同じ名前のパラメータが伝達する。

　各コンポーネントは、それが存在するときは以下の定義のなかの適当なタイプのデータ要素を含む。

　　CallingSS-UserReferemce ::＝PresentationAddress －－要求元の

　　CommonReference ::＝UTCTime

　　AdditionalReferenceInformation ::＝T.61String

プレゼンテーションアドレスはオクテットストリングで表現する。

7.1.1.1.4　A-ASSOCIATE 応答と確認プリミティブのその他のパラメータの使用

7.1.1.1.4.1　ユーザ情報

　本パラメータは、アプリケーションアソシエーションがＡＣＳＥサービス提供者によって受け入れられ

る時のみ関連する。

　Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ応答と確認プリミティブの双方に対して、アプリケーションアソシエーション



－ 53 － ＪＴ－Ｔ４３３

がアソシエーション応答ＤＴＡＭ－ＰＭに受け入れられるかまたは拒絶されたらユーザ情報パラメータは

Ｄ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ－ＲＥＳＰ　ＡＰＤＵを運ぶために使用される。

7.1.1.1.4.2　結　果

　Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ応答プリミティブに対して、結果パラメータはアソシエーション応答ＤＴＡＭ

－ＰＭによつて以下のように設定される。

(1) アソシエーション応答ＤＴＡＭ－ＰＭがアプリケーションアソシエーションを拒否した場合、本パラ

メータ値は次のいずれかに設定される。

　　(a) レスポンダ拒否（一時的）

　　(b) レスポンダ拒否（固定的）

(2) アソシエーション応答ＤＴＡＭ－ＰＭがこの要求を受け入れた場合、本パラメータ値は、Ｄ－ＩＮＩ

ＴＩＡＴＥ応答プリミティブの結果パラメータから導かれる。

7.1.1.1.4.3　結果ソース

　エディタにより提供される。

7.1.1.1.4.4　セッション要求

　本パラメータはＡ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ要求及び指示プリミティブのそれと同じ値をもつ。

7.1.1.1.4.4　セッション接続識別子

　本パラメータはＡ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ指示プリミティブのそれと同じ値をもつ。

アソシエーション応答ＤＴＡＭ－ＰＭはＡ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ指示プリミティブの発呼ＳＳ－ユーザ参

照値をそのまま被呼ＳＳ－ユーザ参照として戻す。

7.1.1.2　アソシエーション解放手順

　アソシエーション解放手順は、その基礎となるＡＣＳＥアソシエーション解放と同時に行なわれる。

7.1.1.2.1　直接マッピングされるパラメータ

　Ｄ－ＴＥＲＭＩＮＡＴＥサービスプリミティブの以下のパラメータは、Ａ－ＲＥＬＥＡＳＥサービスプ

リミティブのこれに対応するパラメータに直接マッピングされる。

(1) ユーザデータ（ユーザ情報上の）

7.1.1.2.2　未使用パラメータ

　Ａ－ＲＥＬＥＡＳＥサービスプリミティブの以下のパラメータは使用しない。

(1) 理　由

7.1.1.2.3　Ａ－ＲＥＬＥＡＳＥ応答及び確認プリミティブのその他のパラメータ使用

7.1.1.2.3.1　結　果

本パラメータの値は肯定的（Affirmative）である。

7.1.1.3　アソシエーション- 提供者- 強制終了

　Ａ－Ｐ－ＡＢＯＲＴ指示プリミティブパラメータの使用はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ.2１７で定義する。
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7.1.1.4 アソシエーション－ユーザ－強制終了手順

　アソシエーションユーザ強制終了手順は、基礎となるＡＣＳＥアソシエーション強制終了と同時に起こ

る。

7.1.1.4.1 Ａ－ＡＢＯＲＴ要求及び指示プリミティブパラメータの使用

7.1.1.4.1.1 強制終了ソース

　本パラメータ値は“リクエスタ”である。

7.1.1.4.1.2 ユーザ情報

　本パラメータ値はＤＡＢ　ＡＰＤＵである。

7.1.2　プレゼンテーションサービスへのマッピング

7.1.2.1 Ｐ－ＤＡＴＡ要求及び指示プリミティブパラメータの使用

7.1.2.1.1　ユーザデータ

　本パラメータによって以下のＤＴＡＭ　ＡＰＤＵを転送する。

　　(a) Ｄ－ＣＲＥＡＴＥ　ＡＰＤＵ

　　(b) Ｄ－ＤＥＬＥＴＥ　ＡＰＤＵ

　　(c) Ｄ－ＭＯＤＩＦＹ　ＡＰＤＵ

　　(d) Ｄ－ＣＡＬＬ　ＡＰＤＵ

7.1.2.2　Ｐ－ＴＹＰＥＤ－ＤＡＴＡ要求及び指示プリミティブパラメータの使用

7.1.2.2.1　ユーザデータ

　本パラメータによってＤ－ＴＹＰＥＤ－ＤＡＴＡ　ＡＰＤＵを転送する。

7.1.2.3　トークン要求手順

ＤＴＡＭユーザがＤ－ＴＯＫＥＮ－ＰＬＥＡＳＥサービスプリミティブを発行するとＰ－ＴＯＫＥＮ－

ＰＬＥＡＳＥが発行される。

7.1.2.3.1　Ｐ－ＴＯＫＥＮ－ＰＬＥＡＳＥ要求及び指示プリミティブパラメータの使用

　本パラメータはデータトークンの要求に対応した値をとる。

7.1.2.3.1.1　トークン

　応答するＤＴＡＭ－ＰＭのみが、データトークンを要求する。

7.1.2.3.1.2　ユーザデータ

　本パラメータによって、Ｄ－ＴＯＫＥＮ－ＰＬＳ　ＡＰＤＵを転送する。

7.1.2.4　トークン譲渡手順

　ＤＴＡＭユーザがＤ－ＴＯＫＥＮ－ＧＩＶＥサービスプリミティブを発行するとＰ－ＴＯＫＥＮ－ＧＩ

ＶＥが発行される。
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7.1.2.4.1　Ｐ－ＴＯＫＥＮ－ＧＩＶＥ要求及び指示プリミティブパラメータの使用

7.1.2.4.1.1　トークン

　本パラメータはデータトークンの譲渡に対応した値をとる。

7.1.2.5　能力データ交換手順

7.1.2.5.1　Ｐ－ＣＡＰＡＢ－ＤＡＴＡサービスパラメータの使用

7.1.2.5.1.1　ユーザデータ

　本パラメータによって以下のＤＴＡＭ　ＡＰＤＵを転送する。

(1) Ｄ－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹ－ＲＥＱ　ＡＰＤＵ

(2) Ｄ－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹ－ＲＥＳＰ　ＡＰＤＵ

7.2 プレゼンテーションとＲＴＳＥサービスへのマッピング

7.2.1 ＲＴＳＥサービスへのマッピング

　表７－３／ＪＴ－Ｔ４３３は、プレゼンテーションとＲＴＳＥサービスへのマッピングの概要を示して

いる。



ＪＴ－Ｔ４３３ － 56 －

表７－３／ＪＴ－Ｔ４３３

プレゼンテーション及びＲＴＳＥサービスへのマッピング概要

機能単位 サービスプリミティブ プロトコル要素

（ＰＤＵ）

ＲＴＳＥ、ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ

にﾏｯﾋﾟﾝｸﾞされる DTAM PDU

アソシエー

ション

使用制御

D-INITIATE 要求/指示

応答/確認

D-TERMINATE 要求/指示

応答/確認

D-U-ABORT 応答/確認

D-P-ABORT 指示

D-INITIATE-REQ PDU

D-INITIATE-RESP PDU

D-TERMINATE-REQ PDU

D-TERMINATE-RESP PDU

None

None

RT-OPEN 要求/指示

RT-OPEN 応答/確認

RT-CLOSE 要求/指示

RT-CLOSE 応答/確認

RT-U-ABORT 要求/指示

RT-P-ABORT 指示

能　力 D-CAPABILITY 要求/指示

応答/確認

D-CAPABILITY-REQ PDU

D-CAPABILITY-RESP PDU

P-CAPAB-DATA 要求/指示

P-CAPAB-DATA 応答/確認

ドキュメン

ト

バルク転送

D-TRANSFER 要求

指示

確認

None

None

None

RT-TRANSFER 要求

指示

確認

トークン

制御

D-TOKEN-PLS 要求/指示

D-CONTROL-GIVE要求/指示

None

None

RT-TURN-PLEASE 要求/指示

RT-TURN-GIVE 要求/指示
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7.2.1.1 アソシエーション設定手順（ＲＴ－ＯＰＥＮ上へのマッピング）

　アソシエーション設定手順は、基礎となるＲＴＳＥのＲＴ－ＯＰＥＮ手順によって同時に行われる。

7.2.1.1.1 直接マッピングされるパラメータ

　Ｄ－ＩＮＩＴＩＡＴＥサービスプリミティブの以下のパラメータは、ＲＴ－ＯＰＥＮサービスプリミテ

ィブの対応するパラメータに直接マッピングされる。

　(1) アプリケーションコンテキスト名

　(2) 発呼ＡＰタイトル

　(3) 発呼ＡＰインボケーション識別子

　(4) 発呼ＡＥクオリファイア

　(5) 発呼ＡＥインボケーション識別子

　(6) 被呼ＡＰタイトル

　(7) 被呼ＡＰインボケーション識別子

　(8) 被呼ＡＥクオリファイア

　(9) 被呼ＡＥインボケーション識別子

　(10)応答ＡＰタイトル

　(11)応答ＡＰインボケーション識別子

　(12)応答ＡＥクオリファイア

　(13)応答ＡＥインボケーション識別子

　(14)発呼プレゼンテーションアドレス

　(15)被呼プレゼンテーションアドレス

　(16)応答プレゼンテーションアドレス

　(17)プレゼンテーション・コンテキスト定義リスト

　(18)プレゼンテーション・コンテキスト定義結果リスト

　(19)デフォルト・プレゼンテーション・コンテキスト名（注）

　(20)デフォルト・プレゼンテーション・コンテキスト結果（注）

注）　本パラメータの使用は継続検討。

7.2.1.1.2 他のＲＴ－ＯＰＥＮ要求と指示プリミティブパラメータの使用

7.2.1.1.2.1 モード

　本パラメータは、ＲＴ－ＯＰＥＮ要求プリミティブの中のアソシエーションの要求元によって与えられ、

“ノーマルモード”の値を持つ。

7.2.1.1.2.2 ユーザ情報

ＲＴ－ＯＰＥＮ要求と指示プリミティブの両方に対して、ユーザ情報パラメータはＤ－ＩＮＩＴＩＡＴ

Ｅ－ＲＥＱ　ＡＰＤＵを運ぶために使用される。

7.2.1.1.2.3 ダイアログモード

　本パラメータは、ＲＴ－ＯＰＥＮ要求プリミティブの中のアソシエーションのリクエスタによって与え

られ、“双方向交互のインタラクション”の値を持つ。
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7.2.1.1.2.4 初期ターン

　本パラメータは、ＲＴ－ＯＰＥＮ要求プリミティブの中のアソシエーションのリクエスタによってアソ

シエーションイニシエータまたはアソシエーションレスポンダに初期トークン（ターン）を設定するため

に与えられる。本パラメータの値は、Ｄ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ要求プリミティブの中の“初期トークンの割

当”パラメータから転送される。

7.2.1.1.2.5 他のパラメータ

注－“セッション要求”パラメータの中のセッション能力データ機能単位の使用を選択することは必要で

あるが、本パラメータはＲＴＳＥにより設定され、ＤＴＡＭからは見えない。Ａ－ＡＳＳＯＣＩＡＴＥ要

求プリミティブの“セッション要求”パラメータが、セッション能力データ機能単位を選択するための適

当な値を含むことを明確にすることはＤＴＡＭインプリメンタの責任である。

7.2.1.1.3 他のＲＴ－ＯＰＥＮ応答及び確認プリミティブパラメータの使用

7.2.1.1.3.1 ユーザ情報

　本パラメータは、アプリケーションアソシエーションがＲＴＳＥサービス提供者によって受け入れられ

る場合のみ関連を持つ。

　ＲＴ－ＯＰＥＮ応答及び確認プリミティブの両方に対して、アプリケーションアソシエーションがアソ

シエーション応答ＤＴＡＭ－ＰＭによって受け入れられるか拒否されるかに係わらず、ユーザ情報パラメ

ータはＤ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ－ＲＥＳＰＡＰＤＵを運ぶために使用される。

7.2.1.1.3.2 結　果

　後で提供される。

7.2.1.1.3.3 結果ソース

　後で提供される。

7.2.1.2 アソシエーション解放手順（ＲＴ－ＣＬＯＳＥへのマッピング）

　アソシエーション解放手順は、基礎となるＲＴ－ＣＬＯＳＥ手順により同時に行なわれる。発呼ＤＴＡ

Ｍ－ＰＭだけがＲＴ－ＣＬＯＳＥ要求を発行できる。

7.2.1.2.1 直接マッピングされるパラメータ

　Ｄ－ＴＥＲＭＩＮＡＴＥサービスプリミティブの以下のパラメータが、ＲＴ－ＣＬＯＳＥサービスプリ

ミティブの対応するパラメータに直接マッピングされる。

1) ユーザデータ（ユーザ情報上の）

7.2.1.2.2 他のＲＴ－ＣＬＯＳＥ応答及び確認プリミティブパラメータの使用

　他のパラメータは使用されない。

7.2.1.3 アソシエーション－提供者－強制終了手順

　ＲＴ－Ｐ－ＡＢＯＲＴ指示プリミティブパラメータの使用は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１８に定義されて

いる。
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7.2.1.4 アソシエーション－ユーザ－強制終了手順

　アソシエーションユーザ強制終了手順は、基礎となるＲＴＳＥユーザ強制終了手順によって同時に行わ

れる。全てのＤ－Ｕ－ＡＢＯＲＴサービスパラメータはＲＴ－Ｕ－ＡＢＯＲＴサービスに直接マッピング

される。

7.2.1.5 転送手順（ＲＴ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ上へのマッピング）

　転送手順は、基礎となるＲＴ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ手順によって同時に行われる。ＤＴＡＭ－ＰＭは、タ

ーン（トークン）を所有し、かつ、未処理のＲＴ－ＣＯＮＦＩＲＭプリミティブがない場合にだけ、ＲＴ

－ＴＲＡＮＳＦＥＲ要求プリミティブを発行できる。

7.2.1.5.1 ＲＴ－ＴＲＡＮＳＦＥＲサービスプリミティブパラメータの使用

　以下のＤ－ＴＲＡＮＳＦＥＲサービスプリミティブが、ＲＴ－ＴＲＡＮＳＦＥＲサービスプリミティブ

の対応するパラメータにマッピングされる。

7.2.1.5.1.1 ドキュメント情報

　ドキュメント情報の値は、ＲＴ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ要求プリミティブのＡＰＤＵパラメータにマッピン

グされるべきである。

7.2.1.5.1.2 転送時間

　転送時間の値は、ＲＴ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ要求プリミティブの転送時間パラメータに直接マッピングさ

れるべきである。

7.2.1.5.1.3 結　果

　結果の値は、ＲＴ－ＴＲＡＮＳＦＥＲ要求プリミティブの結果パラメータに直接マッピングされるべき

である。

7.2.1.6 トークン要求手順

　ＤＴＡＭユーザがＤ－ＴＯＫＥＮ－ＰＬＥＡＳＥサービスプリミティブを発行すると、結果としてＲＴ

－ＴＵＲＮ－ＰＬＥＡＳＥとなる。

7.2.1.6.1 ＲＴ－ＴＵＲＮ－ＰＬＥＡＳＥ要求及び指示プリミティブパラメータの使用

　本パラメータは、要求するデータトークンに対応した値をとる。

7.2.1.6.1.1 優先度

　優先度の値は、ＲＴ－ＴＵＲＮ－ＰＬＥＡＳＥサービスプリミティブの優先度パラメータにマッピング

されるべきである。

7.2.1.7 制御譲渡手順

　ＤＴＡＭユーザがＤ－ＣＯＮＴＲＯＬ－ＧＩＶＥサービスプリミティブを発行したとき、これは結果と

してＲＴ－ＴＵＲＮ－ＧＩＶＥとなる。これにより、リクエスタからレスポンダに全てのトークンを移動

する。
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7.2.1.7.1 ＲＴ－ＴＵＲＮ－ＧＩＶＥ要求及び指示プリミティブパラメータの使用

　ＲＴ－ＴＵＲＮ－ＧＩＶＥサービスプリミティブにはパラメータはない。全てのトークンは自動的に他

のＤＴＡＭ－ＰＭに移される。

7.2.2 プレゼンテーションサービスへのマッピング

7.2.2.1 能力データ交換手順

7.2.2.1.1 Ｐ－ＣＡＰＡＢ－ＤＡＴＡサービスパラメータの使用

7.2.2.1.1.1 ユーザデータ

　本パラメータにより以下のＤＴＡＭ　ＡＰＤＵが運ばれる。

　a) Ｄ－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹ－ＲＥＱ　ＡＰＤＵ

　b) Ｄ－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹ－ＲＥＳＰ　ＡＰＤＵ

7.3 透過モードにおけるセッションサービス（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ.2１５）へのマッピング

本節では、セッションサービスを用いてＤＴＡＭ－ＰＭがＡＰＤＵを転送する方法を定義する。表７－

４／ＪＴ－Ｔ４３３はセッションへのマッピングの概要を示す。
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表７－４／ＪＴ－Ｔ４３３

ＤＴＡＭサービスプリミティブ／プロトコルのセッションサービスへのマッピング

機能単位 サービスプリミティブ プロトコル要素

（ＰＤＵ）

ＤＴＡＭ ＰＤＵのセッショ

ンサービスへのマッピング

アソシエーシ

ョン

使用制御

D-INITIATE    要求/ 指示

              応答/ 確認

D-TERMINATE   要求/ 指示

              応答/ 確認

D-U-ABORT     応答/ 確認

D-P-ABORT     指示

 D-INITIATE-REQ PDU

 D-INITIATE-RESP PDU

 None

 None

 None

 None

S-CONNECT       要求/ 指示

S-CONNECT       応答/ 確認

S-RELEASE       要求/ 指示

S-RELEASE       応答/ 確認

S-U-ABORT       要求/ 指示

S-P-ABORT       指示

能力 D-CAPABILITY  要求/ 指示

              応答/ 確認

 D-CAPABILITY-REQ PDU

 D-CAPABILITY-RESP PDU

S-CAPAB-DATA    要求/ 指示

S-CAPAB-DATA    応答/ 確認

ドキュメント

バルク転送

D-TRANSFER    要求

              指示

              確認

 None

 None

 None

 -user-exception

 report

 -provider-exception-

 report

S-ACT-START/RESUME

                要求/ 指示

S-DATA          要求/ 指示

S-MINOR-SYNC    要求/ 指示

S-MINOR-SYNC    確認/ 応答

S-ACT-END/DCD/INT 要求/指示

S-ACT-END/DCD/INT 確認/応答

S-U-EXCEPTION-REPORT

                要求/ 表示

S-P-EXCEPTION-REPORT 指示

トークン制御 D-CONTROL-GIVE 要求/ 指示

D-TOKEN-PLS    要求/ 指示

 None

 None

S-CONTROL-GIVE  要求/ 指示

S-TOKEN-PLS     要求/ 指示
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7.3.1　ＤＴＡＭアソシエーション設定手順

　アソシエーション設定手順は基礎となるセッション接続の設定と同時に行なわれる。

7.3.1.1　直接マッピングされるパラメータ

　Ｄ－ＩＮＩＴＩＡＴＥサービスプリミティブのパラメータでＳ－ＣＯＮＮＥＣＴサービスプリミティブ

の対応するパラメータに直接マッピングされるものは無い。

7.3.1.2　Ｓ－ＣＯＮＮＥＣＴ要求および指示プリミティブの他のパラメータの使用

7.3.1.2.1　ユーザ情報

　Ｓ－ＣＯＮＮＥＣＴ要求および指示プリミティブの両方に対して、ユーザ情報パラメータはＤ－ＩＮＩ

ＴＩＡＴＥ－ＲＥＱ　ＡＰＤＵを運ぶために使用される。

7.3.1.2.2　セッション要求

　本パラメータは表７－５／JT－T433 に示すようにＤ－ＩＮＩＴＩＡＴＥサービスプリミティブの中の

“テレマティック要求パラメータ”を用いて、機能単位を選択するために要求側ＤＴＡＭ－ＰＭによりセ

ットされる。

表７－５／ＪＴ－Ｔ．４３３　セッション要求へ／からのマッピング

テレマティック要求 機能単位

カーネル カーネル機能単位

トークン制御 半二重機能単位

能力 能力データ交換機能単位

バルク転送 小同期機能単位

アクテイビティ管理機能単位

例外機能単位
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7.3.1.2.3　セッション参照

　起動側ＤＴＡＭ－ＰＭセッション接続をユニークに識別するために用いられるセッション接続識別子を

提供する。本識別子は下記の要素で構成される。

　（１）　発呼端末の端末識別子

　（２）　日付と時間

　（３）　付加セッション参照番号（オプション）

　発呼端末の端末識別子は起動側ＤＴＡＭ－ＰＭにより、発呼ＳＳユーザ参照として伝送される。日付・

時間および付加的なセッション参照番号はＳ－ＣＯＮＮＥＣＴプリミティブのパラメータの中で伝送され

る。

　各要素は、存在するときは、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｆ．２００を基礎とする適切なタイプのデータ要素を含む。

7.3.1.2.4　サービス識別子

　起動側ＤＴＡＭ－ＰＭは、テレマティクスサービスを指定する値“１”を持つサービス識別子を出さな

ければならない。

7.3.1.2.5　非基本セッション能力

　起動側ＤＴＡＭ－ＰＭは、非基本セッション能力を提供してもよい。

非基本セッション能力はこのプリミティブ送出端末の受信能力として利用できる非基本セッション能力を

指定するために用いられる。本パラメータは下記の要素でなっている。

　（１）　種々のセッション能力

　（２）　ウィンドウサイズ

　要求されるチェックポイントウィンドウパラメータは、転送の各方向に対して確認されないで残ってい

るチェックポイントの最大の数を示す。チェックポイントは、ドキュメントの送り手だけが挿入する。本

パラメータの値は、後に続くターミネーションの理由となるかもしれない。サービスの継続は、この制限

内に受信側として動作するエンティティが確認を返すことによってのみ保証される。ウィンドウサイズは、

そのエンティティが受信エンティティであるときに最大値となるよう、各エンティティによって独立に指

定される。ネゴシエーションはない。データ転送の各方向に対する値は、同じである必要はない。本パラ

メータ値は正数である。

7.3.1.2.6　無通信監視タイマー

　起動側ＤＴＡＭ－ＰＭは、無通信監視タイマーの値をネゴシエーションすることに利用してもよい。デ

フォルト値は６０秒である。

7.3.1.3　他のＳ－ＣＯＮＮＥＣＴ応答および確認プリミティブパラメータの使用

7.3.1.3.1　ユーザ情報

　本パラメータは、もしアプリケーションアソシエーションがセッションサービス提供者によって受け入

れられた時のみ関連を持つ。Ｓ－ＣＯＮＮＥＣＴの応答および確認プリミティブの両方について、もしア

プリケーションアソシエーションがＤＴＡＭ－ＰＭの応答により受け入れられるか、又は拒否されたらユ

ーザ情報パラメータはＤ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ－ＲＥＳＰ　ＡＰＤＵを運ぶために使用される。

7.3.1.3.2　結　果

　Ｓ－ＣＯＮＮＥＣＴ応答プリミティブに対して、結果パラメータは下記に示すようにアソシエーション
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応答ＤＴＡＭ－ＰＭにより設定される。

（１）アソシエーション応答ＤＴＡＭ－ＰＭがＳ－ＣＯＮＮＥＣＴ指示プリミティブの中にエラーを検出

した（例えば、セッションユーザデータが無い）とき、アソシエーション応答ＤＴＡＭ－ＰＭはアプ

リケーションアソシエーションを拒否する。本パラメータの値は“拒否”にセットされる。

（２）もし、アソシエーション応答ＤＴＡＭ－ＰＭが要求を受け入れると、本パラメータの値は表７－６

／ＪＴ－Ｔ４３３に示すＤ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ応答プリミティブの結果パラメータから導かれる。

　Ｓ－ＣＯＮＮＥＣＴ確認プリミティブに対して、結果パラメータは下記に示すアソシエーション応答Ｄ

ＴＡＭ－ＰＭにより設定される。

（１）アソシエーション要求（起動）ＤＴＡＭ－ＰＭが結果パラメータ“拒否”と共にＳ－ＣＯＮＮＥＣ

Ｔ確認プリミティブを受信したとき、アソシエーション要求側ＤＴＡＭ－ＰＭは結果パラメータ“応

答側ＤＴＡＭ－ＰＭによる拒否”と共にＤ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ確認プリミティブをアソシエーション

要求側ＤＴＡＭユーザに発行する。

（２）アソシエーション要求側ＤＴＡＭ－ＰＭが結果パラメータ“受け入れ”と共にＳ－ＣＯＮＮＥＣＴ

確認プリミティブを受信したとき、アソシエーション要求側ＤＴＡＭ－ＰＭは結果パラメータ“受け

入れ”と共にＤ－ＩＮＩＴＩＡＴＥ確認プリミティブをアソシエーション要求側ＤＴＡＭユーザに発

行する。

表７－６／ＪＴ－Ｔ４３３　結果パラメータマッピング

　　　　　　　　　　　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ.4３３）

D-INITIATE 応答 S-CONNECT 応答／確認 D-INITIATE 確認

受け入れた 受け入れ 受け入れた

何らかの理由により

拒否された

拒　否 DTAM-PM 応答により

拒否された

DTAM-PM 応答により

拒否された

拒　否 DTAM-PM 応答により

拒否された

7.3.1.3.3　セッション要求

　本パラメータはＳ－ＣＯＮＮＥＣＴ要求および指示プリミティブ中の値と同じ値を持つ。

7.3.1.3.4　セッション参照

　本パラメータはＳ－ＣＯＮＮＥＣＴ指示プリミティブ中の値と同じ値を持つ。Ｓ－ＣＯＮＮＥＣＴ指示

プリミティブの発呼端末の端末識別子は応答側ＤＴＡＭ－ＰＭにより、被呼端末の端末識別子として返送

される。

7.3.1.3.5　サービス識別子

　本パラメータはＳ－ＣＯＮＮＥＣＴ要求および指示プリミティブ中の値と同じ値を持つ。

7.3.1.3.6　非基本セッション能力

　応答側ＤＴＡＭ－ＰＭは非基本セッション能力を提供する。非基本セッション能力は、本プリミティブ

の送出側の受信能力として可能な非基本セッション能力を規定する。
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　本パラメータはＳ－ＣＯＮＮＥＣＴ要求および指示プリミティブの中のものと同様な構成である。

7.3.1.3.7　無通信監視タイマー

　応答側ＤＴＡＭ－ＰＭは本パラメータを無通信監視タイマーをネゴシエーションすることに使ってもよ

い。

7.3.2　アソシエーション解放手順

　アソシエーション解放手順は基礎とするセッション接続の解放と同時に起こる。セッション接続解放サ

ービスパラメータにマッピングされるＤ－ＴＥＲＭＩＮＡＴＥサービスパラメータは無い。

7.3.3　アソシエーション－提供者－強制終了手順

　Ｓ－Ｐ－ＡＢＯＲＴ指示プリミティブパラメータの使用は ITU-T 勧告Ｘ.2１５に定義されている。

7.3.4　アソシエーション－ユーザ－強制終了手順

　アソシエーションユーザ終了手順は基となるセッションアボードと同時に起こる。

全てのＤ－Ｕ－ＡＢＯＲＴサービスパラメータはＳ－Ｕ－ＡＢＯＲＴに直接マッピングされる。

7.3.5　転送手順

7.3.5.1　Ｓ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＳＴＡＲＴ要求および指示プリミティブパラメータの使用

7.3.5.1.1　ドキュメント参照番号（アクティビティ識別子）

　要求側ＤＴＡＭ－ＰＭは現セッションでの次ドキュメント参照番号（アクティビティ識別子）を割り当

て、供給しなければならない。ＤＴＡＭ－ＰＭは、Ｄ－ＴＲＡＮＳＦＥＲサービス中の“ドキュメント参

照番号”のパラメータと、Ｓ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＳＴＡＲＴ要求および指示プリミティブ中の“ドキュ

メント参照番号（アクティビティ識別子）”のパラメータの間のマッピングを管理しなければならない。

7.3.5.1.2　ドキュメントタイプ識別子

　本パラメータはユーザオプションであり、詳細な使用方法は今後の検討課題である。

7.3.5.1.3　サービスインタワーキング識別子

　本パラメータはユーザオプションであり、詳細な使用方法は今後の検討課題である。

7.3.5.1.4　ユーザデータ

　本パラメータはＤＴＡＭ能力を呼び出すことにのみ使用される。ドキュメント情報に含まれるドキュメ

ントプロファイル中の“ドキュメント特性”のパラメータに基づくＤＴＡＭ－ＰＭによって作成される情

報は図７－１／ＪＴ－Ｔ４３３に示すように運ばれる。
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　　　　　図７－１／ＪＴ－Ｔ４３３　 S-ACTIVITY-START/RESUME 中のユーザデータ

　　　　　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ.4３３）

 S－ACTIVITY－START －user－data：：＝ CHOICE

                ｛［４］ IMPLICIT DocumentCharacteristics ｝

DocumentCharacteristics       ：：＝ SET｛

  documentApplicationProfile  ：：＝ CHOICE ｛

                                   ［０］IMPLICIT OCTET STRING

                                   --‘01’H Non-DocumentApplicationProfile

                                   --‘02’H DocumentApplicationProfile T.503

                                   --‘03’H DocumentApplicationProfile T.501

                                   --その他の値は TTC 標準 JT-T563 で割り当てられる

                                   ［４］IMPLICIT SET OF OBJECT IDENTIFIER ｝

  documentArchitectureClass        ［１］IMPLICIT OCTET STRING OPTIONAL,

                                   --‘00’H は FDA を意味する

 nonBasicDocumentCharacteristics   ［２］IMPLICIT NonBasicDocumentCharacteristics

                                         OPTIONAL

 nonBasicStructuralCharacteristics  [３] IMPLICIT

                                         NonBasicStructuralCharacteristics

                                         OPTIONAL

 fileTransferCapabilities           [10] IMPLICIT FileTransferCapabilities

                                         OPTIONAL｝

NonBasicDocumentCharacteristics ：：＝ SET｛

  commentsCharacterSets            ［１］IMPLICIT OCTET STRING OPTIONAL,

                                   -- escape sequences 列

  pageDimensions                   ［２］IMPLICIT SET OF

                                          Dimension-Pair OPTIONAL,

  ra-gr-coding-attributes          ［３］IMPLICIT SET OF

                                          Ra-Gr-Coding-Attribute OPTIONAL,

                                   -- Ra-Gr-Coding-Attribute は ITU-T 勧告 T.415

                                   --で定義される｝

  ra-gr-presentation-features      ［４］IMPLICIT SET OF

                                          Ra-Gr-Presentation-Features OPTIONAL,

                                   -- Ra-Gr-Presentation-Features は ITU-T 勧告

                                   --T.415 で定義される｝

 NonBasicStructuralCharacteristics  ：：＝ SET｛

 numberOfObjectsPerPage            ［０］IMPLICIT INTEGER OPTIONAL ｝

7.3.5.2　Ｓ－ＤＡＴＡ要求および指示プリミティブパラメータの使用

　ドキュメント情報は、セグメント境界が小同期点と一致するようなセグメントに分割される。各セグメ

ントは、完全な数の交換データ要素から成っている。ファイル転送の場合には、ユーザによって指示され

たセグメントの大きさに細分されるデータから成っている。各セグメントの交換データ要素は、ＩＴＵ－
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Ｔ勧告Ｔ．２０９で定義される基本符号化規則を用いて符号化される。各セグメントの符号化された交換

データ要素は、連結され、符号化セグメントを形成する。

7.3.5.2.1　ユーザデータ

　交換データ要素のセグメントはユーザデータによって運ばれる。

　注：　いくつかのＤＴＡＭ－ＰＭは以下の動作のどれかを行う。

（１）ドキュメント情報を送るときに要求側ＤＴＡＭ－ＰＭは、ドキュメント情報の先頭に位置するドキ

ュメントプロファイルを消すかもしれない。

（２）ドキュメント情報を受けるときに応答側ＤＴＡＭ－ＰＭは、ドキュメントプロファイルを再生起さ

せ、それをＳ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＳＴＡＲＴ指示のユーザデータに基づくドキュメント情報の先頭

に付加するかもしれない。

7.3.5.3　Ｓ－ＭＩＮＯＲ－ＳＹＮＣＨＲＯＮＩＺＥサービスパラメータの使用

7.3.5.3.1　タイプ

　ＤＴＡＭ－ＰＭは小同期の“explicit confirmation expected”型のみを使用する。

7.3.5.3.2　同期点通し番号（チェックポイント参照番号）

　セッションサービス提供者はチェックポイント通し番号を割り当て、それらの番号を送出されるデータ

と共に要求および応答側ＤＴＡＭ－ＰＭに流す。

7.3.5.4　Ｓ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＥＮＤサービスパラメータの使用

7.3.5.4.1　同期点通し番号（チェックポイント参照番号）

　大同期点の通し番号はセッションサービス提供者によって割り当てられ、両方のＤＴＡＭ－ＰＭに渡さ

れる。このパラメータはＤ－ＴＲＡＮＳＦＥＲサービス中のパラメータ“同期点”へマッピングしたり、

パラメータからマッピングされたりする。

7.3.6　トークン要求手順

　ＤＴＡＭユーザがＤ－ＴＯＫＥＮ－ＰＬＥＡＳＥサービス・プリミティブを発行したとき、これはＳ－

ＴＯＫＥＮ－ＰＬＥＡＳＥとなる。

7.3.6.1　Ｓ－ＴＯＫＥＮ－ＰＬＥＡＳＥ要求及び、指示プリミティブパラメータの使用

7.3.6.1.1　トークン

　応答側のＤＴＡＭ－ＰＭ（ドキュメントの受信側）はデータトークンだけを要求する。

7.3.7　制御譲渡手順

　ＤＴＡＭユーザがＤ－ＣＯＮＴＲＯＬ－ＧＩＶＥサービスプリミティブを発行したとき、これはＳ－Ｃ

ＯＮＴＲＯＬ－ＧＩＶＥとなる。これにより、リクエスタからレスポンダへ、すべてのトークンを移動す

る。

7.3.7.1　Ｓ－ＣＯＮＴＲＯＬ－ＧＩＶＥ要求及び、指示プリミティブの使用

　Ｓ－ＣＯＮＴＲＯＬ－ＧＩＶＥサービス・プリミティブにはパラメータはない。
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7.3.8　能力データ交換手順

7.3.8.1　Ｓ－ＣＡＰＡＢ－ＤＡＴＡサービスパラメータの使用

7.3.8.1.1　ユーザデータ

　このパラメータで以下のＤＴＡＭ　ＡＰＤＵを転送する。

　　　１　Ｄ－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹ－ＲＥＱ　ＡＰＤＵ；

　　　２　Ｄ－ＣＡＰＡＢＩＬＩＴＹ－ＲＥＳＰ　ＡＰＤＵ．

7.3.8.1.2　無通信監視タイマ

　起動側あるいは応答側のＤＴＡＭ－ＰＭは無通信監視タイマ値をネゴシエーションするために、このパ

ラメータを使用できる。

7.3.8.1.3　メモリ容量

　起動側あるいは応答側のＤＴＡＭ－ＰＭは通信に使用するメモリの大きさをネゴシエーションするため

に、メモリ容量を使用できる。

けれども、透過モードでのいくつかのアプリケーションにおいて、このパラメータは受信側へ“メモリ

容量を要求する”と示すために送信側ＤＴＡＭ－ＰＭより使用される。受信側ＤＴＡＭ－ＰＭは、ＩＴＵ

－Ｔ勧告Ｔ．７３に基づいて実装された機器との互換性を保つために、このメモリ容量を提供できるか否

かを応答するために、このパラメータを使用する。

7.3.9　ユーザ例外報告手順

7.3.9.1　Ｓ－Ｕ－ＥＸＣＥＰＴＩＯＮ－ＲＥＰＯＲＴサービスパラメータの使用

7.3.9.1.1　理　由

　このパラメータにより、以下の内から１つの理由を規定できる。

　　１　不特定エラー

　　２　一時的にセッションの開設あるいは、継続不能（受信能力不可）

　　３　シーケンスエラー

　　４　回復不可能手順エラー

　　５　ローカルＳＳ－Ｕｓｅｒエラー

7.3.10　提供者例外報告手順

7.3.10.1　Ｓ－Ｐ－ＥＸＣＥＰＴＩＯＮ－ＲＥＰＯＲＴサービスパラメータの使用

7.3.10.1.1　理　由

　このパラメータにより、以下の内から１つの理由を規定できる。

　　１　プロトコルエラー

7.3.11　転送中断手順

7.3.11.1　Ｓ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＩＮＴＥＲＲＵＰＴサービスパラメータの使用

7.3.11.1.1　理　由

　このパラメータにより、Ｓ－Ｕ－ＥＸＣＥＰＴＩＯＮ－ＲＥＰＯＲＴサービス・プリミティブに示した

理由の内から１つの理由を規定できる。
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7.3.12　転送廃棄手順

7.3.12.1　Ｓ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＤＩＳＣＡＲＤサービスパラメータの使用

7.3.12.1.1　理　由

　このパラメータにより、Ｓ－Ｕ－ＥＸＣＥＰＴＩＯＮ－ＲＥＰＯＲＴサービス・プリミティブに示した

理由の内から１つの理由を規定できる。

7.3.13　転送ユーザ回復手順

7.3.13.1　Ｓ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＲＥＳＵＭＥサービスパラメータの使用

7.3.13.1.1　ドキュメント参照番号（アクティビティ識別子）

　要求側のＤＴＡＭ－ＰＭは、現在のセッションにおける、次のドキュメント参照番号（アクティビティ

識別子）を割り当て、送出しなければならない。

7.3.13.1.2　旧ドキュメント参照番号

　要求側のＤＴＡＭ－ＰＭは、Ｓ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＳＴＡＲＴ要求プリミティブで示された、以前に

中断したアクティビティに対する旧ドキュメント参照番号（元のアクティビティ識別子）を示さなければ

ならない。

7.3.13.1.3　チェックポイント通し番号

　要求側のＤＴＡＭ－ＰＭは、中断したアクティビティで、最後に確認されたチェックポイントの通し番

号を明示する。セッションのサービス提供者は現在のセッションの通し番号を、この値に設定する。以前

に確認されたチェックポイントがないときは、アクティビティは継続できない。要求側のＤＴＡＭ－ＰＭ

はＳ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＤＩＳＣＡＲＤ要求プリミティブの後に、　Ｓ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＲＥＳＵ

ＭＥ要求プリミティブ（同期点通し番号をゼロにセット）を送出しなければならない。

　このパラメータはＤ－ＴＲＡＮＳＦＥＲサービスの“同期点”のパラメータに対応する。

7.3.13.1.4　旧セッション参照

　要求側のＤＴＡＭ－ＰＭは、アクティビティを開始したセッションコネクションのセッション参照を明

示する。前のセッションコネクションのセッション参照として、このパラメータ内の発呼及び着呼端末識

別子、共通参照並びに、オプションである付加参照情報を送信する。

7.3.13.1.5　ドキュメントタイプ識別子

このパラメータはユーザのオプショナルであり、詳細な使用方法は、今後の検討課題である。

7.3.13.1.6　サービスインターワーキング識別子

　このパラメータはユーザのオプショナルであり、詳細な使用方法は、今後の検討課題である。

7.3.13.1.7　ユーザデータ

　このパラメータはＳ－ＡＣＴＩＶＩＴＹ－ＳＴＡＲＴサービスパラメータのユーザデータと同一のフォ

ーマットである。
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８．ＡＰＤＵの抽象構文定義

8.1　ノーマルモードにおけるＡＰＤＵの抽象構文定義

　本抽象構文は ITU-T 勧告 X.208 で定義される ASN.1 の表記法により記述される。

DTAM-APDU｛ccitt recommendation tseries(20) dtam(433) apdus(0)｝DEFINITIONS::=

BEGIN

--プロローグ--

--全てをエキスポートする--

IMPORTS

--ODA--

DocumentProfileDescriptor,LayoutClassDescriptor,

TextUnit,LogicalClassDescriptor,LogicalObjectDescriptor,

LayoutStyleDescriptor,ODADocumentApplicationProfile,

NonBasicDocCharacteristics,NonBasicStrucCharacteristics,AdditionalDocCharacteristics

　FROM Interchange-Data-Elements｛joint-iso-ccitt 8 1 5 5 ｝

--オペレーショナル構造--

OperationalDescriptor,OperationalInformationIdentifier

--ITU-T 勧告 T.441 及び T.541 より--

dTAM APPLICATION-SERVICE-ELEMENT ::=｛ccitt recommendation tseries(20)

dtam(433) aseID(1) ｝

--APDU 定義--

〔１〕D-INITIATE-REQ 　　::=［ APPLICATION 10 ］IMPLICIT SEQUENCE

｛　 serviceClasses 　　　［０］IMPLICIT INTEGER OPTIONAL,

--このパラメータの使用は

--継続検討とする

 telematicRequirements 　　　［１］IMPLICIT BIT STRING

　　 ｛　　kernel (0),

capabilityManagement (1),

documentBulkTransfer (2),

typedDataTransmission (3),

documentUnconfirmedManipulation　 (4),

documentConfirmedManipulation　　 (5),

remoteDocumentAccess (6),

remoteDocumentManagement (7),

tokenControl (8),

exceptionReport (9) ｝,
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 applicationCapabilities 　　　［２］IMPLICIT SET OF ApplicationCapabilities,

 protocolVersion 　　　［３］IMPLICIT BIT STRING

｛　version-1 (0)　｝ OPTIONAL,

dTAMQOS 　　　［４］IMPLICIT BIT STRING OPTIONAL,

　　account　 　　　［５］IMPLICIT Account OPTIONAL,

　　 userInformation 　　　［８］OCTET STRING OPTIONAL

｝

 -- ITU-T 勧告 T.503 に対して OBJECT IDENTIFIER の登録を必要とする

 -- dTAMQOS 及び account パラメータは継続検討とする。

〔２〕D-INITIATE-RESP  ::=［APPLICATION 11］IMPLICIT SEQUENCE

｛　 telematicRequirements 　　　［０］IMPLICIT BIT STRING OPTIONAL,

 applicationCapabilities 　　　［１］IMPLICIT SET OF ApplicationCapabilities OPTIONAL,

 protocolVersion 　　　［２］IMPLICIT BIT STRING

｛　version-1 (0)　｝ OPTIONAL,

 dTAMQOS 　　　［３］IMPLICIT BIT STRING OPTIONAL,

 result 　　　［４］INTEGER

｛　 accepted (0),

 rejected by responder(reason-not-specified) (1),

 rejected by responder(protocolVersion-not-supported) (2),

 rejected by responder(DTAMQOS-not-supported) (3),

 rejected by responder(application-context-not-supported)　 (4),

 rejected by responding DTAM-PM (5) ｝,

 userInformation 　　　［７］OCTET STRING OPTIONAL

｝

〔３〕D-TERMINATE-REQ  ::=［APPLICATION 14］IMPLICIT SEQUENCE

｛　 userInformation 　　　［０］OCTET STRING OPTIONAL

｝

〔４〕D-TERMINATE-RESP ::=［APPLICATION 15］IMPLICIT SEQUENCE

｛　 charging 　　　［０］IMPLICIT Charging OPTIONAL,

 userInformation 　　　［１］OCTET STRING OPTIONAL

｝

〔５〕D-ABORT-REQ  ::=［APPLICATION 13］IMPLICIT SEQUENCE

｛　 aBORTSource 　　　［０］INTEGER
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｛　　requestor　 (0),

DTAMserviceProvider (1) ｝,

 aBORTReason 　　　［１］INTEGER

｛　　local-system-problem (0),

invalid-parameter (1),

unrecognized-activity (2),

temporary-problem (3),

protocol-error (4),

permanent-error (5),

transfer-completed (6) ｝,

 Reflected-parameter 　　　［２］IMPLICIT BIT STRING OPTIONAL,

-- abortReason が無効パラメータである場合にのみ、最大 8bit とする。

 userInformation 　　　［３］OCTET STRING OPTIONAL

｝

（注）DTAM バルク転送では使用しない。DTAM バルク転送（ノーマルモード）では、全ての D-ABORT

サービスパラメータは RT-ABORT に直接マッピングする。

〔６〕D-CAPABILITY-REQ  ::=［APPLICATION 23］IMPLICIT SEQUENCE

｛　 applicationCapabilities 　　　［０］Application Capabilities OPTIONAL,

 userInformation 　　　［２］OCTET STRING OPTIONAL

｝

〔７〕D-CAPABILITY-RESP  ::=［APPLICATION 24］IMPLICIT SEQUENCE

｛　 applicationCapabilities 　　　［０］IMPLICIT Application Capabilities OPTIONAL,

 capabilityResult 　　　［２］IMPLICIT Capability Result ,

 userInformation 　　　［３］OCTET STRING OPTIONAL

｝

 CapabilityResult  ::= INTEGER

｛　 confirmation-of-all-the-

 requestedCapabilities (0),

 a-list-of-the-requestedCapabilities　　 (1),

 a-complete-list-of-non-

 basicReceivingCapabilities (2),

 none-of-the-capabilities-requested-

 by-the-initiator (3) ｝
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〔８〕D-TYPED-DATA ::=［APPLICATION 16］CHOICE

｛　 NumericString,

 PrintableString,

 TeletexString,

 VideotexString,

 VisibleString,

 OctetString,

 IA5String,

 GraphicString　｝

〔９〕D-CREATE  ::=［APPLICATION 17］IMPLICIT SEQUENCE OF

CreateInformation

 CreateInformation ::= SEQUENCE

｛　　［０］IMPLICIT ParentObjectOrClassIdentifier OPTIONAL,

　　　［１］Object　｝

 ParentObjectOrClassIdentifier ::= ObjectOrClassIdentifier

 --ObjectOrClassIdentifier ::=　｛ ITU-T 勧告 T.415 参照　｝

 Object　 ::= CHOICE

｛　　［０］IMPLICIT DocumentProfileDescriptor,

　　　［１］IMPLICIT LayoutClassDescriptor,

　　　［２］IMPLICIT LayoutObjectDescriptor,

　　　［３］IMPLICIT TextUnit,

　　　［５］IMPLICIT LogicalClassDescriptor,

　　　［６］IMPLICIT LogicalObjectDescriptor,

　　　［７］IMPLICIT PresentationStyleDescriptor,

　　　［８］IMPLICIT LayoutStyleDescriptor,

 -- 上記の記述子及びテキストユニットは

 -- ITU-T 勧告 T.415 で定義される｝

［９］IMPLICIT OperationalDescriptor.

 -- 上記の記述子は

 -- ITU-T 勧告 T.441 で定義される。詳細は継続検討す

　 る。｝
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〔10〕D-DELETE ::=［APPLICATION 18］IMPLICIT DeleteInformation

 DeleteInformation ::= SEQUENCE OF CHOICE

｛　　［０］IMPLICIT ObjectOrClassIdentifier,

［１］IMPLICIT ContentPortionIdentifier,

 -- 上記の識別子は

 -- ITU-T 勧告 T.415 で定義される｝

［２］IMPLICIT OperationalInformationIdentifier

 -- 上記の識別子は

 -- ITU-T 勧告 T.441 で定義される。詳細は継続検討す

　る。｝

〔11〕D-MODIFY ::=［APPLICATION 19］IMPLICIT SEQUENCE OF

　 ModifyInformation

 ModifyInformation ::= SEQUENCE

｛　　［０］IMPLICIT CurrentObjectOrClassIdentifier OPTIONAL,

［１］Object　｝

 CurrentObjectOrClassIdentifier  ::= ObjectOrClassIdentifier

 --ObjectOrClassIdentifier ::=｛ ITU-T 勧告 T.415　参照　｝

 Object　 ::= CHOICE

｛　　［０］IMPLICIT DocumentProfileDescriptor,

［１］IMPLICIT LayoutClassDescriptor,

［２］IMPLICIT LayoutObjectDescriptor,

［３］IMPLICIT TextUnit,

［５］IMPLICIT LogicalClassDescriptor,

［６］IMPLICIT LogicalObjectDescriptor,

［７］IMPLICIT PresentationStyleDescriptor,

［８］IMPLICIT LayoutStyleDescriptor,

 -- 上記の記述子及びテキストユニットは

 -- ITU-T 勧告 T.415 で定義される｝

［９］IMPLICIT OperationalDescriptor,

 -- 上記の記述子は

 -- ITU-T 勧告 T.441 で定義される。詳細は継続検討す

　る。｝

〔12〕D-CALL ::=［APPLICATION 20］IMPLICIT CALLInformation
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 CALLInformation ::= SEQUENCE OF CHOICE

｛　　［０］IMPLICIT OperationalInformationIdentifier

 -- 上記の記述子は

 -- ITU-T 勧告 T.441 及び T.541 で定義される｝

〔13〕D-REBUILD  ::=［APPLICATION 21］IMPLICIT REBUILDInformation

継続検討とする。

〔14〕D-TOKEN-PLEASE ::=［APPLICATION 22］IMPLICIT Priority

（注）DTAM バルク転送では使用しない。DTAM バルク転送（ノーマルモード）では D-TOKEN-PLEASE

サービスパラメータは RT-TURN-PLEASE サービスへ直接マッピングする。

 Priority  ::= INTEGER

ApplicationCapabilities  ::=CHOICE｛

oDAApplicationCapabilities ［0］IMPLICIT SET｛

oDADocumentApplicationProfile ［0］IMPLICIT OBJECT IDENTIFIER,

nonBasicODADocumentCharacteristics ［1］

 NonBasicDocCharacteristics

 OPTIONAL,

nonBasicODAStructuralCharacteristics ［2］

 NonBasicStrucCharacteristics

 OPTIONAL,

operationalApplicationProfile ［3］IMPLICIT SET OF OBJECT IDENTIFIER

 OPTIONAL,

additionalDocCharacteristics ［4］IMPLICIT AdditionalDocCharacteristics OPTIONAL｝

fileTransferCapabilities ［1］IMPLICIT INTEGER｛

 bftCapabilities (0),

 transparentDataCapabilities (1),

 dtmCapabilities (2),

 ediCapabilities (3)

｝

｝

 END -- ノーマルモードにおける DTAM プロトコル
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8.2　透過モードにおけるセッションサービス利用のためのＡＰＤＵの抽象構文定義

　この抽象構文は ITU-T 勧告 X.208 で定義される ASN.1 の表記法により記述される。

〔１〕D-INITIATE-REQ ::= CHOICE

｛　　［４］IMPLICIT ApplicationCapabilities　｝

 ApplicationCapabilities 　　　 ::=　SET ｛

 documentApplicationProfileT73　 ［０］IMPLICIT OCTET STRING OPTIONAL,

 --‘01’H 非ドキュメントアプリケーションプロファイル

 --‘02’H ドキュメントアプリケーションプロファイル

　　　　(T.503)

 --‘03’H ドキュメントアプリケーションプロファイル

　　　　(T.501)

 --その他の値は TTC 標準 JT-T563 で割り当てられる

 documentArchitectureClass　　　 ［１］IMPLICIT OCTET STRING OPTIONAL

 --‘00’H は FDA を意味する　｝

〔２〕D-INITIATE-RESP ::= CHOICE

｛　　［４］IMPLICIT ApplicationCapabilities　｝

　 ApplicationCapabilities 　　　 ::=　SET ｛

 documentApplicationProfileT73 ［０］IMPLICIT OCTET STRING OPTIONAL,

 --‘01’H 非ドキュメントアプリケーションプロファイル

 --‘02’H ドキュメントアプリケーションプロファイル

　　　　(T.503)

 --‘03’H ドキュメントアプリケーションプロファイル

　　　　(T.501)

 --その他の値は TTC 標準 JT-T563 で割り当てられる

 documentArchitectureClass　　 ［１］IMPLICIT OCTET STRING OPTIONAL

 --‘00’H は FDA を意味する　｝
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〔３〕D-CAPABILITY-REQ ::= CHOICE

｛　　［４］IMPLICIT ApplicationCapabilities　｝

 ApplicationCapabilities 　　　 ::=　SET ｛

 documentApplicationProfileT73 ［０］IMPLICIT OCTET STRING OPTIONAL,

 documentArchitectureClass ［１］IMPLICIT OCTET STRING OPTIONAL,

 nonBasicDocCharacteristics ［２］IMPLICIT NonBasicDocCharacteristics OPTIONAL,

 nonBasicStrucCharacteristics ［３］IMPLICIT NonBasicStrucCharacteristics OPTIONAL,

 additionalDocCharacteristics ［９］IMPLICIT AdditionalDocCharacteristics OPTIONAL,

 fileTransferCapabilities ［10］IMPLICIT SET OF FileTransferCapabilities OPTIONAL ,

 privateCapabilities ［11］IMPLICIT OCTET STRING OPTIONAL｝

--“NonBasicDocCharacteristics” , “NonBasicStrucCharacteristics” 及び

--“AdditionalDocCharacteristics” は ITU-T 勧告 T.415 で定義される。

〔４〕D-CAPABILITY-RESP ::= CHOICE

｛　　［４］IMPLICIT ApplicationCapabilities　｝

 ApplicationCapabilities　　　　 ::=　SET ｛

 documentApplicationProfileT73 ［０］IMPLICIT OCTET STRING OPTIONAL,

 documentArchitectureClass　　 ［１］IMPLICIT OCTET STRING OPTIONAL,

 nonBasicDocCharacteristics　　［２］IMPLICIT NonBasicDocCharacteristics OPTIONAL,

 nonBasicStrucCharacteristics　 ［３］IMPLICIT NonBasicStrucCharacteristics OPTIONAL,

 additionalDocCharacteristics　 ［９］IMPLICIT AdditionalDocCharacteristics OPTIONAL,

 fileTransferCapabilities 　 　 　  ［ 10 ］ IMPLICIT SET OF FileTransferCapabilities

OPTIONAL ,

 privateCapabilities　　　　　 ［11］IMPLICIT OCTET STRING OPTIONAL｝

 FileTransferCapabilities  　　　　　::=　INTEGER ｛

 bftCapabilities (0),

 transparentDataCapability (1),

 dtmCapabilities (2),

 ediCapabilities (3) ｝

９．コンフォーマンス

　継続検討とする。
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付属資料Ａ　ドキュメントバルク転送におけるプロトコルシーケンスの例

（ＪＴ－Ｔ４３３に対する）

　付図Ａ－１／ＪＴ－Ｔ４３３から付図Ａ－３／ＪＴ－Ｔ４３３は、ドキュメントバルク転送に対するプ

ロトコルシーケンスの例を示す。

　　　ＤＴＡＭ　　　　　ＤＴＡＭ　　　　　Ｓサービス　　　　　　ＤＴＡＭ　　　　　　ＤＴＡＭ

　　　ユーザ　　　　　　　ＰＭ　　　　　　　提供者　　　　　　　　ＰＭ　　　　　　　ユーザ

           D-TRANSFER req.
                            S-ACT START req.
                                                    S-ACT START ind.

                               DATA req.
                                                       DATA ind.      エラー検出

                                                      S-U-EXPT req.
                              S-U-EXPT ind.

            ｴﾗｰ 報告手順

                            S-ACT DCAD req.
            転送廃棄手順                            S-ACT DCAD ind.
                                                                      D-TRANSFER ind.

                                                    S-ACT DCAD resp.
                            S-ACT DCAD conf.
          D-TRANSFER conf.

          D-TRANSFER req.
                            S-ACT START req.
                                                    S-ACT START ind.

                            S-DATA req.
                                                    S-DATA ind.

                            S-SYNC MIN req.
                                                    S-SYNC MIN ind.

                                                    S-SYNC MIN resp.
                            S-SYNC MIN conf.
                                                          ・
                                                          ・
                            S-ACT END req.                ・
                                                    S-ACT END ind.
                                                                       D-TRANSFER ind.

                                                    S-ACT END resp.
                            A-ACT END conf.
          D-TRANSFER conf.

付図Ａ－１／ＪＴ－Ｔ４３３    転送手順（転送廃棄手順）

　　　　　　　　　　　　(ITU-T T.433)

転送手順（新ドキュメント）

転送手順
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　　　ＤＴＡＭ　　　　　ＤＴＡＭ　　　　　Ｓサービス　　　　 　　 ＤＴＡＭ　　　 　　ＤＴＡＭ

　　　ユーザ　　　　　　　ＰＭ　　　　　　　提供者　　　　　 　　　 ＰＭ　　　　　　　ユーザ

           D-TRANSFER req.
                            S-ACT START req.
                                                    S-ACT START ind.

                               DATA req.
                                                       DATA ind.       エラー検出

                                                      S-U-EXPT req.
                              S-U-EXPT ind.

             

                            S-ACT INT req.
                                                     S-ACT INT ind.
                                                                       D-TRANSFER ind.

                                                    S-ACT INT resp.
                            S-ACT INT conf.
          D-TRANSFER conf.

          D-TRANSFER req.
                            S-ACT RESUMEreq .
                                                    S-ACT RESUMEind.

                            S-DATA req.
                                                    S-DATA ind.

                            S-SYNC MIN req.
                                                    S-SYNC MIN ind.

                                                    S-SYNC MIN resp.
                            S-SYNC MIN conf.
                                                           
                                                           
                            S-ACT END req.
                                                    S-ACT END ind.
                                                                       D-TRANSFER ind.

                                                    S-ACT END resp.
                            A-ACT END conf.
          D-TRANSFER conf.

付図Ａ－２／ＪＴ－Ｔ４３３    転送手順（転送中断手順）と転送ユーザ再開手順

　　　　　　　   (ITU-T T.433) 　　　　　（透過モード）

転送手順（新ドキュメント）

転送ユーザ再開手順

ｴﾗｰ 報告手順

転送中断手順

・

・

・
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　　 ＤＴＡＭ　　 ＤＴＡＭ　ＲＴＳＥ　ＡＣＳＥ／Ｐサービス　 ＲＴＳＥ　　ＤＴＡＭ　　ＤＴＡＭ

　　　ユーザ　　　　ＰＭ　　　ＰＭ　　　　　提供者　　　　　 　ＰＭ　　　　ＰＭ　　 　ユーザ

          D-TRANSFER  RT-TRANS
                   req.  FER req.  P-ACT START
                                        req.        P-ACT START
                                                            ind.
                                DATA req.                         エラー
                                                    P-DATA ind.   検出

                                                    P-U-EXPT
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　req.
                                 

                                P-ACT INT
                                        req.        P-ACT INT
                                                   ind.

                                                    P-ACT INT
                                P-ACT INT           resp.
                                conf.

                                P-ACT RESUME
                                         req.       P-ACT RESUME
                                                            ind.
                                P-DATA req.
                                                    P-DATA ind.

                                P-SYNC MIN
                                        req.        P-SYNC MIN
                                                            ind.

                                                    P-SYNC MIN
                                P-SYNC MIN         resp.
                                 conf.
                                                           
                                P-ACT END
                                        req.        P-ACT END     RT-TRANS
                                                              ind. FER ind.    D-TRANSFER
                                                                                  ind.
                                                    P-ACT END
                       RT-TRANS  P-ACT END           resp.
          D-TRANSFER  FER       conf.
          conf.          conf.

付図Ａ－３／ＪＴ－Ｔ４３３    ＲＴＳＥ使用時の転送手順

　　　　　　　　　　　　    (ITU-T T.433) 　　　　 （ノーマルモード）

転送手順（新ドキュメント）

ｴﾗｰ 報告手順

転送中断手順

転送ﾕｰｻﾞ 再開手順

P-U-EXPT
ind.

・

・

・
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付属資料Ｂ　ＤＴＡＭ－ＰＭ状態表（ドキュメントバルク転送／透過モード）

（ＪＴ－Ｔ４３３に対する）

　この付属資料はこの標準の参考部分である。

１．　概　要

　この付属資料Ｂに記述されているＤＴＡＭ－ＰＭの状態表は、透過モードでのドキュメントバルク転送

に適用されている。

　この付属資料は状態表によって単一のＤＴＡＭプロトコルマシン（ＤＴＡＭ－ＰＭ）を定義する。状態

表は１つのアプリケーション－アソシエーション、プロトコルの中で発生する入力イベント、行なわれる

動作、そして結果として生じるアプリケーション－アソシエーションの状態との間の相互関係を示す。

　ＤＴＡＭ－ＰＭ状態表はＤＴＡＭ－ＰＭの正式な定義を規定しない。６章で定義された手順の要素のさ

らに正確な仕様を規定することが含まれる。

　この付属資料は次の表を含んでいる。

（１）付表Ｂ－１／ＪＴ－Ｔ４３３は、各入力イベントの略称、ソース、名称／説明を示す。

　　　ソースは以下の１つである。

　　（ａ）ＤＴＡＭ－ＳＥ－ｕｓｅｒ（ＤＴＡＭ－ＳＥ－ｕｓｅｒ）

　　（ｂ）ｐｅｅｒＤＴＡＭ－ＰＭ（ＤＴＡＭ－ＰＭ－ｐｅｅｒ）

　　（ｃ）セッションサービスプロバイダ(ＳＳ－プロバイダ）

　　（ｄ）ＤＴＡＭ－ＰＭ（ＤＴＡＭ－ＰＭ）

（２）付表Ｂ－２／ＪＴ－Ｔ４３３はＤＴＡＭ－ＰＭのそれぞれの状態の略称を示す。

（３）付表Ｂ－３／ＪＴ－Ｔ４３３は各出力イベントの略称、対象、名称／説明を示す。対象は以下の１

つである。

　　（ａ）ＤＴＡＭ－ＳＥ－ｕｓｅｒ（ＤＴＡＭ－ＳＥ－ｕｓｅｒ）

　　（ｂ）ｐｅｅｒＤＴＡＭ－ＰＭ（ＤＴＡＭ－ＰＭ－ｐｅｅｒ）

　　（ｃ）セッションサービスプロバイダ（ＳＳ－プロバイダ）

　　（ｄ）ＤＴＡＭ－ＰＭ（ＤＴＡＭ－ＰＭ）

（４）付表Ｂ－４／ＪＴ－Ｔ４３３は述語を示す。

（５）付表Ｂ－５／ＪＴ－Ｔ４３３は特定動作を示す。

（６）付表Ｂ－６／ＪＴ－Ｔ４３３から付表Ｂ－１４／ＪＴ－Ｔ４３３は、上記表の中の略称を用いなが

らＤＴＡＭ－ＰＭの状態表を示す。

　いくつかのイベントについて、ソースと対象はＤＴＡＭ－ＰＭである（内部イベント）。もしＤＴＡＭ

－ＰＭが、行なわれる動作の一部として内部イベントを発行するなら、ＤＴＡＭ－ＰＭは結果として生じ

る状態の中でその内部イベントを待つ。

2.　規　定

　入力イベント（行）と状態（列）との交点は１つのセルを形成する。

　状態表の中で、空白のセルは、ＤＴＡＭ－ＰＭのために定義されていない状態と入力イベントの組合せ

を表現している（３．１参照）。いくつかの状態は単にソースのＤＴＡＭ－ＰＭからの入力イベントを待

っている（内部イベント）。この状態は＊の印がつけられ、他の入力イベントは考慮されない。

　空白でないセルはＤＴＡＭ－ＰＭのために定義された状態と入力イベントを表現している。それらのセ

ルは１つまたはそれ以上の動作リストを含んでいる。動作リストは必須または条件付きである。もし、１

つのセルが必須の動作リストを含んでいたら、それはセルの中で唯一の動作リストである。
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　必須の動作リストは

　（１）オプションの１つまたはそれ以上の出力イベント

　（２）オプションの１つまたはそれ以上の特定動作

　（３）結果として生じる状態

を含む。

　条件付きの動作リストは

（１）述語とブール演算子（¬はブールＮＯＴ、＆はブールＡＮＤを表わす）を含んだ述語表現

（２）必須の動作リスト（この必須の動作リストは述語表現が真の場合のみ使われる）

を含む。

3.　ＤＴＡＭ－ＰＭで行なわれる動作

　ＤＴＡＭ－ＰＭ状態表は、オプションの出力イベント、オプションの特定動作、結果として生じるアプ

リケーション－アソシエーションの状態に関してＤＴＡＭ－ＰＭによって行なわれる動作を定義する。

3.1　無効な交点

　空白のセルは入力イベントと状態の無効な交点を示す。もしそのような交点が発生した場合、次の動作

の中の１つが行なわれる。

（１）入力イベントがＤＴＡＭ－ＳＥ－ｕｓｅｒから来るか、内部イベントであるなら、ＤＴＡＭ－ＰＭ

によって行なわれるどのような動作もローカルの問題である。

（２）入力イベントが、受信されたＡＰＤＵや、ＳＳ－プロバイダに関係しているならば、ＤＴＡＭ－Ｐ

Ｍは適当な内部イベントを発するか、Ｄ－ＰＡｉｎｄという出力イベント（ＤＴＡＭ－ＳＥ－ｕｓｅ

ｒに対して）と強制終了出力イベント

（ｐｅｅｒＤＴＡＭ－ＰＭに対して）の両方を発行する。

3.2　有効な交点

　状態と入力イベントの交点が有効な場合、次の動作の中の１つが行なわれる。

（１）セルが必須の動作リストを含んでいるならば、ＤＴＡＭ－ＰＭは規定された動作をとる。

（２）セルが１つまたはそれ以上の条件付の動作リストを含んでいるならば、ＤＴＡＭ－ＰＭはそれぞれ

の真である述語表現に対する規定された動作を行なう。もし真である述語表現がないならばＤＴＡＭ

－ＰＭは３．１の中で定義している動作の中の１つを行なう。

4.　変数の定義

　以下の変数が規定される。

4.1　アソシエーション－要求ＤＴＡＭ－ＰＭ

　もしＤＴＡＭ－ＰＭがアソシエーション－要求ＤＴＡＭ－ＰＭならば（特定動作［ａ１〕）このブール

変数は真に設定され、そうでなければ（特定動作［ａ２］）偽に設定される。

　このブール変数は述語ｐ１１の中で検査される。

4.2　チェックポイント確認

　転送手順の間で少なくとも１つのチェックポイントが確認されればこのブール変数は真である。それは

転送手順の初めにおいて偽に設定される（特定動作［ａ３０］）。これはＳ－ＭＩＮＯＲ－ＳＹＮＣＨＲ

ＯＮＩＺＥ確認プリミティブが送信側ＤＴＡＭ－ＰＭへ発行されると真に設定される（特定動作［ａ３
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２］）。

4.3　転送完了

　受信側ＤＴＡＭ－ＰＭがすでに完了した転送を廃棄することができないためにアソシエーションを中断

すると、このブール変数は真である。これは特定動作［ａ９３］と［ａ９４］とによって設定される。

　このブール変数は述語Ｐ３７の中で検査される。

4.4　アウトスタンディング小同期

　この整数の変数は転送手順の間のアウトスタンディングチェックポイント確認の数を示す。これは転送

手順の初めにおいて０に設定される（特定動作［ａ３０］）。Ｓ－ＭＩＮＯＲ－ＳＹＮＣＨＲＯＮＩＺＥ

要求プリミティブが送信側ＤＴＡＭ－ＰＭによって発行されると、その値は１つインクリメントされる

（特定動作［ａ３１］）。

　この変数の値は述語ｐ３２の中でＳ－ＣＯＮｃｏｆのウィンドウサイズフィールドの値と比較される。

この変数の値は述語ｐ３３の中で値０と比較される。
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付表Ｂ－１／ＪＴ－Ｔ４３３　入力イベントのリスト（１／３）

　　　　　　　　　　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ.4３３）

略　称 ソース 名称と説明

D-CAPreq

D-CAPres

D-INTreq

D-INTres+

D-INTres-

D-TERreq

D-TERres

D-TRreq

D-TRreq

D-TPreq

D-CGreq

D-UAreq

DICQ

DINR+

S-CONconf-

SEG

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

ｾｯｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

ｾｯｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

ｾｯｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

ｾｯｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

D-CAPABILITY 要求プリミティブ

D-CAPABILITY 応答プリミティブ

D-INITIATE 要求プリミティブ

D-INITIATE 応答プリミティブ（受け入れられた）

D-INITIATE 応答プリミティブ（拒否された）

D-TERMINATE 要求プリミティブ

D-TERMINATE 応答プリミティブ

D-TRANSFER 要求プリミティブ

D-TRANSFER 要求プリミティブ（再開）

D-TOKEN-PLEASE 要求プリミティブ

D-CONTROL-GIVE 要求プリミティブ

D-U-ABORT 要求プリミティブ

S-CONNECT 指示プリミティブのユーザデータとしての

D-INITIATE 要求 APDU

S-CONNECT 確認プリミティブ、または A-ASSOCIATE 確認

プリミティブのユーザデータとしての D-INITIATE 応答

APDU（受け入れられた）

S-CONNECT 確認プリミティブ（拒否された）

ドキュメント情報のセグメント
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付表Ｂ－１／ＪＴ－Ｔ４３３　入力イベントのリスト（２／３）

　　　　　　　　　　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ.4３３）

略　称 ソース 名称と説明

S-CAPind

S-CAPcnf

S-RELind

S-RELcnf

S-ASind

S-ARind

S-AEind

S-AEcnf

S-AIind

S-AIcnf

S-ADind

S-ADcnf

S-TPind

S-CGind

S-MSind

S-MScnf

S-UEind

S-PEind

S-UABind

S-PABind

  ｾｯｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

  ｾｯｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

  ｾｯｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

  ｾｯｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

  ｾｯｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

  ｾｯｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

  ｾｯｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

  ｾｯｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

  ｾｯｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

  ｾｯｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

  ｾｯｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

  ｾｯｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

  ｾｯｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

  ｾｯｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

  ｾｯｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

  ｾｯｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

  ｾｯｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

  ｾｯｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

  ｾｯｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

  ｾｯｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

  S-CAPABILITY-DATA 指示プリミティブ

  S-CAPABILITY-DATA 確認プリミティブ

  S-RELEASE 指示プリミティブ

  S-RELEASE 確認プリミティブ

  S-ACTIVITY-START 指示プリミティブ

  S-ACTIVITY-RESUME 指示プリミティブ

  S-ACTIVITY-END 指示プリミティブ

  S-ACTIVITY-END 確認プリミティブ

  S-ACTIVITY-INTERRUPT 指示プリミティブ

  S-ACTIVITY-INTERRUPT 確認プリミティブ

  S-ACTIVITY-DISCARD 指示プリミティブ

  S-ACTIVITY-DISCARD 確認プリミティブ

  S-TOKEN-PLEASE 指示プリミティブ

  S-CONTOROL-GIVE 指示プリミティブ

  S-MINER-SYNC 指示プリミティブ

  S-MINOR-SYNC 確認プリミティブ

  U-EXCEPTION-REPORT 指示プリミティブ

  P-EXCEPTION-REPORT 指示プリミティブ

  U-ABORT 指示プリミティブ

  P-ABORT 指示プリミティブ
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付表Ｂ－１／ＪＴ－４３３　入力イベントのリスト（３／３）

　　　　　　　　　　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ.4３３）

略　称 ソース 名称と説明

next

tr-discard

tr-interr

tr-p-ab

transfer

resume

DTAM-PM

DTAM-PM

DTAM-PM

DTAM-PM

DTAM-PM

DTAM-PM

次のセグメントの転送

転送－廃棄手順の開始

転送－中断手順の開始

転送－強制終了手順の開始に続いてプロバイダ－強制終了

転送手順の開始

再開手順の開始
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付表　Ｂ－２／ＪＴ－Ｔ４３３　　ＤＴＡＭ－ＰＭ状態

　　　　　　　　　　　　　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ.4３３）

略　　称 名　称　と　説　明

ＳＴＡ０

ＳＴＡ０１

ＳＴＡ０２

ＳＴＡ１１

ＳＴＡ１１１

ＳＴＡ２２

ＳＴＡ２２１

ＳＴＡ３０

ＳＴＡ３１

ＳＴＡ３２

ＳＴＡ３４＊

ＳＴＡ３４１

ＳＴＡ４０

ＳＴＡ４１

ＳＴＡ７０＊

ＳＴＡ７１＊

ＳＴＡ９１

ＳＴＡ９２

アイドル：アソシエーション未接続

DINR 待ち

D-INTres+ 、または D-INTres- 待ち

アソシエーション接続：送信側 DTAM-PM

アソシエーション接続：S-CAPconf 待ち

アソシエーション接続：受信側 DTAM-PM

アソシエーション接続：D-CAPres 待ち

転送：送信側 DTAM-PM

中断された転送：送信側 DTAM-PM

S-AEcnf 待ち：送信側 DTAM-PM

廃棄または中断手順の開始待ち

S-ADcnf または S-AIcnf 待ち（廃棄／中断手順）

SEG 待ち: 受信側 DTAM-PM

S-MSind 、または S-AEind 待ち: 受信側 DTAM-PM

強制終了手順の開始待ち（ローカル強制終了）

強制終了手順の開始待ち（リモート強制終了）

D-TERres 待ち

S-RELcnf 待ち
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付表　Ｂ－３／ＪＴ－Ｔ４３３（１／３）　 出力イベント表

　　　　　　　　　　　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ.4３３）

略　称 対　象 名　称　と　説　明

D-CAPind

D-CAPcnf

D-INTind

D-INTcnf+

D-INTcnf-

D-TERind

D-TERcnf

D-TRind

D-TRcnf+

D-TRcnf-

D-TPind

D-CGind

D-UAind

D-PAind

DINQ

DINR+

S-CONresp-

SEG

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

ｾｯｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

ｾｯｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

ｾｯｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

ｾｯｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

 D-CAPABILITY 指示プリミティブ

 D-CAPABILITY 確認プリミティブ

 D-INITIATE 指示プリミティブ

 D-INITIATE 確認プリミティブ（受け入れられた）

 D-INITIATE 確認プリミティブ（拒否された）

 D-TERMINATE 指示プリミティブ

 D-TERMINATE 確認プリミティブ

 D-TRANSFER 指示プリミティブ

 D-TRANSFER 確認プリミティブ（転送された）

 D-TRANSFER 確認プリミティブ（転送されなかった）

 D-TOKEN-PLEASE 指示プリミティブ

 D-CONTROL-GIVE 指示プリミティブ

 D-U-ABORT 指示プリミティブ

 D-P-ABORT 指示プリミティブ

 S-CONNECT 要求プリミティブのユーザデータとしての

 D-INITIATE 要求 APDU

 S-CONNECT 応答プリミティブのユーザデータとしての

 D-INITIATE 応答 APDU（受け入れられた)

 S-CONNECT 応答プリミティブ（拒否された）

 ドキュメント情報のセグメント
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付表　Ｂ－３／ＪＴ－Ｔ４３３（２／３）　　出力イベント表

　　　　　　　　　　　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ.4３３）

略　称 対　象 名　称　と　説　明

S-CAPreq

S-CAPres

S-RELreq

S-RELres

S-ASreq

S-ARreq

S-AEreq

S-AEres

S-AIreq

S-AIres

S-ADreq

S-ADres

S-TPreq

S-CGreq

S-MSreq

S-MSres

S-UEreq

ｾｯｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

ｾｯｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

ｾｯｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

ｾｯｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

ｾｯｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

ｾｯｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

ｾｯｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

ｾｯｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

ｾｯｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

ｾｯｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

ｾｯｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

ｾｯｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

ｾｯｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

ｾｯｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

ｾｯｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

ｾｯｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

ｾｯｼｮﾝ ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

 S-CAPABILITY-DATA 要求プリミティブ

 S-CAPABILITY-DATA 応答プリミティブ

 S-RELEASE 要求プリミティブ

 S-RELEASE 応答プリミティブ

 S-ACTIVITY-START 要求プリミティブ

 S-ACTIVITY-RESUME 要求プリミティブ

 S-ACTIVITY-END 要求プリミティブ

 S-ACTIVITY-END 応答プリミティブ

 S-ACTIVITY-INTERRUPT 要求プリミティブ

 S-ACTIVITY-INTERRUPT 応答プリミティブ

 S-ACTIVITY-DISCARD 要求プリミティブ

 S-ACTIVITY-DISCARD 応答プリミティブ

 S-TOKEN-PLEASE 要求プリミティブ

 S-CONTROL-GIVE 要求プリミティブ

 S-MINOR-SYNCHRONIZE 要求プリミティブ

 S-MINOR-SYNCHRONIZE 応答プリミティブ

 S-U-EXCEPTION-REPORT 要求プリミティブ

付表　Ｂ－３／ＪＴ－Ｔ４３３（３／３）　　出力イベント表

　　　　　　　　　　　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ.4３３）

　

略　称 対　象 名　称　と　説　明

 a-ab

 a-res

 a-ret

 ass-ab

 ass-rec

 next

 p-ab

 tr-discard

 tr-interr

 tr-p-ab

 tr-pos

 transfer

 resume

 u-exr

 DTAM-PM

 DTAM-PM

 DTAM-PM

 DTAM-PM

 DTAM-PM

 DTAM-PM

 DTAM-PM

 DTAM-PM

 DTAM-PM

 DTAM-PM

 DTAM-PM

 DTAM-PM

 DTAM-PM

 DTAM-PM

 アソシエーション（接続）強制終了

 受信側 DTAM-PM によるアクティビティの再開

 アクティビティの完了、廃棄または中断

 アソシエーション強制終了手順の開始

 アソシエーション回復手順の開始

 次のセグメントの転送

 プロバイダ強制終了手順の開始

 転送廃棄手順の開始

 転送中断手順の開始

 転送強制終了手順に続くプロバイダ強制終了の開始

 成功した転送の完了

 転送手順の開始

 ユーザ再開手順の開始

 ユーザ例外報告手順の開始
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付表Ｂ－４／ＪＴ－Ｔ４３３　　　述語

　　　　　　　　　　　　　　　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ.4３３）

コード 名　前　と　説　明

　　p1

　　p11

　　p31

　　p32

　　p33

　　p35

　　p36

　　p361

　　p37

　　p41

　　p42

ＤＴＡＭ－ＰＭは要求されたアプリケーションアソシエーション（接続）を提供でき

る。

  アソシエーション要求ＤＴＡＭ－ＰＭ＝真

セグメントは符号化されたＡＰＤＵ値を転送する為のセグメント群の中の最後の１つ

である。

  アウトスタンディング  マイナー  シンク  ＜  ウィンドウサイズ

  アウトスタンディング  マイナー  シンク  ＝  ０

  （最低限、Ｓ－ＭＳ確認の受信により）チェックポイント確認。  ＝  真

  ローカル選択

  Ｓ－ＵＥ指示の理由パラメータ値が“受信能力外”である。

  マイナーシンク＝ラストアクノリッジマイナーシンク＋１

  受信したセグメントの保証

  完全なＤＴＡＭ－ＳＥユーザＡＰＤＵの保証

付表Ｂ－５／ＪＴ－Ｔ４３３　　　動作

　　　　　　　　　　　　　　　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ.4３３）

コード 名　前　と　説　明

　　a1

　　a2

　　a10

　　a30

　　a31

　　a32

  アソシエーション要求  ＤＴＡＭ－ＰＭ＝真

  アソシエーション要求  ＤＴＡＭ－ＰＭ＝偽

  受信セグメントの蓄積

  アウトスタンディングマイナーシンク  ＝０

  チェックポイント確認＝偽

アウトスタンディングマイナーシンク＝アウトスタンディングマイナーシンク

                                      ＋１

  アウトスタンディングマイナーシンク＝アウトスタンディングマイナーシンク

                                        －１

  チェックポイント確認＝真
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付表Ｂ－６／ＪＴ－Ｔ４３３　　ＤＴＡＭ－ＰＭ状態表：アソシエーション／接続設定

　　　　　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ.4３３）

STA0 STA01 STA02

  D-INTrec   P1

  DINQ

  [a1]

  STA01

    DINQ   P1

  D-INTind

  [a2]

  STA02

  -P1

  S-CONcnf-

  STA0

  D-INTres+   DINR+

  STA22

  D-INTres-   S-CONcnf-

   STA0

    DINR+  D-INTcnf+

   STA11

   S-CONcnf-  D-INTcnf-

   STA0

   S-PABind  D-PAind

   STA0

 D-PAind

   STA0

   D-UAreq  S-UABreq

   STA0

 S-UABreq

  STA0

  S-UABind  D-UAind

   STA0

 D-UAind

   STA0
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付表Ｂ－７／ＪＴ－Ｔ４３３（１／２）　ＤＴＡＭＰＭ　状態表：

　　　　　　　　　　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ.4３３）　　　　　 アソシエーション設定、転送外

STA11 STA22 STA111 STA221

D-TRreq   転送

  STA30

D-TRreq*   再開

  STA30

S-ASind   STA40

S-ARind   STA40

D-TPreq   S-TPreq

  STA22

  S-TPreq

  STA221

S-TPind   D-TPind

  STA11

  S-TPind

  STA111

D-CGreq   S-CGreq

  STA22

S-CGind   D-CGind

  STA11

　　　　　付表Ｂ－７／ＪＴ－Ｔ４３３（２／２）　ＤＴＡＭＰＭ状態表：

　　　　　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ．４３３）　　　　　　アソシエーション設定、転送外

　　　　

STA11 STA22 STA111 STA221

D-CAPreq S-CAPreq

STA111

D-CAPres D-CAPind

STA221

D-CAPres S-CAPres

STA22

S-CAPcnf D-CAPcnf

STA11

S-PABind D-PAind

STA0

D-PAind

STA0

D-PAind

STA0

D-PAind

STA0

D-UAreq S-UABreq

STA0

S-UABreq

STA0

S-UABreq

STA0

S-UABreq

STA0

S-UABind D-UAind

STA0

D-UAind

STA0

D-UAind

STA0

D-UAind

STA0
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付表Ｂ－８／ＪＴ－Ｔ４３３　（１／２）ＤＴＡＭ－ＰＭ状態表

　　　　　　　　　　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ.4３３）　　　　　　送信ＤＴＡＭ－ＰＭ転送

STA30 STA31 STA32

  transfer

〔a30 〕

  SASreq

   next

  STA30

  resume

〔a30 〕

  SASreq

   next

  STA30

   next  p32& ¬p31

  SEG

 SMSreq

〔a31 〕

   next

  STA30

 p32&  p31:

   SEG

  SAEreq

  STA32

  ¬p32

  STA31

   S-MScnf     a37

  〔a32 〕

  STA30

 ¬p37

  tr-p-ab

  STA71*

  a37

〔a32 〕

  next

  STA30

 ¬p37

  tr-p-ab

  STA71*

  a37

〔a32 〕

 STA32

¬p37

 tr-p-ab

 STA71*

   S-AEcnf   p33

 D-TRcnf+

  STA11

¬p33

  tr-p-ab

  STA71*

   S-PTind D-TPind

STA30

D-TPind

STA30

D-TPind

STA30
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付表Ｂ－８／ＪＴ－Ｔ４３３（２／２）  ＤＴＡＭ－ＰＭ状態表

　　　　　　　　　　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ.4３３）　　　　　　送信ＤＴＡＭ－ＰＭ転送

STA30 STA31 STA32

 S-UEind p361

tr-p-ab

STA71

¬p361&p35

tr-interr

STA34

¬p361&¬p35

tr-discard

STA34

p361:

tr-p-ab

STA71

¬p361&p35

tr-interr

STA34

¬p361&¬p35

tr-discard

STA34

p361:

tr-p-ab

STA71

¬p361&p35

tr-interr

STA34

¬p361&¬p35

tr-discard

STA34

 S-PEind p35

tr-interr

STA34

¬p35

tr-discard

STA34

p35

tr-interr

STA34

¬p35

tr-discard

STA34

p35

tr-interr

STA34

¬p35

tr-discard

STA34

 S-PABind tr-p-ab

STA70

tr-p-ab

STA70

tr-p-ab

STA70

 D-UAreq S-UABreq

STA0

S-UABreq

STA0

S-UABreq

STA0

 S-UABind tr-p-ab

STA70

tr-p-ab

STA70

tr-p-ab

STA70
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　　　　　　　　　　　 付表Ｂ－９／ＪＴ－Ｔ４３３　ＤＴＡＭ－ＰＭ状態表

　　　　　　　　　　　　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ.4３３）　 ＤＴＡＭ－ＰＭエラ－ハンドリング

STA34 STA341

    tr-discard   S-ADreq

  STA341

    tr-interr   S-AIreq

  STA341

    S-ADcnf   D-TRcnf-

  STA11

    S-AIcnf   D-TRcnf-

  STA11

    S-PABind   tr-d-ab

  STA70

  tr-d-ab

  STA70

    D-UABreq   S-UABreq

  STA0

  S-UABreq

  STA0

    S-UABind   tr-p-ab

  STA70

  tr-p-ab

  STA70

    S-PTind   STA34*   STA341
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付表Ｂ－１０／ＪＴ－Ｔ４３３　ＤＴＡＭ－ＰＭ状態表

　　　　　　　　　　　　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ.4３３）　　受信ＤＴＡＭ－ＰＭ

STA40 STA41

    SEG [a10]

STA41

  S-MSind P41

S-MSreq

STA40

  S-AEind p42

S-AEres

D-TRind

STA22

  S-AIind S-AIres

STA22

S-AIres

STA22

  S-ADind S-ADres

STA22

S-ADres

STA22

  S-PEind STA40 STA41

  S-PABind tr-p-ab

STA70

tr-p-ab

STA70

  D-TPreq S-TPreq

STA40

S-TPreq

STA41

  D-UABreq S-UABreq

STA0

S-UABreq

STA0

  S-UABind tr-p-ab

STA70

tr-p-ab

STA70
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　　　　　　　付表Ｂ－１１／ＪＴ－Ｔ４３３　ＤＴＡＭ－ＰＭ状態表

　　　　　　　　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ.4３３）　　強制終了とアソシエ－ション解除

STA70* STA71* STA11 STA22 STA91 STA92

  D-TERreq     p11

  S-RELreq

    STA92

  S-RELind    ¬p11

  D-TERind

   STA91

  D-TERres   S-TERcnf

    STA0

  S-RELcnf   D-TERcnf

    STA0

  tr-p-ab   D-TRcnf-

  D-PAind

   STA0

 D-TRcnf-

 S-UABBreq

 D-PAind

  STA0

  S-PABind   STA70   D-PAind

   STA0

  D-PAind

   STA0

  D-PAind

   STA0

  D-PAind

   STA0

  D-UAreq    STA70   STA71   S-UABreq

   STA0

  S-UABreq

   STA0

  S-UABreq

   STA0

  S-UABind   STA70   D-UAind

   STA0

  D-UAind

   STA0

  D-UAind

   STA0



ＪＴ－Ｔ４３３ － 98 －

付属資料Ｃ　ＤＴＡＭ－ＰＭ状態表（ドキュメントバルク転送／ノーマルモード）

（ＪＴ－Ｔ４３３に対する）

１．概　要

　付属資料Ｃに記述されたＤＴＡＭ－ＰＭ状態表はＲＴＳＥの使用を基本にしたドキュメントバルク転送

に適用される。

　この付属資料は状態表によって単一ＤＴＡＭプロトコルマシン（ＤＴＡＭ－ＰＭ）を定義する。

　状態表は１つのアプリケーションアソシエーションとプロトコルデータユニットの中で発生する入力イ

ベントと行われる動作の間の相互関係を示す。

　この付属資料は次の表を含んでいる。

　 (1)  付表Ｃ－１／ＪＴ－Ｔ４３３は、各入力イベントの略称、ソース、名称／説明を示す。

　　　ソースは以下の１つである。

　　 (a) ＤＴＡＭ－ＳＥ－ｕｓｅｒ（ＤＴＡＭ－ＳＥ－ｕｓｅｒ）

　　 (b) ｐｅｅｒＤＴＡＭ－ＰＭ（ＤＴＡＭ－ＰＭ－ｐｅｅｒ）

　　 (c) プレゼンテーションサービス提供者（Ｐｒｅｓｅｎｔ－ＳＰ）

　　 (d) ＲＴＳＥサービス提供者（ＲＴＳＥ－ＳＰ）

　 (2) 付表Ｃ－２／ＪＴ－Ｔ４３３はＤＴＡＭ－ＰＭのそれぞれの状態の略称を示す。

　 (3) 付表Ｃ－３／ＪＴ－Ｔ４３３はは各出力イベントの略称、ソース、名称／説明を示す。

　対象は以下の１つである。

　　 (a) ＤＴＡＭ－ＳＥ－ｕｓｅｒ（ＤＴＡＭ－ＳＥ－ｕｓｅｒ）

　　 (b) ｐｅｅｒＤＴＡＭ－ＰＭ（ＤＴＡＭ－ＰＭ－ｐｅｅｒ）

　　 (c) プレゼンテーションサービス提供者（Ｐｒｅｓｅｎｔ－ＳＰ）

　　 (d) ＲＴＳＥサービス提供者（ＲＴＳＥ－ＳＰ）

　 (4) 付表Ｃ－４／ＪＴ－Ｔ４３３は述語を示す。

　 (5) 付表Ｃ－５／ＪＴ－Ｔ４３３からＣ－８／ＪＴ－Ｔ４３３は、上記表の中の略称を用いながらＤ

　　ＴＡＭ－ＰＭの状態表を示す。
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付表Ｃ－１／ＪＴ－Ｔ４３３　入力イベントのリスト（１／２）

　　　　　　　　　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ．４３３）

略　称 ソース 名　称　と　説　明

D-CAPreq

D-CAPres+

D-CAPres-

D-INTreq

D-INTres+

D-INTres-

D-TERreq

D-TERres

D-TRreq

D-TPreq

D-CGreq

D-UAreq

DCPQ

DCPR+

DCPR-

DINQ

DINR+

DINR-

DTEQ

DTER

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-PM-peer

DTAM-PM-peer

DTAM-PM-peer

DTAM-PM-peer

DTAM-PM-peer

DTAM-PM-peer

DTAM-PM-peer

DTAM-PM-peer

D-CAPABILITY 要求プリミティブ

D-CAPABILITY 応答プリミティブ（受け入れられた）

D-CAPABILITY 応答プリミティブ（拒否された）

D-INITIATE 要求プリミティブ

D-INITIATE 応答プリミティブ（受け入れられた）

D-INITIATE 応答プリミティブ（拒否された）

D-TERMINATE 要求プリミティブ

D-TERMINATE 応答プリミティブ

D-TRANSFER 要求プリミティブ

D-TOKEN-PLEASE 要求プリミティブ

D-CONTROL-GIVE 要求プリミティブ

D-U-ABORT 要求プリミティブ

P-CAPAB-DATA 指示プリミティブのユーザデータとしての

D-CAPABILITY 要求 APDU

P-CAPAB-DATA 確認プリミティブのユーザデータとしての

D-CAPABILITY 応答 APDU（受け入れられた）

P-CAPAB-DATA 確認プリミティブのユーザデータとしての

D-CAPABILITY 応答 APDU（～によって拒否された）

RT-OPEN 指示プリミティブのユーザデータとしての

D-INITIATE 要求 APDU

RT-OPEN 確認プリミティブのユーザデータとしての

D-INITIATE 応答 APDU（受け入れられた）

RT-OPEN 確認プリミティブのユーザデータとしての

D-INITIATE 応答 APDU（～によって拒否された）

RT-CLOSE 指示プリミティブのユーザデータとしての

D-TERMINATE 要求 APDU

RT-CLOSE 確認プリミティブのユーザデータとしての

D-TERMINATE 応答 APDU
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付表Ｃ－１／ＪＴ－Ｔ４３３　入力イベントのリスト（２／２）

　　　　　　　　　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ．４３３）

略　称 ソース 名　称　と　説　明

P-CDind

P-CDconf

RT-OPENind

RT-OPENcnf

RT-P-ABind

RT-U-ABind

RT-TRind

RT-TRcnf+

RT-TRcnf-

RT-TGind

RT-TPind

Present-SP

Present-SP

RTSE SP

RTSE SP

RTSE SP

RTSE SP

RTSE SP

RTSE SP

RTSE SP

RTSE SP

RTSE SP

P-CAPABILITY-DATA 指示プリミティブ

P-CAPABILITY-DATA 確認プリミティブ

RT-OPEN 指示プリミティブ

RT-OPEN 確認プリミティブ

RT- プロバイダ強制終了指示プリミティブ

RT- ユーザ強制終了指示プリミティブ

RT-TRANSFER 指示プリミティブ

RT-TRANSFER 肯定確認プリミティブ

RT-TRANSFER 否定確認プリミティブ

RT-TURN-GIVE 指示プリミティブ

RT-TURN-PLEASE 指示プリミティブ
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付表Ｃ－２／ＪＴ－Ｔ４３３　ＤＴＡＭ　ＰＭ状態

　　　　　　　　　　　　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ．４３３）

略　称 名　称　と　説　明

  STA0

  STA01

  STA02

  STA11

  STA22

  STA111

  STA221

  STA30

  STA91

  STA92

アイドル：アソシエーション未接続

RT-OPEN 確認プリミティブのユーザデータとして DINR+ ､DINR-を待つ

（要求側）

D-INTres+ ､ D-INTres-待ち（応答側）

アソシエーション接続：ＤＴＡＭ－ＰＭは送信側ＤＴＡＭ－ＰＭ

（アソシエーションを要求するかまたは応答するＤＴＡＭ－ＰＭ）

アソシエーション接続：ＤＴＡＭ－ＰＭは受信側ＤＴＡＭ－ＰＭ

（アソシエーションを要求するかまたは応答するＤＴＡＭ－ＰＭ）

アソシエーション接続：ＤＴＡＭ－ＰＭは送信側ＤＴＡＭ－ＰＭで

DCPR+ または DCPR- 待ち

（アソシエーションを要求するかまたは応答するＤＴＡＭ－ＰＭ）

アソシエーション接続：ＤＴＡＭ－ＰＭは受信側ＤＴＡＭ－ＰＭで

D-CAPres+ または D-CAPres- 待ち

（アソシエーションを要求するかまたは応答するＤＴＡＭ－ＰＭ）

アソシエーション接続：ＤＴＡＭ－ＰＭは送信側ＤＴＡＭ－ＰＭで

RT-TRcnf+または RT-TRcnf-

（アソシエーション接続を要求するかまたは応答するＤＴＡＭ－ＰＭ）

アソシエーション接続に応答するＤＴＡＭ－ＰＭで D-TERresp 待ち

アソシエーション接続を要求するＤＴＡＭ－ＰＭで DTER 待ち
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付表Ｃ－３／ＪＴ－Ｔ４３３　出力イベントのリスト（１／２）

　　　　　　　　　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ．４３３）

略　称 対　象 名　称　と　説　明

D-CAPind

D-CAPcnf+

D-CAPcnf-

D-INTind

D-INTcnf+

D-INTcnf-

D-TERind

D-TERcnf

D-TRind

D-TRcnf+

D-TRcnf-

D-CGind

D-TPind

D-UAind

D-PAind

DCPQ

DCPR+

DCPR-

DINQ

DINR+

DINR-

DTEQ

DTER

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-SE-user

DTAM-PM-peer

DTAM-PM-peer

DTAM-PM-peer

DTAM-PM-peer

DTAM-PM-peer

DTAM-PM-peer

DTAM-PM-peer

DTAM-PM-peer

D-CAPABILITY 指示プリミティブ

D-CAPABILITY 確認プリミティブ（受け入れられた）

D-CAPABILITY 確認プリミティブ（拒否された）

D-INITIATE 指示プリミティブ

D-INITIATE 確認プリミティブ（受け入れられた）

D-INITIATE 確認プリミティブ（拒否された）

D-TERMINATE 指示プリミティブ

D-TERMINATE 確認プリミティブ

D-TRANSFER 指示プリミティブ

D-TRANSFER 確認プリミティブ（ドキュメントは転送された）

D-TRANSFER 確認プリミティブ（ドキュメントは転送されなかっ

た）

D-CONTROL-GIVE 指示プリミティブ

D-TOKEN-PLEASE 指示プリミティブ

D-U-ABORT 指示プリミティブ

D-P-ABORT 指示プリミティブ

P-CAPABILITY-DATA 要求プリミティブのユーザーデータとして

の D-CAPABILITY-REQUEST APDU

P-CAPABILITY-DATA 応答プリミティブのユーザーデータとして

の D-CAPABILITY 応答 APDU（受け入れられた）

P-CAPABILITY-DATA 応答プリミティブのユーザーデータとして

の D-CAPABILITY 応答 APDU（～によって拒否された）

RT-OPEN 要求プリミティブのユーザーデータとしての

D-INITIATE 要求 APDU

RT-OPEN 応答プリミティブのユーザーデータとしての

D-INITIATE 応答 APDU（受け入れられた）

P-CAPABILITY-DATA 応答プリミティブのユーザーデータとして

の D-INITIATE 応答 APDU（～によって拒否された）

RT-CLOSE 要求プリミティブのユーザーデータとしての

D-TERMINATE 要求 APDU

RT-CLOSE 応答プリミティブのユーザーデータとしての

D-TERMINATE 応答 APDU
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付表Ｃ－３／ＪＴ－Ｔ４３３　出力イベントのリスト（２／２）

　　　　　　　　　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ．４３３）

略　称 対　象 名　称　と　説　明

P-CDreq

P-CDresp

RT-CLOSEresp

RT-CLOSEreq

RT-OPENresp

RT-OPENreq

RT-TRreq

RT-TGreq

RT-TPreq

RT-U-ABreq

Present. SP

Present. SP

RTSE SP

RTSE SP

RTSE SP

RTSE SP

RTSE SP

RTSE SP

RTSE SP

RTSE SP

P-CAPABILITY-DATA 要求プリミティブ

P-CAPABILITY-DATA 応答プリミティブ

RT-CLOSE 応答プリミティブ

RT-CLOSE 要求プリミティブ

RT-OPEN 応答プリミティブ

RT-OPEN 要求プリミティブ

RT-TRANSFER 要求プリミティブ

RT-TURN-GIVE 要求プリミティブ

RT-TURN-PLEASE 要求プリミティブ

RT-User-Abort 要求プリミティブ

付表Ｃ－４／ＪＴ－Ｔ４３３　述語

　　　　　　　　　　　　　　　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ．４３３）

略　称 名　称　と　説　明

P1

P11

P12

ＤＴＡＭ－ＰＭは要求されたアプリケーションアソシエーション（接続）を提供で

きる

アソシエーション要求ＤＴＡＭ－ＰＭ

アソシエーション要求ＤＴＡＭ－ＰＭとＤＴＡＭユーザはトークンを与えることに

同意する
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付表Ｃ－５／ＪＴ－Ｔ４３３　ＤＴＡＭ－ＰＭ状態表：アソシエーション設定

　　　　　　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ．４３３）

STA0 STA01 STA02

D-INTreq p1:

RT-OPENreq

[DINQ]

STA01

D-INTres+ RT-OPENresp

[DINR+]

STA22

D-INTres-

RT-OPENresp

[DINR-]

STA0

RT-OPENind

[DINQ]

p1:

D-INTind

STA02

-p1:

RT-OPENresp

[DINR-]

STA0

RT-OPENcnf

[DINR+]

D-INTcnf+

STA11

RT-OPENcnf

[DINR-]

D-INTcnf-

STA0

D-UAreq RT-U-ABreq

STA0

RT-U-ABreq

STA0

RT-U-ABind D-UAind

STA0

D-UAind

STA0

RT-P-ABind D-PAind

STA0

D-PAind

STA0
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付表Ｃ－６／ＪＴ－Ｔ４３３　（１／２）ＤＴＡＭ－ＰＭ状態表

　　　　　　　　　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ．４３３）　　　　　　：アソシエーション設定、転送

STA11 STA22

D-TRreq RT-TRreq

STA30

RT-TRind D-TRind

STA22

D-CAPreq P-CDreq

[DCPQ]

STA111

P-CDind

[DCPQ]

D-CAPind

STA221

D-TERreq p11:

RT-CLOSEreq

[DTEQ]

STA92

RT-CLOSEind

[DTEQ]

-p11:

D-TERind

STA91

p11:

RT-U-ABreq

D-PAind

STA0

RT-TPind D-TPind

STA11

D-TPreq RT-TPreq

STA22

D-CGreq RT-TGreq

STA22

RT-TGind D-CGind

STA11

D-UAreq RT-U-ABreq

STA0

RT-U-ABreq

STA0

RT-U-ABind D-UAind

STA0

D-UAind

STA0

RT-P#ABind D-PAind

STA0

D-PAind

STA0
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付表Ｃ－６／ＪＴ－Ｔ４３３　（２／２）ＤＴＡＭ－ＰＭ状態表：

　　　　　　　　　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ．４３３）　　　　 　アソシエーション設定、転送

STA111 STA221

D-CAPres+ P-CDresp

[DCPR+]

STA22

D-CAPres- P-CDresp

[DCPR-]

STA22

P-CDcnf

[DCPR+]

D-CAPcnf+

STA11

P-CDcnf

[DCPR-]

D-CAPcnf-

STA11

RT-TPind D-TPind

STA111

D-UAreq RT-U-ABreq

STA0

RT-U-ABreq

STA0

RT-U-ABind D-UAind

STA0

D-UAind

STA0

RT-P-ABind D-PAind

STA0

D-PAind

STA0
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付表Ｃ－７／ＪＴ－Ｔ４３３　ＤＴＡＭ－ＰＭ状態表：ＲＴＳＥによる転送

　　　　　　　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ．４３３）

STA30

RT-TRcnf+ D-TRconf+

STA11

RT-TRcnf- D-TRcof-

STA11

RT-TPind D-TPind

STA30

D-UAreq RT-U-ABreq

STA0

RT-U-ABind D-UAind

STA0

RT-P-ABind D-PAind

STA0

付表Ｃ－８／ＪＴ－Ｔ４３３　ＤＴＡＭ－ＰＭ状態表：

　　　　　　　　　　　（ＩＴＵ－Ｔ　Ｔ．４３３）　強制終了とアソシエーション解除

STA91 STA92

D-TERresp RT-CLOSEresp

[DTER]

STA0

RT-CLOSEcnf

[DTER]

D-TERcnf

STA0

D-UAreq RT-U-ABreq

STA0

RT-U-ABreq

STA0

RT-U-ABind D-UAind

STA0

D-UAind

STA0

RT-P-ABind D-PAind

STA0

D-PAind

STA0


	　　



